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この事 業 は 、 日本 自転 車 振 興 会 の機 械工 業 振 興 資 金

に よ る 「昭 和45年 度 情 報処 理 に関 す る調 査 ・研 究補 助

事 業 」 の う ち 「遠 隔 情 報 処 理 シス テ ム の 開 発」 の一 部

と して実施 し た もの で あ りま す。
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序 に 代 え て

通 信 線 と電 算 機 を結 ん で行 な う遠 隔情 報 処理 シ ステ ムは,将 来 非 常 に大 きい

分 野 で あ り ます が,現 在 の と ころ未 解 決 の 多 くの技 術 問題 を含 ん でお ります。

当財 団 では この問題 の 解 明 の 第 一歩 と して,リ モ ー トバ ッチ の問題 とタ イ ム

・シ ェ ア リン グ の問題 につ い て若 干の 基 本 的 な研 究 を行 な い,こ こに報 告 書 を'

ま とめ た次 第 で あ ります 。

この報告 書 に 記 載 され た研 究 の実 施 につ い て は,多 くの機 関※ の協 力 に よっ

て行 なわれ た もので あ り,関 係 各方 面に深 い感謝 の意 を表する とともに,本 研

究が社会に寄与 す るこ とを念 願 してお ります。

昭和46年5月

財 団法人 日本情 報処理開発センター

会 長 難 波 捷 吾

※ 協力団体 通商 産業省 郵政省 日本電 信電話 公社

日本 自転 車振興会 機械振興協会 東京 放送
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は じ め に

本 報告 書 は遠 隔 情報 処 理 システ ムの 研 究 開 発 の一 環 と して,リ モ ー トバ ッチ

・シ ステ ムお よび タ イ ム ・シ ェア リング ・システ ム(デ マ ン ド処 理)を 対 象 と

し,そ の研 究成 果 を述 べ た もので,使 用機 種 は 前者 がFACOM230-60,

後 者 はNEAO2200-500/200とFAGOM230-60で ある。

本 稿 は1章 と 皿章 に分れ,1章 が リモ ー トバ ッチ ・シス テ ム,皿 章 が タ イ ム

・シ ェア リン グ ・シ ステ ム と して構 成 され てい る。

1章 は リモー トバ ッチ ・シス テ ム の効 率 的運 用を 前提 と し,実 験,調 査 お よ

び資料 蒐集 に よ り成 果 を求 め た もの で あ る。 方法 と しては 日本 自転車 振 興会,

東 京 放 送 の 協 力 を得 て統 計 業務,人 事 検 索 業務,販 売業 務 の各 ア プ リケ ー シ ョ

ンに よる実験 を 行 な い,そ れ で もな お実 験 で は十 分 な成果 が 見 られ ない場 合,

そ の部 分 に つ い て 調査 ・資 料 に よ り補 充 した もの であ る。

リモ ー トバ ッチ ・シ ス テ ムは未 だ一 般 的 に活 用 され て お らず,ま たユ ニ ー ク

な シス テ ムで もあ り,か か る意 味 にお い て この研 究 開 発 の意義 は 大 きい。

皿章 で は 昨年 度 に ひ き続 き,通 商 産業 省,郵 政 省,日 本電 信電 話 公 社,機 械

振 興協 会 の 協 力 に より,タ イ ム ・シ ェ ア リン グ ・シ ス テ ムの応 用実験 の結果 を

ま とめ た も ので ある。 これ は ユーザ ー サ イ ドに おけ る使 用状況 と評価 を求 めた

もの で,今 後 タ イ ム ・シ ェア リン グ ・サ ー ビス の 発展 に 伴な い この実 験 結 果 は

参考 に な る もの と思 わ れ る。

『
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1.リ モ ー トバ ッ チ ・シ ス テ ム

1.概 説

遠 隔情 報 処 理 シ ステ ムは 電子 計算 機 と電 気 通信 設備 の通信 回 線 に よる結 合 を

意味 す る もので あ る。 即 ち,電 子 計算 機 に接続 され た回 線制 御 装置 に よっ て 通

信 系 と直結 してい る体 系 をさ し,遠 隔 地 の 利 用者 が端 末 を介 して 中央 の 電子 計

算機 を操作 で き るシ ステム で あ る。

遠 隔情 報 処理 シ ス テムが要 請 され る背 景 に は種 々考 え られ るが,そ の 最大 の

要因 は 経済 社 会 の発 展 に伴 っ て増 大 す る情 報 を迅 速,正 確 か つ高 度 に 処理 す る

こと を要求 す る情 報化 社 会 へ の推 移 が あ る。 そ こには 情報 の供 給 ・加 工 ・蓄 積

に対 す る技 術 的 な裏 付 けが 必 要 と され,ハ ー ドウ ェア ・ソ フ トウ ェア ・通 信 の

三 位 一 体 の技 術 開発 が前 提 とされ る。

現 在 遠 隔情 報処 理 を可能 に して いる技 術 的 な裏 づけ と して挙 げ られ る のは,

ハ ー ドウ ェア の大 型 化 ・多様 化,さ らに経 済 性 ・信 頼 性 の向上 の上 に 立 っ てハ

ー ドウ ェア ・シ ステ ムの通 信 指 向型 の概 念 の実 用 化 が注 目され る。

これ には パ ラ レ リズ ム,ペ ー ジ ン グ,可 変 構造 シ ステム等 が ある。

また ソフ トウ ェア で は通 信 に適 合 した シ ス テ ムが指 向 され,そ れ に は ス ワ ッ

ピング,ス ケ ジ ュ ー リング,デ ー タお よび 機 密保 護,リ ロケ ー シ ョン,(再)

割込 み 機 能 等が あ り,オ ベ レ ーテ ン グ ・シ ス テ ムでは ① ロ ーカ ルバ ッチ,② リ

アル タ イム,③TSS,そ して 本 稿 にお い て 検 討 す る④ リモ ー トバ ッチ の四 次

元(4デ ィ メ ンシ ョン)の 機 能 を有す る段 階 に あ る。

遠 隔 情報 処 理 は この よ うな通 信 を基 調 と した技 術 の発 展 の上 に 可 能 と な り,

特 に共 同利 用 に対 す る よ り効 率 の高 い技 術 開 発 が望 まれ る。

遠 隔 情報 処 理 シ ステ ムに お け る共 同 利 用 の形 態 は 前記 四 次 元 オペ レー テ ン グ

・シ ス テ ム に反 映 され てい るが ,リ モ ー トバ ッチ に よる利 用形 態 は 比較 的 新 し

く,現 在 一 部大 学 や研 究所 等 に おい てそ の 例 を見 る程度 で ある が,商 用 と して

国 内 で は 電 々公社 の科学 技 術 計 算 シ ステ ムに 採 用 され てお り,米 国 の場 合,リ

モ ー トバ ッ チに よる サ ー ビスが漸 次増 加 しつ つ あ る。

-1一



この よ う な状況 は,リ モ ー トバ ッチ ・シス テ ムが有 効 な共 同利 用の 手段 と し

て有 用視 され て きた こ とを示 して い るが,し か しシ ステ ムそ の もの が 新 し く,

現在 一 般 的 で ない た め 多角 的 な面 か ら検討 し,解 決 しなけ れば な らな い問題 を

含 ん で い る。 そ れ に は リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ム の 特性 の把 握,そ の 有 効利 用

(特 にア プ リケ ー シ ョンの立 場 か ら),シ ステ ム の運 用 と管 理,八 一 ドウ ェア

ピシ ステ ム とオ ペ レ ーテ ング ・シ ステ ム等 に 関 す る諸 問題 が考 え られ
,こ れ ら

にっ い ては十 分 な考 察 が な され る必要 が あ ろ う。

本 稿 で はそ の趣 旨に もとづ き,実 際 の実 験 に よって上 記諸 問題 に対 しそ の裏

付 け を得 る こ とに した。 しか しな が らす べ て に満足 で さ る成果 は 得 られ ず痴 そ

の部 分 に つ い ては 現場 調査 ・資料 蒐集 に よ り補 充 した。 実 験 は 当 セ シ タ一-va5

台 の端 末 装 置 を設 置 し,各 端末 か らの異 な る3業 種 の ア プ リケ ー シ ョン(統 計

業務 ・検 索 業務 ・販 売業務)に よ る もので あ る。

実 験 お よび 現場 調 査 ・資料 蒐集 に よっ て,本 稿 で は ま ず リモ ー トバ ッチ ・シ

ステ ム を総 括 的 に把 握 し,そ こか らシ ス テ ム の特性 ,シ ステ ム を効 率 的に運 用

す るた め のハ ー ドウ ェア,オ ペ レ ーテ ン グ ・シ ステ ム,お よび 管理 運 用 を主 と

して述 べ て い る。
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2.リ モ ー トバ ッ チ ・シ ス テ ム の 概 要

、

べ

2.1ロ ー カル バ ッチ と の 対比

リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ム の本 題 に は入 る前 に,ま ず そ の概 要 に つ き多

角的 な観 点 か ら検 討す る必 要 が あ る。 こ の場 合,タ イム ・シ ェア リン グ ・

シ ステ ム,リ アル タ イム との 処理 上 の相 違 点 は 明 確 に把 握 で さ るが,ロ ー

カル バ ッチ と比較 した場 合,下 図 に 見 る とお り処 理 形 態 は何 ら変 る こ とは

ない。

國 ズ唖 当・
肋→　 『 遣

Jモー ト

くツファ

リモートハッチ
入 力制御

ITss・ ・川

＼
入 力 リづ ニミナル

/

ゾ ⌒ 嶋 → 出力

層

リモートバクチ
出力制御

出 力

悟

×
イ

図 一1

図 一1は ロ ー カル パ ッチ処 理 と リモ ー トバ ッチ処 理 との相 互 関 係 を示

した もの で ある6前 者 の場 合,ジ ョブ の シ ス テ ム入 力 ・出 力情報 は,'セ ン

ター 内 の入 出 力装 置 に よ り入 出力 され るが,リ モ ー トバ ッチ の場 合 は,

一 カル バ ッチ の場 合 の シ ステ ム入 出力 装 置 が伝 送 線経 由 で 遠隔地 に 置 かれ

て い る端末 装 置 とな る。 また,シ ステ ム 出力 を セ ンタ ーで 出 力す る場合,

さ らに 出力 だけ を端 末 装置 に 出 力 し,シ ス テ ム入 力 をセ ン ターで入 力す る

ジ ョブの 場 合 も あ り,こ れ ら も リモ ー トパ ヅチ ・ジ ョブの形 態 を なす もの
一3- .



で,特 に デ ー タの性格 に よ り利 用 され る場 合 が 多 く,こ れ に つ い て は後 述

す る。

リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ムで は,端 末 装置 か ら入 力 され た情 報 は い った

んSYS工Nフ ァ イル に 貯 え られ,ロ ーカルバ ッチ ・ジ ョブ とい っ し ょに 制

御表 には入 り,バ ッチ ジ ョブ と して 処 理 され る。 ロー カルバ ッ チ ・ジ ョブ

の場 合は セ ン タ ーの シ ステ ム入 力装 置 か ら直接SYSINフ ァ イル に送 ら

れ る。 この点 が 両者 の シ ステ ム上 の 相違 点 で ある。 また リモ ー トバ ッチ処

理 は,利 用者 に とっ て 自分 の ジ ョブが いつ実 行 され るか分 らな い とい う一

括 処理 方 式 で ある た め,ジ ョブ実 行 中 に端末 と情報 のや りと りは で きない。

しか し,そ の 場合 で もジ ョブ実 行 に 対 す る優 先度 は 設定 可 能 で,端 末 か ら

の入 力 時 に指 示 す る必 要 が あ る。 さ らに,端 末 装置 か ら入 力 を全 て完 了 し

た時 点 で セ ン ター とは オ フ ライ ン状 態 と な り,セ ン タ ーか ら の端末 装置 に

対す る 出力 を"待 つ"こ とに な る。 従 っ て 端末 装置 の機 能 と して,デ ー タ

の入 出力 の他 に端 末装 置 単 独 で もデ ー タ処 理 を多 少 と も可 能 にす る もの で

な くて は な らない。 この点 に 関 す る理 想 的 な シス テ ムは,端 末 装 置 か らの

シ ステ ム入 力 以 前 にデ ー タ ・チ ェ ック を行 な う方 法 で あ る。 この趣 旨は ,

正 常 なデ ー タを シ ステ ム 入力 す る ことに よ り,セ ン タ ーにお け る処理 を圧

迫 させ ない と こ ろ にあ る。

ま た タイ ム ・シ ェア リング ・シ ステ ム との相 違 点 は,パ ッチ処 理 で は タ

イ ム ・ス ライ スや メモ リ ・ス ワ ッ ピン グの場 合 とで は シ ステ ムの オ ーバヘ

ッ ドが非 常 に少 な く,従 って ジ ョブの スル ープ ッ ト比 が 大 き い こ とが指

摘 され る。
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2.2セ ン トラル ・プ ロセ ッサ ー と端 末 装 置 の 機能 分掌

リモー トバ ッチ ・シ ステ ムは,基 本 的 に は ジ ョブの入 力 に使 用す る入 力装

置 と結 果 を出 す装 置 と を通信 回 線 で 接 続 し,中 央 の電 子 計 算 機 で ジ ョブを

実行 す る シ ステ ムで あ る。

最近 の低廉 で 高性 能 を有 す る,い わ ゆ る ミニ ・コン ピュ ー タの 出現 は,

リモ ー トバ ッチ ・システ ムに お け る有 効 な 端末 システ ム を ロー カル プ ロセ
ー4一
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ッサ ー と して リモ ー トバ ッ チ ・ シ ス テ ム を 運 用 す る 場 合,端 末 に お け る ジ ョ ブ

の 形 態,方 法,適 用 分 野 は 勿 論 の こ と,中 央 の 電 子 計 算 機 シ ス テ ム の ハ ー

ド,ソ フ トに 大 き く 影 響 す る 。

2.2.1セ ン ト ラ ル ・ プ ロ セ ッ サ ー の 機 能

セ ン ト ラ ル ・プ ロ セ ッ サ ー は 次 機 能 を 有 す る 。

① ロ ー カ ル ・ プ ロ セ ッ サ の 全 体 管 理

② ロ ー カ ル バ ッ チ ・ジ ョ ブ の 運 用

③ マ ス フ ァ イ ル の 管 理

④ ワ ー ク ロ ー ド シ ェ ア(WORKLOADSHARE)

上 記 ①rお け る 全 体 管 理 は,こ れ ま で の よ う に 通 信 回 線 制 御 や 端 末 と

の デ ー タ 授 受,メ ッ セ ー ジ ・ ス イ ッ チ ン グ,メ ッ セ ー ジ の い っ せ い 発 信

の 他 に,ロ ー カ ル ・プ ロ セ ッ サ ー で 作 動 す る プ ロ グ ラ ム ・ シ ス テ ム の 管

理 ま で そ の 分 掌 下 に お く。

即 ち,ロ ー カ ル ・ プ ロ セ ッ サ ー の 初 期 状 態 の 設 定 が 終 了 す る と,端 末

の ユ ー ザ ー は 自 ら プ ロ グ ラ ム の ロー デ ィ ン グ,あ る い は 実 行 手 続 を 経 る こ

と な く ジ ョ ブ が 進 行 す る 。 セ ン ト ラ ル ・プ ロ セ ッ サ ー の リモ ー ト ・ ジ ョ

ブ 管 理 モ ジ ュ ー ル が,ロ ー カ ル ・ プ ロ セ ッ サ ー で プ ロ グ ラ ム をEXEC-

UTABLEな フ ァ イ ル と し て 中 央 で 管 理 し,必 要 の 都 度 ロ ー カ ル ・ プ

ロ セ ッ サ ー に プ ロ グ ラ ム を 送 っ て 実 行 さ せ る
。 さ ら に 端 末 か ら ソ ー ス ・

プ ロ グ ラ ム を 中 央 に 送 り,ロ ー カ ル ・プ ロ セ ッサ ー 用 の シ ミ ュ レ ー タ ー

を 作 動 さ せ て,プ ロ グ ラ ム ・デ バ ッ グ や デ バ ッ グ 完 了 の も の に つ い て

EXECUTABLEな フ ァ イ ル の 中 に 登 録 し 管 理 す る 。

こ れ ら の 機 能 を も た せ る こ と に よ り,ロ ー カ ル ・ プ ロ セ ッ サ ー が あ た

か も セ ン ト ラ ル ・ プ ロ セ ッ サ ー の 一 部 と し て 機 能 す る こ と が で き る 。

ま たWORKLOADSHAREの 意 味 す る と こ ろ は,中 間 処 理 的

な 作 業 は ロ ー カ ル ・ プ ロ セ ッ サ ー に ま か せ,大 き な 作 業 を セ ン ト ラ ル ・

プ ロ セ ッ サ ー で 処 理 す る こ と を さ す も の で,こ れ は2 .1で も 触 れ だ が,

'シ ス テ ム の 効 率 的 運 用 の た め 条 件 と さ れ る もの で
,従 っ て 端 末 と し て の

機 能 は 大 幅 に 増 大 さ れ た も の が 要 求 さ れ る こ と に な る 。
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2.2.2ロ ー カ ル プ ロ セ ッ サ ー の 機 能

ロ ー カ ル ・ プ ロ セ ッ サ ー と し て は 次 の よ う な 機 能 特 徴 を 有 す る 。

① 端 末 か ら 入 力 す る ジ ョ ブ は 利 用 者 に よ っ て セ ン タ ー の 機 能 使

用 と 同 一 で あ る 。

②Man--Machi'neのlnterfacing

③ セ ン ト ラ ル ・ プ ロ セ ッ サ ー に 対 す る 負 担 軽 減

箇

-
θ

2.5オ ン ライ ン と して の システ ム

リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ムは コ ン ピュ ー タ ・シ ステ ムの 面 か らオ ン ライ

ンで あ り,ア プ リケ ー シ ョン の面で は 一 括 処 理 で あ る。 この 関係 を図 示す

る と次 の よ うに な る。

(GOMPUTERSYSTEM) (APPLICATIONSYSTEM)

REMOTEBATCHSYSTEM

ON-LINEREALTrME

SYSTEMPROCESSIN〔}

REALTIMESYSTEM

図 一2

上 に見 る とお り,リ モ ー トバ ッチ ・シ ステ ムは ロー カルバ ッチ ・シ ステ

ム と リア ル タ イム との 中位 点 に 属す る シ ステ ムで あ る(②)。 即 時 処 理 の

場 合,必 然的 に オ ン ライ ン ・シ ステ ム が要 求 され る が(③),一 括 処 理 の

場 合,オ ン ラ イン,オ フ ライ ンいず れ も対応 で きる。一 括 処理 に お け る シ

ス テ ムの 使 い分 け は,タ ーンアラウン ド・タイ ム,適 用業務,コ ス ト ・パ フ

ォ ー マ ン ス,デ ー タ等 の各 種条 件 に よ り決 定 され る。

ま た,リ モ ー トバ ッチは オ ンラ イ ン ・シス テム の上 に 立 つ もので あ るが,

しか しデ ー タ量(端 末 シ ステ ムか らセ ン ターへ の人 力,セ ン タ ーか ら端 末

シ ステ ム の 出 力 の場 合)と 応 答 時 間 の 関係 か ら,セ ン ター にお け る入 力 あ

る い は 出力 と い う形 態 もと られ,図 一2上 の(①)の シ ステ ム となる。
-6一
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具 体 的 に は 次 の よ うな こ とが指 摘 され る。

。 緊急 な応 答 を必 要 と しな い場 合

。 端末 装 置 か ら大 量 の デ ー タを入 力す る場 合

。 端末 装 置 に 大量 の デ ー タ が 出力 され る場 合

これ ら諸 点 は 公 的利 用 にお け る 回線 使 用料 を考 慮 した もので あ る こ とは

勿論 の こ と,回 線 速度,端 末 装置 の入 出 力 に対 す る能 力 が 問題 と な る。 特

に 端 末 シ ステ ムは,単 能 機 で は効 率 的 な運 用は 不可能 で,カ ー ドリーダ ー

や ライ ン プ リン タ ー等 の入 出力機 器 を具 備 す る必 要 が ある。 現 在 市 販 され

て い る,い わ ゆ る ミニ ・コン ピ ュー タの入 出 力装 置 は非 常 に 遅 く,た め に

大 量 のデ ー タの入 出 力 の場 合 相 当 な時 間 を 費や し,シ ステ ム の効 率 的 な運

用を妨 げ る結果 とな る。 従 って,緊 急 な応 答 を要 しない と前提 の下 で入 出

力 を セ ン ターで 行 な い,運 用効 率 を高 め る必 要 が あ る。

、φ

、
、

2.4計 算 サ ー ビス と して の シ ステ ム

従 来 の共 同 利 用に お け る計 算 サ ー ビ スは,い わ ゆ る 「計 算 セ ン ター 」と

い う形 態 が一 般 的 で あ るが,最 近 コン ピュLタ ・ユ ーテ ィ リテ ィとい う概

念 の もと に タ イ ム ・シ ェア リン グ ・シス テ ム に よるサ ー ビスが脚 光 を浴 び

て きた。 サ ー ビスは不 特 定 多数 の顧 客 に 限 られ ず,特 定多 数 を対 象 にす る

シ ス テム,例 え ば 一 企業 内 に おけ る イ ンハ ウ ス ・シ ス テム に よる利 用や 遠

隔 地 の工 場 や研 究所 に 端末 を設 置 し,中 央(本 社 等)の 電 子計 算機 シ ステ

ム との接 続 に よる利 用等 が あ る。 前者 が 公的 利 用,後 者 が私 的 利 用で あ る

とい え る。

リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ム はそ れ らの 点 か ら,タ イ ム ・シ ェア リン グ ・

シ ステ ム とは 全 く同一 レベ ル に置 い て考 え る こ とが で きる。

即 ち,と もに大型 電 子 計算 機 シ ス テム の 能 力 ・資源 の 分配(サ ー ビ ス)

を必 須 の条 件 と し,且 つ 各 々 がサ ー ビス と して単 独で は存 在 し得 ない とい

う こ とで ある。

能 力,資 源 の 分 配 は完 備 され た ソ フ トウ ェア,大 容 量 の 記憶 装置 や補 助

記 憶装 置,さ らに シス テ ムの安 定性 と信 頼性 善 が主 な もので あ り,特 に リ

ー7一



モ ー トバ ッチ処理 に よる サ ー ビ スは,前 述 の よ うに セ ン トラル ・プ ロセ ッ

サ ー の一 部 と して サ ー ビ ス可 能 で あ る。

リモ ー トバ ッチ とタ イ ム ・シ ェア リング に よる サ ー ビスは ,各 々独 立 し

た別 々 に存 在 す る もの で は な い 。 両者 は コ ンパ テ ィブル で あ り,両 者 一 体

で並 列 的 に サ ー ビス され る。

セ ン ターに おけ る シ ステ ム か ら見 れば,フ ォ アグ ラン ド ・ジ ョブ とバ ッ

ク グ ラ ン ド ・ジ ョブに分 け て処 理 され よ うが,全 体 の サ ー ビ スの観 点 か ら

みれ ば,タ イム ・シ ェア リング に よる サ ー ビスの補 完 的 な もの と して,そ

の下 位 に 流れ る シ ステ ムで あ る と いえ る。

以上 の よ うに リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ムに よる サ ー ビスは"ユ ニ_ク ・

な存 在 と して,今 後 ます ます 発 展 す る可 能 性 は大 きい 。

」

～〆
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3.実 験 対 象業 務

5.1概 説

これ らの情 報 処 理 産業 は オ ン ライン が主 体 とな り発 展 して い くで あ ろ う

と言 われ,種 々 の オ ン ラ イ ン ・シ ステ ムが開発 され て い る が,我 が 国 にお

い ては,公 衆電 気 通 信 法 の規 制 に よ り異 企 業 間 に おけ るオ ン ライ ン ・シス

テ ムは 実 用化 され て い な い のが 現 状 で あ る。

しか し,近 い将 来 に お い て公 衆 電 気通 信 法 の改 定 が な され,通 信 回線 が

一 般 に 開 放 され る こ と に なっ た。 そ こで,こ れ か らの情 報処 理 産 業 は異 企

業 間 にお け る種 々の オ ン ライ ン ・シ ステ ムが 開発 され,実 用化 され 発展 し

て い くで あろ う。 ま た,そ の発 展 途上 にお いては 種 々の 問題 が発 生 し,そ

れ らを一 つ一 つ解 決 して行 か なけ れば なら ないで あろ う。

我 々 の プ ロジ ェ ク トもそ の 一 環 と して,異 企業 間 に お け る大 型 電子 計算

機 の共 同利 用 を前 提 と した オ ン ライ ンに よる リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ムの

研 究 ・開発 をす べ く,次 の三 業務 を選定 し,そ れ らを リモ ー トバ ッチ方 式

に よるア プ リケ ー シ ョン ・シ ス テ ム と して 開発 した。

ω 統 計 業 務'

(2)検 索業 務

(3)販 売 管理 業 務

上 記,三 つ の 業 務 を リモ ー トバ ッチ方 式 に よ るア プ リケ ー シ ョン ・シ ス

テ ム と して開発 した目 的 は 次 の通 りで ある。

。 ア プ リケ ー シ ョン ・シ ステ ムの 開発

。 リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ムの 特性 の究 明

。 リモ ー トバ ッチ ・シ ステム の 問題 点の 把i握

なお,実 験 を 行 な うた め の機 器 構 成 図 は 次 の とお りで ある。
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リ モ ー トバ ッ チ 。 シ ス テ ム の 機 器 構 成
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5.2各 ア プ リケ ーシ ョ ンの概 要

3.2.1統 計 業 務

1)概 要

この 業務 は 日本 自転 車振 興 会 にお け る業務 のEDP化 に よ り生 じる

事 務 の正確 性,迅 速 性,経 済性 等 に つ いて 研 究す る こ と を 目的 として,

全 国 の各 地(50余 ケ所)で 行 な わ れ る競 輪 の車 券 売上 額 な らび に入

場 者 に 関す る各 種 の 統計 資 料 作成 を リモ ー トバ ッチ方 式 に よる ア プ リ

ケ ー シ ョン ・シ ステ ム と して 開発 した。 なお,ア プ リケ ー シ ョン ・シ

ステ ム と して の プ ログ ラ ムは 次 の通 りで あ る。

イ.マ ス ター フ ァ イル の更 新1

これ は競 輪 場 の新設,廃 止 ま たは 前 年 度 デ ー タの 訂正 等 が 生 じた

時 に使 用 す る プ ログ ラムで,マ ス ター レ コー ドの新 規 登録,削 除,

訂 正 等 を 必要 に応 じて行 な う。

ロ.マ ス ター フ ァ イルの 更 新2

マ ス ター レ コ ー ドは シ ステ ム上,前 年 度 デー タを 月別 に集 計 して

保 持 す る必 要 が あ る。

こ れ を行 な うの が この プ ログ ラムで,年 度替 りに前 年度 の マ ス タ

ー な らびに トラ ンザ ク シ ョンの フ ァイ ル を読み ,当 年度 用 の マ ス タ

ーフ ァイ ルを 作成 す る。

ハ .ト ランザ ク シ ョ ン フ ァイル の更 新

各地 で行 な われ る競 輪場 の車 券 売 上額 な らび に入 場者 に関 す るデ

ー タ を トラ ンザ ク シ ョンフ ァ イル に収 集 す るの が こ の プ ログ ラムで ,

トラ ン ザク シ ョン レ コー ドの新 規登 録,削 除,訂 正等 を必 要 に応 じ

て 行 な う。

二.マ ス ター な らび に トラ ンザク シ ョン の フ ァイル よ り各種 の 統計 資

料 を作成 す るの が この プ ログ ラムで あ る。

一11一



2)シ ス テ ム 。 フ ロ ー チ ャ ー ト

イ マ ス タ ー フ ァ イ ル の 更i新1 ロ マ ス タ ー フ ァ イ ル の 更 新2

ワ ーク

フ ァイ ル

ワ ーク 旧マスター

フ ァイ ル フ
ァイ ル

マスター

更 新1

新 マスター
フ ァイ ル

「

一

一

一

一

1

ー

一

一

1

ー

」

「

一

前年 度
ランザクシ
ンファイル

前年度

フ。4

マ ス タ ー

更新 リス ト

当 年 度
マ ス ター

フ ァイル

一12一
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ハ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン フ ァ イ ル ニ

の 更 新

統計 資料 の作成

トラン ザ ク シ ョン

カ ー ド

ワー ク

フ ァ イル

完㍍ タ身㌦ 妻 ㌘ 寸

トランづジ シ
習ンファイル

マス タ ー

フ ァイ ル

トランザクシ

●ンフ ァイル

ー一13-
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3)入 力に つ いて

統 計 業 務 にお け る入 力枯 葉は 下記 の二 つが あ る。

イ.競 輪 場 台 帖

ロ.車 券 売 .上額 等 報告 書

当業務 に お いて 前者 は マ ス ター フ ァイル 用,後 者 は トラン ザ ク シ ョ

ンフ ァイ ル 用の入 力 デ ー タ と して,そ れ ぞれ カー ドに パ ンチ され て入

力 され る。

4)出 力 に つ い て

統 計 業務 にお け る 出 力帖 票 は下 記 の とお りで あ る。

イ.車 券 売上 額 と入 場 者 数 の 月報1

ロ.車 券 売上 額 と入 場 者 数 の月 報2

ハ.車 券 売上 額 と入 場 者 数 の年 報1

二.車 券 売 上 額 と入 場 者 数 の年 報2

ホ.月 別車 券 売上 額 順位 表

へ 年 度 別 一 開催 平 均 車 券 売上 額 順 位 表

5.2.2検 索 業務

D概 要

コ ン ピュ ー ター の学校 の生 徒の 就 職先 の紹 介 を検 索技 術 を使 って機

械化 を試 み た もので あ る。 別 紙 一2に 示す よ うな デ ー タを フ ァイル

して お き,こ の フ ァイ ルか ら,該 当す るデ ータ を取 り出 して来 る とい

うもの で あ る。

この業 務 を遠 隔端 末装 置 を使 っ て行 な うもので そ の概 念 図 は別 紙

一1に 示 す よ うに構 成 され て い る。

2)検 索 の ロ ジ ック仕様

別 紙 一3,別 紙 一4に 示す 諸 項 目の 中 か ら,aか ら ■まで に示 す よ

うな9つ の キ ー項 目を選 ひ この項 目にANDとORの 論 理 演算 をほ ど

こ して,目 的 の範 囲 を しぼ って い くこ とに して い る。 質 問に 対 す る該

当項 目が ない場 合 には,fか ら ユ まで の4項 目を質 問 指 定の 順位 の低

い方 か ら順 次 は つ して 目的 の範 囲 を拡 大 す る こ と を 自動 的に 行 な うよ

一14-－
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うに してい る。

3)入 出力形 式

業 務 は す べ て バ ッチで 行 うの で,こ れ らのデ ー タは カ ー ドデ ック と

して 端末 装 置 か ら入 力 ・し,出 力 は別 紙 一5に 示 す よ うな形 式で 端末

の 印 刷装置 か ら出力 され る。

4)プ ログ ラ ミン グ仕 様

ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ムは,す べ て既 製 の基 本 ソ フ トウェア

の下 で 働 くよ うに 作成 して いる。 プロ グ ラムの概 略 の仕 様 に つ いて は

別 紙 一6か ら別 紙 一9ま で 説 明 してい る。

、
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求 人 ・求職 照会 シ ステ ム(実 験)の 概 念 図

一 一'、

「 「

1学生 データ1

『アイコ
、 一 く

、 、
、

、

(

求人データ

ファイル

(

ジョブ

プログラム

ファイル

セ ン トラル

コ ン ピュ ー タ

プア イル作成
/

求 人 デ ー タ

カ ー.ド

修一 修 プ ロ グ ラ ム コ ン

ト ロー ル ・カー ド ーγ
FAGOM23〔 〆60

,

芹 。シヤ.入 力＼■

通信回線
プア イル モ ニ タ

プ リン ト

1/0タ イプライ

端 末

コン ピ ュー タ

FAGOM/R

プ リンター

240行/分

/カ_ド リ_ダ

100枚/分 タ

ミ
/〃

杉 ×、

エ ン ド ・カー ト.

〆 一＼
レ1パ 。チ

)(

一一

/ニ ン ド.カ_ド

更新 モニタ
求人データ/ /質 問 カ

ー ド(2)

質 問 カ ー ド(1)

_1バ ッチ質問アンサー

出 力

カ ー ド

・プログラム ・コント

ロ・一ル 。カー ド＼ プログラム・コン ト

ロ ール ・カー ド 一

↑
↑

一

/
質 問 カ ー ド求人データ カー

ドにパ ンチ 一

↑泉

求人用紙に記入 質問用紙に記入

↑

(求 人者

↑

質 問 者 )

別 紙 一1
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別紙 一2

質 問 カ ー ド ・ フ ォ ー ム レ コ ー ド説 明

㌘ ム

「.
」生 男

番

号

i
アch

∵ 二.
令

ザ 「二「二
歴

5Ch6ch5ch

牢

:

;

:

5ch

用

条

件

:

5Ch

－
志

望

勤

務

地

㎝

給
、与

条

件
,
,

10

干 τ竃芳竃『
志 志

望 望

門

1

戸

ベ
ー

学生番号

別

令

歴

攻

件条用

性

年

学

専

顧

給与条件

地

望

"

"

竃

二
三
寮

鋤

簾

第

第

7ch

5ch

6ch

5ch

〃

〃

10c,h

5ch

〃

〃

〃

〃

coL77～804ch

数 字 の み,パ ン チ は リ ー デ ィ ン グ0を つ け る 。

1SEIXXに10r2の 数 字 が 入 る 。

2NENXXXXに 年 令 の 具 体 的 数 字 が 入 る 。

3REKXXに1～3の 数 字 が 入 る 。

4SEN .XXに10r2の 数 字 が 入 る 。

5TAIXXに10r2の 数 字 が 入 る 。

コー ドの意 味 に つ い ては質 問用 紙 に あ る。

〃

〃

〃

〃

XKYUXXXXXX具 体 的 な給与 の金 額,リ ーデ ィ ング0を つ け る。

XKIN

XlSH

X2SH

XsSH

XRYO

X

X

X

X

X

Xは10r2の 数字 が 入 る。

Xは1～4ま で の数字 が入 る。

〃

〃

Xは1の み の 数字 が入 る。

QUES質 問 カ ー ドで ある こ とを示 す 。
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別 紙 一5

*ミ ブ ン シ。イ ン 壮 ・グ セ ヅ ノィ∵ ・*キ 。ヴ ヨ・ノ パ 。 ⑪ 六 蒋 ゴ 。一 セ 。 メイ

*サ ンギ ・ウー クブ ン ユ ーザ*㌣ ム ー バ シ ・ トウ キ ・ウ ・*シ ー ク 冷*ヒ ツ ・ウ ーシ ・・レイ リレキ シ 。 シ ャシン

*シ ・ル イー シ ・判//*・ ・キ シ ケ ン*シ ケ ン ジ 。シ ・//*シ 。 ウカイ ー キゲ ン//*シ 。ウ カイ ーチ
。 ウ

***コ ン トロール メ ヅ七 一ジ***-

*シ ツモ ン ジ ・ウSE12/NEN19/REKI/SENI/TAH/KYUO30000/KエNI/エSH/2SH2/3SH/

*ジ ョウケ ン ユル メ

*ガ ク セ イ パ ン ゴ ウO'4500310K ,0010"「

***キ ュ ウ ジン ー レコ ー ド***

*ウ ケ ツケ ー ネ ンゲ ツ45/11/17*ト オ ロク ーバ ンゴ ウ00460

*シ ャ メイTOKYOSHOJ工*ト コ ロdHUO-KUGINZA5--2TEL571/5711

*シ ・〃-PRG*一 ンズ ウ ・2*セ イベ ・ オ ンナ ⇔ レイ 『/25*ガ ク レキ ・ウ ・ウ ・ ツイジ 。ウ*セ ン,ウ

フモ ン

*ミ ブ ソ シ ャイ ン*コ ヨ ウーセ ツメ ィ ・*ヰ ユ ウ ヨ/50000*キ ュ ウ ヨーセ ツ メイ

*シ ・・レイ ーシ メ判//*セ ・'キシケン ア リ*シ ケン ジ ・シ ビ//*シ 。ウ カイー キゲ ン//*シ 。ウ カイー チ
ュウ

***コ ン トロール ,メ ッセ ー ジ***

*シ ツモ ン ジ コウ .SE12/NEN19/REKI/S耳Nエ/TAII/KYUO30000/KエNI/1SH/2SH2/3SH/

*ジ ョウ ケン ユ ル メ

*ガ クセ イ バ ン ゴ ウ04500310K← 質 問 者 の 登 録 番 号0010← 質 問 該 当 レ コ ー ドの 総 件 数

***キ ュウ ジン ー レコ ー ド***・'

*ウ ケ ツケーネ ン ゲ ツ*ト オ ロク ーバ ン ゴ ウ .

*シ ャ メイ*ト コ ロ*TEL

べ イ
、

s
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別 紙 一 ろ

〔 キ ー 項 目 〕

a.性 別

b.年 令

c.学 歴

d.顧 用条 件

e.専 攻

f.給 与条 件

9.勤 務 地

h.産 業 区分

■.宿 舎施 設

求 人 フ ァ イ ル の イ ン ブ レ ッ ト項 目

男,女,不 問

18才 以 下23才 以 下

19〃24〃

20〃25〃

21〃30〃

22〃51才 以 上

高校 卒,短 大 ・工 専卒,大 学 ・大学 院卒

(中 途退 学 者 は最 終学 校 卒 に合 わせ る)

正 規 社 員,短 期 ア ル バ イ ト

(短 期 ア ル バ イ トの場 合 は 給 与 の条 件 指定 は入 れ ない)

文 系 学 科,理 系 学 科,不 問

固 定的 給与 額

3qoOl〕 円以 下

30,001円 ～35,000円 以 下

(5,000円 きざみ)

65,000円 ～7qoOO円 以 下

7QoO1円 以上

東京 及 び 近 辺,(23区 を 中心 に通 勤2H位 まで)

そ の他,地 方

不 明(配 属地決 定 不 可)

電算 機 メー カー

〃 ユ ー ザ ー

計算 セ ン ター等 ソ フ トサ ー ビ ス業

そ の他

(職 種 を キ ーに 指 定 す る代 りに産 業 区分 に包 括 させてい旬

独 身 寮 ア リ

〃 ナ シ

ー19一



別紙 一4

〔そ の他 書 詩 的 項 目 〕

a.会 社 名(募 集 担 当 課名)

b.所 在 地(担 当課 所在 地)

c.電 話 番 号

d.職 種 ・雇 用条件 説 明

e.給 与 ・待遇 の条 件 説 明

f.募 集 条 件 必要 書類,及 び 締 切期 日

選 考 方 法

選 考 実施 年 月 日,及 び 場所

募集 員 数

〔レコ ー ド ・コ ン トロール項 目 〕

a.会 社 登 録 番 号(マ ス ター ・キ ー)

b.紹 介 期 限

(注)レ コ ー ド作 成 は同 一 条 件,同 一 職 種 につ き1レ コ ー ドを作 成 す る。

分類 基 準 は コ ン ピュ ー ター ・シ ステ ム内 で の 区分 で,デ ー タに は条

件 をそ の ま ま を記 録 す る こ とを原 則 とす る。

一20一
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別紙 一6

フ ァ イル のデ ータ と質 問 検 索 との 関係

〔デ ー タの蓄 積 フ 。イ リン グ ヴ ・セ ス 〕

,
、

'∀

イン プ フト

デ 一夕A

キー項 目につ

いて分類

〃

テーブル相対 ポジシ ヨン エ

⑤

書 き込み ②

ファイルポジションアドレス・アンサー

③

テーブル内の相対

ア ドレス ■番 目

'i

1
・ゴ

① キ ー 項 目 に つ い て 分 類,該 当 キ ー テ ー ブ ル の セ レ ク ト。

② デ ー タ を フ ァ イ ル に 書 き 込 む,フ ァ イ ル ポ ジ シ ョ ン の 決 定 。

③ フ ァ イ ル の ア ド レ ス を ア ン サ ー パ ッ ク 。

④ デ ーaAと ア ド レ ス の 対 応 テ ー ブ ル に エ ン ト リ ー 。

⑤ 対 応 テ ー ブ ル 内 の 相 対 ポ ジ シ ョ ンiを ア ン サ ー バ ッ ク 。

⑥ ① で セ レ ク ト さ れ て い た キ ー テ ー ブ ル のi番 目 の ピッ トに エン トリーす る,

(1)キ ー テ ー ブルは フ ァイ リングの 分類 項 目数 だけ 用意 さ れ る。

(2)各 キ ーテ ー ブルは イ ンプ ッ トチ ータの総 数Nだ け の ビ ッ ト数 を もっ

て い る○

(3)ア ドレ ス対 応 テ ー ブル も総 数Nだ け の エ リア を もつ 。

一一21- tt



別 紙 一7

〔質 問 プ ロ セ ス 〕

質問キー項目の
組合せに解釈

テ ーブルに残 って,ピ シトの位置に

当 るレコー ドを ピ,ク ア7プ

⑤

力

編 集

レ

、ff

① 質 問 の解決 キ ーテ ー ブ ル ・アク セ ス ・スタ ック を作 る。

② 論 理ANDの 結 果 を ワ ーク テ ープ'ルに 取 る。

③ ワー グテ ー ブ ルに残 っ た ビ ッ トの相 対位 置iに 対 応 す る対応 レ コー

,.,ド の ア ドレス を ピ ヅク ア ップo

④ ピック ア ップ した ア ドレスは テ ー ブル に作 り出 力 に渡 す 。

⑤ 出 力 は フ ァイル を ア クセ ス しては レ コ ー ドを 編集 して プ リン タへ 出

力す る.。

ケ

、∀

以 上 が質 問 プ ロセ スの概 略 で あ る。

一22-一
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別 紙 一8

⑨

。 フ'ログ ラ ミング仕 様

。 この照 会 シ ステム の仕 事 と しては,リ モ ー ト ・バ ッチ とい う前 提条 件 か

ら次 の3つ の情 報 の流 れ と して把 握で きる。

〔1〕

G㌫ 鵠)
セ ン トラ

インデ7ク ス

テ ーブル作成

●

(

レ コ ー ド

の プアイ
ル の書 き

込み

レコー ドの

モ ニタ

出 力

セ ン トラルカー ドイン

セン トラル プ リン タ

〔2〕

(・ 問入・)
リモ ー トタ

質 問 解 釈

↓

プアイル・インデ7ク ス

テーフルGall
.

.

ロジ ック演算

レコー ド抽出

↓
/＼

レコード

プアイル

検 索

＼ ノ

1
解 答デ ータ

の 出力

〔5〕

(プアイ㌻)
リモ ー トタ

更 新 処 理

判 定

1
ファイル 。インデックス

テーブルCall

「

プアイル ・インデックス

テーブ ル 更 新

/＼

レコー ド

プアイル

更 新

＼ ノ

..

更新モ』タ

出 力

リモー ト出力 リモー ト出力

〔1〕 は 当初 フ ァイ ル を作 成 す る と き,・及 び 大規 模 な更新 を行 うと き,こ れ

は セ ン タ ー の カ ー ド リ ー ダ か ら入 力 す る 。

〔2〕,〔3〕 は,、 通 常 の 処 理 で リ モ ー トS－ ミ ナ ル か ら入 力 し,リ モ ー ト

タ ー ミ ナ ル に 出 力 す る 。

一一23一



別紙 一9

〔2〕,〔3〕 の二 つ の仕事 につ い ては 次 の よ うな プ ログ ラムの エ レメ ン ト

に分 割 す る。 個 々の 仕 事 に よっ て,エ レ メン トを組 み 合 わせ る。

求人 デイス

クフア イル

イ写 角ス

「

　
E・テL=フ'teエレメント

デ一夕フアイル

インデプクス

検 索 ロジツク

テ ーブル

プ ロ グ ラ ム

コン トロール

コ ミユ ニケー

シ ョン

ア ーフル

!
-

//

/

/
/

-!

/
/

!

/
!!

/
/

戸 新・力
質 問 入 力 一

一一 ー ー 一十

ノ

A

入 力 処 理

エ レ メ ン ト

「

B

検 索エ レメン ト

　　
＼、＼
　 　

＼ ×＼
＼ 、＼
＼ 、、
　 　o
＼ 、＼
＼ 、、
、

＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼

＼

更新 エレ メン ト

L

、

D

出力 エレメン ト

一 ー ー 一 一
.

1更 新 出 力

質 問 出 力 ∨

」

A,B,C,D,Eの5つ の エ レ メン トは,そ れ ぞ れ,②,③ の仕 事 別 に よ り,

次 の よ うな組 み合 せ の実 行 プ ログ ラム と なっ て異 っ た時 点 に メ モ リ内 に入 って仕

事 を行 う。

〔2〕 の仕 事 で はA十B十D十E

〔5〕 の仕 事 で はA+G+D+E
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5.2.3販 売 業務

(1)概 要

販 売 業 務 のモ デ ル と して,数 あ る販 売 業 の 中か ら繊 維 商 品卸 を こ こ

で は 取 り上 げ た 。

繊 維 商 品 卸 も他 業 種 と大 した差 異 は な く,仕 入 一在 庫 一販 売 と い う

サ イク ル の繰 り返 しに よって 業 が営 な ま れ て い る。

更 ら に詳 し くこの サ イ クル を説 明す る と,ま ず仕 入 先 か ら商 品 を仕

入 れ る。 商品 は 在 庫 と して管 理 され る。 次 に得 意 先 か ら注 文 を受 け る。

販 売員 は 売 上 伝 票 を起 票 し・ 商 品 と一 緒 に 得 意先 に発 送 して売 上 げ る。

この販 売 活動 が 繰 り返 え され,月 末 に な る と請 求 書 を作成 し,得 意 先

に 売掛 金 の請 求 を行 ない,回 収 す る。 以 上 が販 売 業務 の概要 で あ る。

以 上 を業務 と して い くつ か の に分 け る とす れ ば,仕 入,売 上,在 庫 に

分 け られ る。

こ こで取 り上 げ た業務 は 売 上 の一 部 で あ り,そ れ をEDP化 し,リ

モ ー トバ ッチ処 理 研 究対 象 と した 。

販 売 業 務 のEDP処 理 の一 般 的 な特 徴 と しては,デ ー タ数 が 多 い こ

と,マ スター フ ァ イルが 多 い こ と,コ ン ピュー タ内 の処 理 と しては,

難 か しい技 術 計 算 は殆 ん ど な く,単 純 な計 算,集 計,フ ァ イル更 新,

分 類,お よび プ リン ト等 の連続 で ある こ とが あげ られ る。 こ の場 合 も

同 様 で ある。

実 際に研 究対 象 と して実 施 した業 務 の概 要 を説 明す る と下 記 の とお

りで あ る。

売 上 デ ー タ,入 出 金手形 デ ー タを入 力,マ ス ター更 新,分 類,集 計

して,売 上 明 細 表,お よび売 掛 金管理 日報 をプ リン トす る。

以 下 シス テム の詳 細 に つい て説 明 を加え る。

(シ ステム フ ロ ー)

販 売 業 に於 い て は 前 記 した如 く,仕 入,売 上,お よび在 庫 等3っ

の 業務 が あげ られ る が,こ こで ア プ リケ ー シ ョン と して 実施 した業

務 の中 の 一部 で あ る。 そ の シ ステ ム フ ロー を述 べ る。
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(デ ー タ)売 上 デ ー タ

入 出 金 手 形 デ ー タ

(マ ス タ ー)取 引 先 マ ス タ ー

商 品 マ ス タ ー

・ 売 掛 金 台 帳 マ ス タ ー

`

'

■

シ
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(2)シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー 、ト

端 末 セ ン タ ー 処 理 内 容

1

売上 カー ドを入 力 し,各 項 目をチ

ェ ック し,誤 ったデ ータはエ ラー
.

リス トに プ リン トす る。

正 しいデ ータは ファイル す る。

/

売 上 カ ー ド

CHECK&

CONVERT

}↓

エ ラ ー リス ト

/＼
売 上

デ ータ

∀
＼/一

'

SORT

」

売上 デー タを取 引先 コー ド順 にS

ORTす る。
.

、〈
SORT

結 果

)

/＼
取引先

マスター

＼ ノ

SORT結 果 と取引先マ スターを

マッチン グ し,取 引先名 をデータ

に書 き込み,出 力する。

当 該取引先 コー ドのないデ ータは

エラー リス トにフ'リン トす る。
.

・

MATCHIN〔}&

WRITE

1
/⊥ ＼

エ ラ ー リス ト
売 上
データ

2

∀
＼/'

SORT

(

商 ・ 品

マスター

売上デ ータ を商品 コー ド順 に

SORTす る。

止
SORT

結 果

MATCHING&

WRITE

SORT結 果 と商品 マスター をマ

ッチ ング し,商 品名,色,規 格柄,

素材 コー ド,お よび名,そ の他 を

書 き込み,出 力す る。

当該商品 コー ドが ない データはエ

ラー リス トにプ リン トす る。

＼ 1

エ ラー リス ト
入
売 上

デ ー タ

5
＼ ノ

＼ 』/'

1

)
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端 末

売 上 明 細 表

セ ン タ ー

ワ
売 上

デーク

SORT

結 果

売 上

データ

入出金

手 形

データ

ー28一

処 理 内 容

売上デー タを部,課,販 売 員得意

先の各 コー ド,及 び伝票番 号順 に

SORTす る。

売上 日計表 をプ リン トする。

売上デ ータの中 か ら売掛金取引 を

抽出 し,入 出金手 形データか「ら,

入 金関係のデ ーターを抽出 し,売

掛金デー タを作 成する。

売掛金 データを下記の順にSORT

す る。

得意先 コー ド,判 別 コー ド,伝 票

番号,商 品 コー ド,年 月日

わ'

.亨'

γ

∀



●

、,

●

」
・

》

端 末

売掛金管理 日報

入出金手形データ

エ ラ ー リス ト

エラー リス ト

セ ソ タ

2

売掛金
台帳
マスター

UPDATE&

PRINT

売 掛金
台帳
マスター

その他
売掛金管理に使用

CHEGK&

CONVERT

入出金
手形
データ

SORT

SORT

結 果

MATCHING&

WRITE

取引先

マスター

入出金
手形
データ 5

一29一

処 理 内 容

SORT結 果 と売 掛金台帳 マスタ

ー をマ ッチ ング し,更 新 して

NEWマ ス ターを作 成,同 時 に売

掛金管理 日報 をプ リン トす る。

入出金手形 カー ドを入 力 し各項 目

をチ ェックし,誤 ったデー タは エ

ラーリス トたプ リン トす る。

正 しいデー タはファイルす る。

入 出金手形デ ータを取 引先 コー ド

順にSORTす る。

SORT結 果 と取引先マスタ ーを

マッチング し,取 引先名 をデ ータ

に書 き込 み.,出 力する。当該取引

先 コー ドが ないデータはエ ラー リ

ス トにプ リン トす る。



(3)入 力 にっ い て

販 売 業務 と して,こ こで使 用 し た デ ー タ は 売 上 デ ー タ と入 金 手形 デ

ー タで あ り,こ れ 等 は カー ドを入 力 媒体 と してい る。

売上 デ ー タと して は 売 上,売 上 返 品,売 上 値 引,売 上 付 帯 費 の4種 で

あ る。 入 出金 手形 デ ー タは入 金,受 取 手 形,お よび受 取 手 形振 替 の5種

で あ る。

次 に売 上 デ ー タ,お よび 入 出金 手形 デ ー タの入 力項 目に つ い て説 明す

る。

1.売 上 デ ー タ入 力 項 目

イ.カ ー ドコー ド

ロ.修 正 コー ド

ハ.受 注 年 月 日

二.商 品取 引 コ ー ド

ホ.伝 票番 号

へ.専 用伝 票 番 号

ト.得 意 先 コー ド

チ.販 売員 コー ド(部,課 コー ド含 む)

リ.商 品 コー ド

ヌ.色 コー ド

ル.単 位 コ ー ド

オ.数 量

ワ.単 価

以 上15項 目を カ ー ドに パ ン チ して入 力す る 訳で あ るが,売 上,売 上

返 品,お よび 売 上値 引 等 の チ ー タは 商 品取 引 コー ドに よっ て区 別 してい
＼

る。 又 売上 付 帯 費 に つい て は 商 品 コー ドを990000と して,以 下保 険

料,荷 具 費,お よび運 賃 を パ ンチ して入 力す る。

2.入 出金 手形 デ ー タ入 力項 目

イ.カ ー ドコー ド

ロ.修 正 コー ド
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ハ・ 受 付 月 日

二・ 伝 票番 号

ホ・ 取 引 先 コー ド(こ の場 合得 意 先 コ ー ド)

へ・ 銀 行=一 ド

ト 満 期 日

チ.金 額

リ.入 出 金 手 形 サ イ ン

以 上9項 目 を入 力 す るが,入 出 金 手形 サ ンに よって入 金,受 取 手 形,

お よび 受取 手 形振 替 等 のデ ー タは区 別 してい る。 なお入 金 デ ー タの場 合

には銀 行 コ ー ド,お よび満 期 日は不 要 で あ リスペ ー ス とす る
。

(4)出 力 につ い て

販 売 業 務 に於 け る 出力帳 票 に実 際 に は非 常 に 多い筈 で あ る。 日常 の事

務 処理 を遂 行 す るた め の帳 票ゴ 得 意 先,仕 入 先 ,お よび 在 庫 管 理 の た め

の資料,そ の他 販 売 促 進 のた め の統 計 資料 が あ げ られ る。 こ こで 採 り上

げ た 出力帳 票 は,売 上 明細表s -k・ よび売 掛 金 管理 日報 の2表 で ある。

次 に 両表 に つ い て若 干 の説 明 をす る。

1.売 上 明 細 表

こ の表 は 毎 日行 なわ れ る全 売 上取 引 を表 土 カー ドに パ ン チ して入 力

し,部 課 別 に プ リン トした もの で あ る。 売 上 は勿 論返 品 ,値 引,付 帯

賢答 も プ リン トす る。 又 商 品 に 関す る情 報 で ある商 品 名,色 名 ,規 格,

サ イズ,柄 名,素 材名,流 行 商 品 か通 常商 品 か,自 社 オ リジナ ルか,

メー カ商 品等 につ い て も商 品 マ ス ターか ら売 上 デ ー タに書 き込 み プ リ

ン トして い る。

以 上 の 如 くこの 売上 明細表 は取 引 に関 す る全 て の情 報 を プ リン トし

た表 で あ る。 用途 と して は売 上 情 報 の元本 と な り,以 後 の 事務 処 理 に

役 立 て る と共 に,各 部 署 か らの問 い合 わせ に供 す る。 又 他 と しては 売

上 デ ー タの チ ェ ック リス トと して も使 用す る もので あ る。

2.売 掛 金 管 理 日報

この表 は毎 日の取 引 に よって増 減 す る得意 先 の売 掛 金 を管理 し
,不

一31-一



良債権 の発 生 を未 然 に防止 す るた め の得意 先 管 理 資料 で ある。売 掛 金

取引,入 出金 手 形 デ ー タを も とに して,売 掛 金残 をは じめ,手 形 残・

債権残,与 信限 度 対 比 を計 算 し,得 意 先毎 に プ リン トした もので ある。

⑨

レ

♂
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4

4.シ ス テ ム各 論

4.1概 説

以 上 は リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ム の概 要,な らびに リモ ー トバ ッ チに関

す る諸 課題 を究 明 す る ため に 設 定 した,実 験 用各 ア プ リ ケー シ ョンの概 要

を示 した もので あ る。

第4節 で は各 論 とい うこ とで,リ モ ー トバ ッチ ・シ ステ ム を多 角 的 な観

点 よ り把 え る。

まず・ 先 に述 べ た この シ ステ ム の"ユ ニ ー ク"性 に着 目 し,シ ステ ムの

「特性 」 を と りあ げ,そ れ に 「タ ーン ア ラウ ン ド ・タイ ム 」,「 コ ス ト ・

パ フ ォ ーマ ン ス」,「 適 宜 業 務 」 の3課 題 を選 定 し,そ の各 々 に つ き実験

に よる成 果,お よび 現場 調査 ・資料 蒐集 に よる結果 と して述 べ た もので あ

る。

さ らに,リ モ ー トバ ッチ ・シ ステ ム の効 率 的 な運 用 を主 眼 と し,ソ フ ト

ゥ・エア(オ ペ レーティング ・シ ステ ム),ハ ー ドウェア ・シ ステ ムにつ き述

べ て い る。 リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ムの有 効 利 用 を指向 す るた め の,オ ペ

レ ーテ ィン グ ・シ ステ ムに望 まれ る機 能 ,そ してハ ー ドウ ェア ・シ ステム

の あ り方 を検 討 した もので ある。

4.2シ ス テ ム の 特性

4.2.1概 説

リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ムの他 の シ ステム に対 す る"ユ ニ ー ク"性 に

着 目 した場 合,図2-2に 示 され た 「中位 点 」 と して の位 置 に留 意 す る

必 要 が あ る。 そ こで 第1の 問題 とされ る のが 「ターン ア ラ ウン ド ・タイ

ム」 に関 す る もので あ る。 これは 一 括 処理 の オ ン ラ イ ン,オ フ ラ イ ンの

"使 い分 け"に か か る問題
,コ ンパ テ ィ ブル な システ ム と して の問題,

お よび セ ンタ ー の遵 用 シ ステム(例 え ば 多重 度 や 優先 度)の 問 題 等,巾

広 い問 題 を含 ん で い る。

さ らに共 同 利 用 と して,利 用者 に対 す る問題 と して シ ステ ム の 有効利
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用以 外 に 「コ ス ト ・パ フ ォー マ ン ス」 が注 視 され る と こ ろで あ る。

この課 題 に 対 して は そ の算 定 基 準 の設 定 が非 常 に困難 なた め,本 稿 で

は 仮 の基 準 に基 きそ の結 果 と して述 べ た も ので あ る。

そ して最 後 に上 記2課 題 を 吸収 し,シ ステ ムの 有 効 利 用 を指 向 す るた

め の 「適宜 業務 」 に つ き検 討 した。

元来 これ らの問 題 を切 り離す こ とは無 理 が 生 じるが,明 確 化 す る ため

便宜 上 別 箇 な もの と した 。従 って各 項 目に お け る内容 が重複 す る こ とも

あ る。

'
4.2.2'タ ー ンア ラウ ン ド ・タイム

今 日の情 報 処 理 産 業 界 は時 代 の発 展 と と もに,ハ ー ドウ ェア に おい て

は相 継 ぐ新技 術 の開発,技 術 の改 良等 に よ り,著 し く高 性能 化 され た大

型 電子 計 算機 が 次 々 と開発 され,そ れ と同 時 に通 信 回線 を利 用 して 遠隔

地 よ り大 型 電 子 計 算 機 を使 用で きるよ うに なっ た。 他 方,ソ フ トウ ェア

に お いて は,こ の大 型 電子 計算 機 の 効 率 的利 用を 目的 と したTSS,通

信回 線 を利 用 したオ ン ライ ン ・シ ステ ム等 が 次 々 と開発 され,実 用化 し

て い る のが 現状 で あ る。

こ の通 信 回 線 を利 用 した オ ン ライン ・シ ステ ム にお い て,最 も重要 な

要 素 の一 つ と して ター ン ア ラウ ン ド ・タ イ ム があ る。 ター ン ア ラ ウン ド

・タイム とは t'通 信 回線 を利 用 して端 末 よ リデ ー タ を入 力 して か ら,そ

の デ ー タを大 型 電 子 計 算機 で処 理 し,そ の結果 を端 末 に 出力 す るま での

時 間 を指 す ので あ るが,こ の ター ンア ラウ ン ド ・タ イム が リモ ー トバ ッ

'
チ ・シ ステ ム にお げ る大 き な特 性 を表 わ して い る と言 え る。 そ の理 由は

オ ン ラ イン ・シ ステ ムが この ター ン ・ア ラウ ン ド ・タ イム に よ り,次 の

二 つ に大 別 され るか らで あ る。

イ.RAIR(REMOTEAGCESSIMMEDIATERESPONSE)

SYSTEM

ロ.」REMOTEBATCHSYSTEM

上 記 にお いて,タ ーンアラウン ド ・タ イム が,前 者 は数 秒以 内 で処理 さ

れ る ことが 絶 対条 件 で あ る シ ステ ム に対 して,後 者 は 時間 的 制 約 の ない
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シ ス テ ム な の で あ る 。

こ の リ モ ー トバ ッ チ ・ シ ス テ ム の タ ー ン ア ラ ウ ン ド ・ タ イ ム に つ い て

次 の よ う な 実 験 を 行 な っ た 。

(1)実 験 目 的 に つ い て

リモ ー トバ ッ チ ・シ ス テ ム に お け る タ ー ン ア ラ ウ ン ド ・ タ イ ム に つ

い て の 時 間 測 定 を 行 な い,そ の 結 果 よ リ リモ ー ト パ ッ チ ・ シ ス テ ム に

つ い て の 問 題 点 を 把 握 す る 。

(2)実 験 方 法 に っ い て

実 験 は 相 異 な る 四 つ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム を 用 い て 次 の 如

く 行 な っ た 。

イ.端 末 機1

プ ロ グ ラ ム=統 計 業 務

入 力 カ ー ド枚 数=28枚

出 力 頁 数=14頁

ロ.端 末 機2

プ ロ グ ラ ム=
、販 売 管 理 業 務

入 力 カ ー ド枚 数=59枚

出 力 真 数=4頁

ハ .端 末 機3

プ ロ グ ラ ム=DYNAMO

入 力 カ ー ド枚 数==39枚

出 力 真 数=12頁

二.ロ ー カ ル

プ ロ グ ラ ム==GPSS

入 力 カ ー ド枚 数=90枚

出 力 真 数=11頁

な お,実 験 は 次 の 五 つ に 分 け て 行 な っ た 。

a.同 時 処 理(多 重 度=1)

b.〃(〃=2)

一・35一
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c.同 時処 理(多 重 度 ・=5)

d.〃(〃=4)

e.単 独処 理'(〃=1)

上 記 に お いて,同 時 処理 とは各 端 末機 な らび に ロー カル よ り同 時 に

入 力 して,そ の時 間測 定 を行 なっ た の に対 して,単 独処 理 とは一 つ の

端 末機 よ りの み入 力 して,そ の 時 間 測定 を行 な った。 なお,括 弧内 の

多重度 とはTSSに お け るMULTIJOBの 数 を表 わす 。

(3)実 験 結果 に つ いて

リモ ー トバ ッチ ・シ ス テ ムに お け る ター ン ア ラウ ン ド・タ イム につ

い ての実 験 結 果 を次 の よ うに ま とめ て図 表 一1に 掲 載 した 。

イ.タ ー ンア ラ ウン ド ・タ イムの実 測値 表

ロ.単 独処 理 にお け る タ ー ン ア ラ ウン ド ・タ イ ム の時 間変 化 図

ハ.同 時処 理 にお け る ター ン ア ラ ウ ン ド ・タ イ ムの時 間 変化 図

上 記 にお い て,イ はJOB実 行 のた め の処 理 動 作別 に,そ の 使 用時

間 を実 験結 果 よ り求 め て 一 表 に ま とめ た もの で あ り,ロ とハ は イの表

を も とに して処 理 動 作 の 時間 変 化 を折 線 グ ラフ で 図示 した もの で あ る。

b
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図表 一1 タ ー ン ア ラ ウ ン ド タ イ ム の 実 測 値 表

使 用時 間 の 動 作 名 単独処理 同 時 処 理

(使 用時 間の単位=ミ リセカン ド) 多重 度=1 多重度=2 多重度=3 多重度=4

端 末 よ りの入 力 25,000 26,000 26,000 2ス000 26,000

待機 1ス542 7兄522 23,074 22,074 2q528

JOB前 処理 2 5 2 2 2

JOBSTEP前 処 理 5,050 5,204 5968 5,908 5,654

端 JOB 14,198 14,905 32,864 34,597 56,192

JOBSTEP後 処理 3,786 5,802 6,363 9117 兄598

待機STEP実 行 165 137 277 261 261

末 JOBSTEP前 処 理 2,862 2,787 5,789 1t54ワ 11,226

JOBSTEP実 行 ス496 Z638 15585 141 299

ロ ー イ ン ・ ア ウ ト 0 0 0 12,446 25,895

1 JOBSTEP実 行 0 0 0 6q669 52,657

JOBSTEP後 処 理 己707 5,749 3,813 15,927 1a324

JOB後 処 理 151 151 148 1,224 1,424

端末への 出力 32ao61 3ろ6,100 542」17 555,287 322,140

端末での操作 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

合計 409000 485,000 4・6toOO 53乳000 513,000

端末 よりの入 力 4aoOO 4aoOO '4兄000 4aoOO 53,000

待機 25,258 176,304 85,160 92,598 54,358

JOB前 処 理' 2 2 1 1 2

端 JOBSTEP前 処 理 1ス182 1a215 23,755 5a151 26672

JOBSTEP実 行 26,005 2a632 54,728 46,251 1qo62

JOBSTEP後 処 理 a544 1q463 29,161 2a759 25,740

末 待機 ↑59 152 506 286 506

JOBSTEP前 処 理 5,464 3,891 8468 4,204 a489

JOBSTEP実 行 5,750 6,275 1己741 1q705 兄358

2 JOBSTEP後 処 理 5526 4,447 5964 4,437 1q848

JOB後 処 理 301 425 325 425 2,149

端末への出力 13t811 144216 14U91 145,585 205856

端末 での操作 5,000 5000 5,000 5,000 5,000

合計 275000 444000・ 415000 424,000 412,000
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図表 一2 タ ー ン ア ラ ウ ン ド タ イ ム の 実 測 値 表

使 用 時 間 の 動 作 名 単 独 処 理
・'同 時 処 理

(使 用時間の単位=ミ リセカン ド) 多重度=1 多重度=2 多重 度=5 多重度=4
端末 よ りの入 力 5qoOO 55,000 55,000 5ス000 54,000

待機 14,912 10ス459 7兄457 2a492 2兄284

端 JOB前 処 理 1 1 2 2 1

JOBSTEP前 処 理 5,267 5,308 5,616 6,932 6,407

JOBSTEP実 行 7q256 71,293 135,140 528 210

末 ロ ー ル ア ウ ト ・ イ ン 0 0 0 14,608 1ぴ089

JOBSTEP実 行 0 0 0 173,866 183,999

JOBSTEP後 処 理 4,280 4,577 ス056 6,954 4,212

3 JOB後 処理 ]27 126 126 275 131

端末への出力 356,177 35兄256 354,605 335,545 55t667

端末での操作 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

合計 466,000 58aoOO 622,000 60兄000 631,000

ロ ーカル よ りの入 力 と待機 15,256 1Z591 16,763 1ス901

口 JOB前 処 理 2 1 2 2

| JOBSTEP前 処 理 5,837 5,903 5,845 3,770

カ JOBSTEP実 行 8ZO51 10q541 10q501 112,576

ノレ JOBSTEP後 処 理 3,799 a621 1兄255 2q667

JOB後 処 理 126 751 t174 /500
合計 105,0ろ1 131008 141,518 156,216
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単 独 処理 に お け る ター ンア ラ ウン ドタ イ ムの時 間変 化 図
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(4)実 験 結 果 に よ る考 察

前項 の実 験 結 果 よ り,リ モ ー トバ ッチ ・シ ステ ムに つ いて の大 きな

問題 点 と して 次 の もの が 考 え られ る。

。 入 出 力時 間

o多 重 度 とオ ー バヘ ッ ドの 関連

イ.入 出 力時 間 に つ い て

実 験 結 果 の時 間 変 化 図 を み ると,第 一に 気 が 付 くのが入 出力時 間,

特 に 出 力 時間 が大 変 に か か るこ とで ある。 この入 出 力 時 間 の増 大 は,

高 性能 化 した大型 電子 計 算機 の共 同利 用 に お いて,多 大 の悪 影 響 を

与 え る と考 え られ る。第 一 に リモ ー トバ ッチ ・シス テ ム と して の適

宜 業 務 の 範 囲 が入 出力 のデ ー タ量 に左 右 され る。 第 二 に 端末 機 利 用

者 の利 用料 金が 大 型 電子 計 算 機 との 接続 時間 増 大 に よ り高 くつ く可

能 性 が あ る。 第 三 に オ ー バヘ ッ ドの増 大 に よ り高 性 能化 した大 型電

子 計算 機 の効 果 的 な利 用法 と言 え な くな る。 これ らの悪 影響 を与 え

る入 出力 時 間 増 大 の原 因 は 通 信回線 速 度(こ の 実 験 で は1200ボ

ー を 使 用)が 大 変 に遅 い た めで
,こ の分 野 に お け る今 後 の 大 きな技

術 的発 展 を必 要 とす る と ころ で ある。

ロ.多 重 度 と オ ー バヘ ッ ドの 関連 に つ い て

高 性 能 化 した大型 電 子 計 算 機 を効 果 的 に利 用す る た め に は スル ー

プ ッ トを増 大 す る こ とで あ り,そ のた め に はTSSに よる 多重 度 の

数 を増 す こ とで あ る。 しか し,こ の多 重 度 の 数 が増 加 す る とオ ーバ

ヘ ッ ドが増 加 して,利 用 者 のJOBを 処理 す る た め の 時間 効 率 が逆

に低 下 す る。 この 両者 の 関連 を究 明す る ことが この実 験 目的 の 一 つ

で あ った 。

実験 結果 に よ る実 測値 表 な らび に 同時 処 理 の時 間変 化図 をみ る と

多 重 度=1が 一－ts効 果 的 な利 用法 で あ る。 しか し,こ の実 験 結果 よ

り多 重度=1が 最 適 で あ る と結 論 を 出す のは早 す ぎる。 そ の理 由は

多 重 度=2,3,4を 比較 してみ る と,三 つ と も同 じ よ うな結果 で

どれ が 一 番 よい と言 う結 果 が出せ ない し,こ の三 つ と も同 じよ うな
一41-一
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結果 が出た。原因は利 用 者 のJOBの 性質(プ ログ ラム の コア ーサ イズ

1/Oチ ャ ネ ル,優 先度 等),他 のJOBと の 関連 等 に よ り,JOB

を処 理 す る ため の時 間効 率 が 大 き く左右 され る か らで あ る。

4.2.3コ ス ト ・パ フ ォー マン ス

大 型 の セ ン トラル ・コン ピュ ー タにい くつ かの 端末 をつ け た 共 同利 用

オ ン ライン,・ シ ステ ム の コ ス ト ・パ フ ォーマ ン スを考 え る のが,本 来 の

主 題 で は あ る が,実 験 期 間や,又 そ の他 の条 件 で十 分 な実 験 に基 ず く結

果 は 得 られ な か っ た の で,推 論 を 中心 に して,一 部 分 に ス ポ ッ トを あ

て た。 コ ス ト ・パ フ ォ ーマ ン ス論 に なる こと を あ らか じめ 前お きしてお

くこ とに す・る。

シ ステ ムは通 常 リモ ー トタ ー ミナ ル といわ れ て い る端末機 と中 央 の大

型 機 を回 線 で 結 び,大 型 機 の シ ステ ム ・ リソー ス を共 同で 利 用 しよ うと

い う考 え 方 が基 本 に なっ て い る。 利 用方 法 の方 式 と して この場 合 は リモ

ー ト ・バ ッチ処 理 に 中 心 をお い た ソ フ トウ ェア の 構成 で あ る。

1.リ モ ー ト ・バ ッチ処 理 の 性格 にっ いて

リ モ ー ト ・バ ッチ とい って も,従 来 か ら コ ン ピュー タを 使 用す る

場 合で の主 要 な処 理 方 法で あった バ ッチ処 理 と何 ち 本質 的 に変 る こ と

が ない 。 今 まで は,コ ン ピュ ー タが実 際 に据 って い る セ ン ター まで 出

かけ て 行 っ て仕 事 を して い た ので ある が,こ れ が単 に回 線 を 中間 に は

さ んで,そ のつ ど コ ン ピュ ー タの お いて あ る場 所 まで行 く必 要 が な く

なった とい う ことだ け で あ っ て,従 来 の仕 事 の方法 が 本質 的 に変 る こ

とは ない 。 故 に適 用 に 使 用す る場 合 には 従 来 の バ ッチ(ロ ー カル ・バ

ッチ)で 十 分間 に合 って い た仕 事 は,シ ステ ム に もそ う大 き な変 更作

業 が と もな うこと もな くそ の ま ま移 行 が 出来 る わけ で あ るが,こ の場

合 は そ れ をそ っ くり移行 した だけ で は経 済 的 に有 利 な結 果 が得 られ る

もので は な い。 こ の シ ステ ムで の も・っ とも大 き な リソニ スは

(D大 容 量 の メモ リー

・② 早 い処理 ス ピー ド

で あるが こ の二 つが コ ン ピュー タの大 型化 に よる コ ス トの値 上 りよ り
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も,こ の ふ た つ の リ ソー ス を活 用 で きる こ とに よ り,十 分 に そ の コ

ス ト の 値 上 りを吸収 で きる よ うな メ リッ トを もつ仕 事 で ない と この

シ ス テ ム を十 分活 用す る こ とは で きない。 た だ単 な る空 間的便 利 と

い う利 益だ け で 吸収 で きる もの では ない と考 え る。 以 上 述 べ た よ うな

理 由 か ら想 定 で きる仕 事 よ り挙 げ てみ る と,

(1),シ ミュ レ ー シ ョン

② マ トリク ス解 析

(3)検 索(デ ー タ ・パン ク)

等 が 挙 げ られ るが,こ れ らに して も次 の節 で述 べ る よ うな問題 が解決

しな い と,実 用化 は そ う と う難 しい もの と思 う。

2. 、ソ フ トが 抱 え る コ ス トの 問題

コン ピュ ー タは 大 な り小 な リ八 一 ド ・ウ ェアの 延長 と して オ ペ レー

テ ィン グ シ ステ ム と呼 ば れ る ソ フ トウ ェア を もって い る とい うこ とは

今 日で は 常 識 となっ て いる。 一般 には どん な ユ ーザ で も この オ ペ レー

テ ィン グ シ ステ ムの 世 話 に な らず に,機 械 を 使 用で きる とい うこ とは

全 くない とい って よい。

と くに,こ こで 述 べ る よ うな,オ ン ライ ンの オペ レーテ ィ ン グ シ ス

テム な どは,規 模 が大 き いの もさ る こ となが ら,そ の機 能 面 の 複雑 さ

は非 常 な もので あ る。 この オ ペ レ ーテ ィン グ シ ステ ムは一 般 に は,あ

る特定 の 企 業 内部 で 使 用す る場 合 が 多 かっ たせ いか,会 計 シ ステ ム の

開発 が 非 常 に遅 れ てい て,満 足 な会計 情報 が 取れ るオ ペ レ ーテ ィ ング

シ ステ ムは 少 なho

この実験 に使用 した機種 に して も例外ではな く,会 計情 報 の 基 礎 と なる

計 時装 置 の数 も種 類 も少 な く十 分 な会 計情 報 が取 れ る とは い え ない。

リモ ー トバ ッ チな どで各 端末 か ら色 々の ユ ーザが,ジ ョブ を流す 場

合 に,各 々 の ユー ザ の プ ログ ラム に対 して各 種 のサ ー ビス を オペ レー

テ ィ ング シ ステ ムは 提供 す るわ け で あるが,こ のサ ー ビスの 内 容 が問

題 で,こ のサ ー ビスの内 容別 に会 計 の情 報 を取 るの が 本来 の姿 で あ る

と思 うが,こ れ をは っ き り と区 別 し又 この区別 に した が って 会 計情 報
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を得 る とい う ことが不可 能 に近 い ので ある。

これ らの情 報 を こ と こま か に と る こ とは,か え っ て,オ ペ レ ーテ ィ

ン グ シ ステ ム の プ ログ ラム 自体 を 複雑 にす る こ とであるか ら,非 能率 に

な ら ざ るを得 な い。 ソフ トウ ェア の 働 き を ソ フ トウ ェアで 計 る とい う

自己撞 着 を してい る た め に,ど こか で 妥 協せ ざる をえ ない の で あ る。

こ の よ うな シ ス テ ムか らは あ らゆ る事 態 に対 して正確 な会計 情 報 を得

る と い うこ とは と うてい無 理 な話 で ある か ら,ど う して も あ る部 分 で

は 不 公 平 に なる こ とはや む を得 な く なる。

しか しこれ は ユ ー ザの立 場 か らみ る と本 来 ユ ーザ の プ ログ ラム には,

本 質 的 に い っ て何 らサ ー ビ スを して い る わ け では ない の に計 時装 置 の

設 計 配 置 の具 合 で は 必要以 上 の チ ャ ー ジが な され て いる と い うこ とは

十 分 あ り得 る こ とで あ る。即 ち電 話 の電 話 料 金 の 場合 と同 じ く一 方的

に代 価 の支 払 い を要 求 され る こ とに もな りか ね ない ので あ る。

我 々が実 験 した シ ステ ムの会 計 情 報 は 次 の よ うな形 で取 られ る。

1.ユ ー ザの プ ログ ラムが,実 行 され る に際 して使 用 した プ ロセ ッサ

の時 間 の 累計(ミ リセ コ ン ド単 位)

2・ ユ ーザ が 使 用す るプ ログ ラ ムが 主 記 憶装 置 内 に滞 潤 した時 間 の累

計(ミ リセ コ ン ド単位)

5・ ユーザ の プ ロ グ ラムが 主 記 憶装 置 内 に滞 潤 した時 間(ミ リセ コン

ド)× 使 用 した メモ リの ワ ー ド数(キ ロ ワー ド)

の以 上3っ の要 素 が 出力 され て きて い る 。

検 索 をバ ッチ で行 っ た実 験 の結 果 か ら次の よ うなデ ー タ を得 た。

プ ログ ラ ムの大 き さ7.03K

メモ リ掃 溜 時 間18,15ろMS

GPUの 使 用時 間263MS

出 力 デ ー タの 件数20件

この よ うなデ ー タか ら処 理 マ ス トを計 算 す るの は乱 暴す ぎる き らい

が あ る が,シ ステ ム の構 成 そ の他 を標 準的 にみ つ も り減算 を してみ る

と,1件 の デ ー タ約300字 を プ リン トア ウ トす るの に約800円 の
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コス トが か かっ て い る こ と にな っ て い る
。 もっ とも これ は あ くまで も

仮 定 の 上 で の 計 算 で あ るが,実 際 に精算 して み て も これ が大 幅 に減 ず

る こ とは 考 え られ ない。 これ だ けの負 担 を負 っ て も なお か つ利 益 が得

られ る よ うな仕 事 とい うの はそ う多 くあ る とは考 え られ な い。

4.2.4適 宜 業務

1)調 査 概 要

リモ ー トバ ッチ ・シ ス テ ムを有 効 に利 用す る ため の条 件 は 種 々考 え

られ るが,リ モ ー トバ ッチ ・シ ステ ムの利 点 を十 分 に 吸収 す る もので

な くて は な らない。

現 状 に お け る リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ム に よる適 用 業 務 は,科 学技

術 計算 が そ の大 半 を 占め て い る。 これ は以 下 に示す 単 純 な理 由 に よる

もの で ある。 即 ち

① フ ァイル に全 く関与 す る必 要 が ない。

② シ ステ ムの 導入 が 容易 で あ る。

これ らの理 由 は リモ ー トバ ッチ ・シ ス テ ムの適 宜 な業 務 の 根 本 的 な

要 件 た り得 ない 。 ① につ いて は,特 に フ ァイル 保 護,メ ンテ ナ ン スを

問 題 と し,② に つ い ては 各 端末 にお け る 受 け入 れ 態 勢 を問題 と して い

る。

しか し① につ い て,前 述 した 「大 型 電 子 計算 機 の共 同利 用 に よる資

源 ・能 力 の 分配 」 を うけ る とい う趣 旨 がそ の根 底 に あ る ことは 見 逃す

こ とはで き ない。 科 学 技 術 計算 の場 合 ,大 容 量 主 記 憶 装 置,演 算 速 度,

ラ イブ ラ リー等 が最 大 限 に利 用 され る こ とに な り
,し か も シ ス テム の

ネ ック と もい え る ファイ ル に つ いて考 慮 す る必 要 が な い とすれ ば
,当

然 の結 果 と言 え よ う。

また 端末 利 用者 側 の受 け入 れ 態勢 に つい ては ,利 用者 の 教 育 ・訓練

DPRが 有 効 利 用 の ため の第 一 の 前 提条 件 で あ り
,そ れ ら を無視 して

は 端末 装 置 は"置 き物"に 過 ぎな くな り,シ ス テ ムの有 効 利 用は 望 め

な い。 商 用 シス テ ムに つ い ては特 に留 意 す る必 要 が あ る。 この点 につ

い ては,リ モ ー トバ ッチ ・シ ステ ム にお け るプ ログ ラ ミン グで カバ ー
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され て お り,そ の他 外 部 ・内部 の講 習 会,さ らに 「会 報 」に よる指 導

等幅 広 く行 な われ てお り,さ ほ ど問 題 にされ て い な い。

ハ ー ドウ ェア に つ い ては,セ ン トラル は 大型 で ロー カル で は8K程

度 のLPやGRの 付 い た ミニ ・コ ン ピュ ー タで,当 然 適 用 業務 拡 大 の

余 地 を もつ シ ステ ム を採 って い る。

2)適 宜 業務 の要 件

リモ ー トバ ッチ ・シス テ ムは い か な る業務 を 効率 的 に 運 用で きるか,

リモ ー トバ ッチ に よる処 理 が い か なる メ リッ ト,デ メ リッ トを派 生 さ

せ るか,そ れ に は以 下 に示す 要件 を満 足 す る もの で あ る か否 か に よる。

① 大型 電 子 計算 機 シ ステ ムの能 力 ・資 源 の 分 配 を享 受 す る もので な

けれ ば な らな い。

② 端 末装 置 か ら入 出 力す る こ とに よ り,そ の 端末 が セ ン トラル ・プ

ロセ ッサ ーの機 能 の一 部 として機 能 す る必要 が あ る。

③ 特 に ロー カル バ ッチ に よ る処理 と対 比 して,回 線 使 用料(商 用)

に よ る大 幅 な 経 費増 大 を伴 なわ ない こ と。

④ 端 末 か ら入 力 した業 務 に つ き,そ れ が 出 力 され るま で,セ ンター

に対 して何 らの 操作 を必 要 と しな い業務 で ある こ と。

⑤ ベ ー スは一 括 処理 で ある た め,タ ー ン ア ラ ウン ド ・タ イム に対 す

る厳密 な注 文 を要 しない業務 で あ る こ と。

以 上 の諸 点 が リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ム を効 率 的 に利 用す る ため の,

適 用業 務 に対 して 要 求 され る要 件 の主 な もので あ る。

①に つ いて は 前述 した大容 量 の主 記憶,補 助 記 憶 装 置,あ るいは完

備 され た ラ イブ ラ リー,サ ー ビス ・プ ロ グ ラ ム等 を意 味す る もので,

タイ ム ・シ ェア リン グ ・シ ス テム とは 全 く同趣 旨で あ る。 適 用業務 が

中型 機 以 下 の 規模 で 有 効 に運 用され る とす れ ば,リ モ ー トバ ッチに よ

る処理 は必要 では ない。大型 機の資源 ・能 力の分配 を要 求す ることな

く業 務 が遂 行 され れば,リ モ ー トバ ッチ処 理 にか か る問題 は 「距 離 」

か らの要 請 だけで あ る。 即 ち,利 用者 側に と って セ ン ター が遠 隔地 に

あ る場 合,入 力 ・出力 デ ー タの 運搬 が問題 と な る。 これ は共 同利 用 と
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い う観 点 か らみ れば 基 本的 な もの で あ り,従 って そ の 「距 離」 の部 分

〆に伝 送 回線 を設 定す る と ころ に リモ ー トバ ッチ ・シ ヌテ ム が存在 す る。

② は端 末装 置 の機 能 に左 右 され る。 それ が単 能 的 で あ って は リモ ー

トバ ッチ処 理 に よる効果 は半 減 す る。 リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ムは 単

な るパ ラ メ ータ ー入 力 に よる処 理 を第一 義 とす る もの で は な く,デ ー

タ入 力 を原 則 とす る もので あ り,そ の結 果 か ら端末 に は バ ッ フ ァが不

可 欠 で あ り,シ ス テ ムはBUFFERTOBUFFERの 形 態 を

とる。 この点,タ イ ム ・シ ェア リン グ ・シ ステ ムや リア ル タイ ム との

大 きな相 違 点 が あ る。

従 っ て,業 務 に か か る問題 と して は,端 末 とセ ン ター と の 両者 の機

能 を並 列 的 に吸 収 で きるか否 かに あ り,デ ー タの シ ス テ ム入 出 力 が効

率 的 に運 用 され る こ とが 前 提で ある。

③ の場 合 は2.3項 で 触 れ て い る が,セ ン ター側で 用意 す る会 計 ル ー

チ ン(ア カ ウン テ ン グ ・ル ー チン)と の関係 で発 生 す る 問題 で あ る。

会計 ル ー チ ンは,一 般 的 にセ ン トラル ・プ ロセ ッサ ー使 用料 金 の 基準

と して保 留時 間(コ ネクテ ィング・タイ ム)が 設 定 さ れ,場 合 に よっ て

は 端末 の 使 用時 間 が加算 され るこ と もあ る。 こ こに言 う保 留時 間 とは,

セ ン トラル ・プ ロセ ッサ ー と端 末 とがONの 状態 の時 間 で あ る。

しか し,業 務 に よっ て は以 上 の よ うな 状態 で なけ れ ば 遂 行 不 可 能 と

い う場 合 が考 え られ る。 特 に大 量 の デ ー タを入 出力す る 業務 が問題 で,

保 留時 間,端 末 使 用時 間 は大 幅 に増大 し,そ の結果 経 費 が 比 例的 に増

加す るこ とに な り,さ らに入 出 力時 間 の増 大 とい う現 象 が 生 じる。

この よ うにみ る と,大 量 デ ー タの リモ ー トバ ッ チ処 理 は 不適 合 で あ

る といえ る。 しか しこの 場合 で も2.3項 で 述 べ た よ うに,セ ン ターに

お け る大 量 デ ー タ の入 出力 の方 法 が あ り,経 費 と時 間 の増 × に対 して

考慮 され ねば な ら な い。

④の 場 合,純 粋 に リモ ー トバ ッチ ・シ ステ ムの特 性 か ら派 生す る。

シ ステ ムは 稼動 して い て も,依 頼 した ジ ョブが何 時実 行 され るか 分 ら

ない と い う事 で あ り,会 話 型 シ ステ ム とは対 象的 な シ ステ ムで あ る と
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言 え よ う。 この理 由は,リ モ ー トバ ッチ ・シ ステ ム が一括 処 理 で あ る

所 か ら明 白 とな る。

リモ ー トバ ッチ ・シ ス テ ムで は,端 末 か ら送 られ て きた ジ ョブはい

っ たんSYSINフ ァ イル に蓄積 され,バ ッチ処 理 ジ ョブ とい っ しょ

に順 次処 理 され る ことに なる。 そ の 間,シ ステ ムは ロ ー カル バ ッチで

あ り,出 力 情 報 がSYSOUTフ ァ イル に貯 え られ,順 次端 末 へ送 ら

れ る。

従 って,業 務 そ の もの は セ ンタ ーに"ま かせ"ら れ る業 務 で な くて

は な らな い。 この こ とは,入 力 デ ー タ(SYS工Nフ ァイ ルの 状 態),

お よび 処理 中 の 内容 に対 し何 らの操 作 が不 可 能 で あ る こ とを意 味 し,

端 末 か ら入 力す る以 前 の 入 力デ ー タに 対 す る対 処 策 に つ き検討 す る必

要 が あ る。

⑤ も④ と 同様一 括 処 理 が その 背景 に あ る。

一 括処 理 で あれば ,計 算 セ ン ター の場 合 と同 じく,あ る特 定 の スケ

ジ ュ ール に 従 っ て 業務 が遂 行 され る。 そ の ス ケ ジ ュ ールは 利 用者 対 セ

ン ター との 関係 で決 定 さ れ,他 の条 件 は考慮 され ない の が原 則 と され

る。従 っ て セ ン ター に対 してい わ ゆ る"催 促"は 不 可 能 で あ る。

しか しこの場 合 で も,そ の"催 促"は 端末 か らの デ ー タ入 力時 点 で

の 「優 先 度 」 とい う形 に よ り可 能 とな る。 時 分割 の場 合 業務 は 並 列的

に 分 割 して処 理 され るが,リ モ ー トバ ッチの場 合,業 務 は分 断 され ず

ジ ョブ が 終 了す る迄 稼 動す る こ とに な り,リ モ ー トバ ッチに おけ る

「優 先 度 」 の意 義 は 大 きい。 しか し,ベ ー スは一 括 処 理 で ある ので

「緊 急 を要 す る業 務 」は一 般 的 で は あ り得 な い。

・5)各 業 務 の検 討

(2)では 適 宜 な業務 に 対す る要 件 に つい て述 べ た が,リ モ ー トバ ッチ

処 理 に よ る業 務 が それ らすべ て の要 件 を満 足 す る こ とは 不可 能 で あろ

う。 しか し,リ モ ー トバ ッチの特 性 と業 務 の 性質 とが適 合 し,何 らか

の リメ ッ トが 見 られ れ ば それ は適 宜 な業 務 で あ る といえ る。

こ こで は い か な る業 務 が リモ ー トバ ッチ処 理 の 効率 的 な運 用 がで き
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る か,実 験 対 象 と した 「検 索 」,「 統 計 」,「 販 売 」の 各 業務 に つ き

検 討 し,さ らにそ れ以 外 の主要 な業 務 を抽 出 しシ ステ ムの 有 効 利 用 の

面 か ら追 究 す る。 伺 適 宜 業 務 の実 験 で は その裏 付 け と な る計 数 が把 握

困 難 な ため,シ ス テ ム の全 体 を とお して 把え た もので あ る。

実験 対 象 業務 の場 合

イ.検 索業 務

検 索 業務 は 本 来,リ アル タ イ ム ・システ ム を ベ ー ス にす る も

ので あ るが,リ モ ー トバ ッチ とい う一括 処 理 シ ヌテ ム を設 定 し,

実験 を行 なっ た。

検 索 に お い て重 要 な こ とは,検 索理 論 に かか る問 題 は 別 と し

て ファ イル,即 ち情 報 の貯 蔵 と レ スポ ン ス タイ ムで あ る。 この

場 合 大容 量 フ ァイ ル を前提 と してそ の メン ナ ン ヌが か な りの比

重 を 占め,リ モ ー トバ ッチ ・シ ス テムに よる検 索 もそ こ を リカ

バ リーす る もので な くて は な らない。

リモ ー トバ ッ チ ・シ ステ ムで は,端 末装 置 に要 求 す る機 能 の

ひ とつ に シ ス テム入 出 力 が可 能 なデ バ イ ス の具 備 にあ るが,検

索時 には カー ド入 力 に よ り行 な われ る ため,例 えば デ ー タ作成,

オ ペ レ ー シ ョン,デ ー タ ミス等 に対 す る頬雑 さ が 見 られ,融 通

性 に欠 け る きらい が ある。 しか しフ ァイル の メンテ ナ ン スに つ

い ては 有 効 に機 能 す る こ とは 可 能 で,こ れ らの長 所 ・短所 を考

慮 して 検 索 シヌテ ム と して の選 択 は利 用者 に委 ね られ る こ とに

なる。

レ スポ ン ス タイ ム につ い ては,シ ステム が 必要 時 に 随 時検 索

可能 か否 か に あ る。 これ は セ ン ターの運 営 方針 に依 る所 が大 き

いが,原 則 と して そ れ を容認 す る システ ムで あ る こ とが原 則 と

され よ う。

ロ.統 計 業務

統計 業務 の リモ ー トバ ッチ処 理 に よる効果 は 明確 に把 握 で き

ない。 即 ち,大 量 の 入 出 力 デ ー タを必 要 とす る反 面,そ の ル ー
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チン ワーク的 で 出 力操作 が極 端 に 少 な い と い うこ とで あ る。 こ

の 点 に つい ては,端 末 装置 か らの入 出 力 に かか る経 費に対 す る

給 付 が余 り見 られ ない こと を示 してお り,セ ン ター にお け る入

出カ ーロー カル バ ッチ処理 に よ る場 合 が適 当で あ る。

ハ.販 売業 務

この 業務 は管理 日報,月 報,年 報,旬 報 等 と い うル ー チン ワ

ーク で あ り
,し か も入 出 力時 点 の制 約 が あ る。 本 来 リモ ー トバ

ッチ ・シ ステ ムでは,セ ン ターに 依頼 した業 務 が 何 時処 理 され

るか分 らない,と い う特 性 を もち,入 出 力時 の セ ン タ ーに対 す

る制約 は 緊 急 を要す る業 務以 外 は不 可能 で あ り,し か も入 出 力

デ ー タは 多 い。 この よ うに み る と,リ モ ー トバ ッチ処理 に よる

販 売業 務 の 適宜 性 は見 られ ない。

4)適 宜 性 の 評価

主 要 な業 務 を抽 出 し,各 々 の業務 につ きそ の適 宜 性 を考 察 す る。

以 下 に掲 げ る 業務 は実 験 の対 象 外 の もの で あ り,従 っ て実験 に よ

る 評価 か らでは な く,業 務 の特 質 と前述 の適 宜 業 務 た り得 る要件

との 比較 検 討 に よ る結 果 を示 した もの で ある。

図 表 の適 宜性 は,1… 適 宜 性 あ り,2… やや 有 り,3… 無 しを

示 し,適 宜 性 が ない と思 われ る 業務 に つ い ては以 下 に示 す 理 由 を

添 え た。 理 由 と して は前 述 の要 件 の欠 如 を示す も ので,

① …大型 計 算機 の能 力 ・資 源 を享受 で き ない。

② … 端末 がセ ン トラル ・プ ロセ ッサ ーの一 部 と して機 能 で きない。

③ … シ ステ ム利 用 に よる 経 費増 大 が 大 幅 な もの と な る。

④ … 端 末 か ら依 頼 した ジ ョブに対 し,何 らか の操 作 を要 求す る。

⑤ … ター ン ア ラ ウン ド ・タ イム に対 し端末 か ら要求 す る。
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対 象 業 務
適 宜 性

5の 場合 の主 な理 由
1 2 3

検 索 業 務 ○

教 育 ○

販 売 管 理 ○ ⑤

人 事 管 理 ○

科 学 技 術 計 算 ○

デ ー タ 伝 送 ○

統 計 業 務
(分 散 と共分散 や相関化等 の場合) ○

統 計 業 務
(単 なる集計結果最 出の場合) ○ ③

!

プ ロ グ ラ ム ・ デ バ ッ グ ○

経 営 科 学 ○

料 金 計 算 ○ ①

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ○

図表 一5
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5.ソ フ ト ウ ェ ア と ハ ー ド ウ ェ ア

ひ と くち に ソ フ トウ ェア,ハ ー ドウェア とい って も非 常 に広 い範 囲 にわ た

って い るが,こ こで は 遠 隔情 報 シ ス テ ムの 中で これ を検 討 してみ る こ とに し

た 。

そ こで第5.1項 ソ フ トウ ェア に お い ては,制 御 プ ログ ラ ム と通 信 制 御 プ ロ

グ ラムを取 りあげ,現 在 使 用 され て い る汎 用 制 御 プ ロ グ ラムの概 略,FO-

RTRAN皿 に始 ま りIBMのMVT,GEのGEGOSII,富 士通 のMO

NITORV,CDCのSGOPEに 到 る制 御 プ ログ ラムの推 移,マ ル チ プ

ログ ラ ミングを行 っ た時 使 用 され る機 能 を記述 す る と と もに,従 来 制 御 プ ロ

グ ラ ムの 中 に組 み込 まれ て い た 通 信 制御 プ ロ グ ラムを取 りあ げ その 機 能 を述

べ る。

第5.2項 ハ ー ドウ ェアで は ハ ー ドウ ェア構 成 を シ ンプ レ ックス ・シス テ ム,

タ ンデ ム ・システ ム,負 荷 分割 シス テ ム,デ ュプ レ ックス ・シス テ ム,デ ュ

アル ・シス テ ム,マ ル チ プ ロセ ッサ シ ステ ムを取 りあげ,早 さ,信 頼 度 に も

とず い た シス テ ム構 成 の 比較 を し,ハ ー ドウ ェアか ら見た 中 央装 置 機能 と し

て,メ モ リ保 護,割 込,プ ログ ラム再 配 置,又 通 信 回 線,端 末 装 置 を種 類,

速 度,信 頼 性 の点 か ら取 りあげ る。

8

5.1制 御 プ ログ ラム

制御 プ ログ ラム とは,コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムを最 も効 率 よ く稼動 させ

るプ ログ ラム全 体 を言 う。

一 般 に
,オ ペ レー テ ィン グ ・シ ステ ム とかOSと か い う場 合 に,そ れが

制御 プ ログ ラ ムのみ を意 味 して い る ことが多 い が,広 義 に は 図 一4に

示 す通 り,制 御 プ ログ ラム に加 え て,言 語 プ ロセ ッサ,サ ー ビス ・プ ログ

ラム,ア プ リケー シ ョン ・プ ログ ラム等,プ ログ ラム の 全 て を含 め る こ と

も あ るの で,こ こで は オペ レー テ ィ ング ・シス テ ムの 中 心 部 を なす 制 御 プ

ログ ラム を取 りあげ る こ と とす る。
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図 一4オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムの構 成

制 御 プ ロ グ ラムは 次 の4つ の部 分 に わ け る こ とがで きる。

(1)ハ ー ドウ エア管 理

割込 み の制 御,入 出力 の 制御,ハ ー ドウェ アの故障 の検 出 ・診 断 など

を行 な う。

(2)タ ス クの管理

タ ス クの 制御,主 記 憶 装 置 の管 理,プ ログ ラムの 管理,タ イマ の管 理

な どを行 な う。

(3)デ ー タ管理

フ ァイ ルの管 理,入 出力 装 置 の 管 理,フ ァ イルスペ ー ス の管 理,ア ク

セ ス の処理 な どを行 な う。

(4)ジ ョブ管理

ジ ョブの 管理,コ マ ン ドの処 理,シ ステ ム 出 力の制御,バ ッチ ・ジ ョ

ブの入 力 制 御,プ ー ルの 処 理 な ど を行 な う。

以上 制 御 プ ラグ ラムの 構 成 を取 り上 げ たが,制 御 プ ログ ラムの ね らい と

推 移 は 次 の とお りで あ る。

5・t1制 御 プ ロ グ ラムの ね らい と推 移

今 日の 制 御 プ ロ グ ラムの祖 先 には,3つ の独 立 した 流れ が あ る。

1)ジ ョブの連 続処 理

1955年 が 最 初 の 制御 プ ロ グ ラムの 出現 した年 と考 え られ る。

これはIBMの 大型 コ ン ピュ ー タの歴 史 に関 連 して い る。
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た と え ば1954年 に はBM701,1956年 にIBM704が

.使 わ れ る よ う に な り,ジ ョ ブ の 連 続 処 理 を ね ら い と し たFORTR--

AN皿 モ ニ タ が 出 現 し た,さ ら にSHAREが 工BM7090用 に

SOS(SHAREOperatingSystem)を 開 発,ジ ョ ブ の

概 念 を 作 り 出 し た 。

・FORTRAN皿 モ ニ タ

こ の モ ニ タ は1959年,NorthAmericanに よ っ て 作 ら れ た 。

こ れ は,ジ ョ ブ の 連 続 処 理 を ね ら い と し,チ ェ イ ン 機 能 を そ な え て い

る 。

・SOS

SOSは 工BMの 大 型 コ ン ピ ュ ー タ の ユ ー ザ 団 体 で あ るSHARE

が 開 発 し た 。

こ れ は,ジ ョ ブ の 連 続 処 理 の ほ か,入 出 力 制 御(工OCS)ル ー チ

ン と デ バ ッ ギ ン グ を ね ら い と し,パ ラ レ ル な 入 出 力,形 式 変 換 ,処 理

と 入 出 力 の 並 行 処 理 が 出 き る 。

2)マ ル チ プ ロ グ ラ ミ ン グ

1950年 か ら 開 発 が 始 ま っ たSAGE(FSQ17を 使 用 し た 半 自

動 作 戦 指 令 シ ス テ ム)を 初 め と し,MERCURY(IBM7090

を 使 用 し たNASAの 宇 宙 開 発 計 画 シ ス テ ム),SABRE(IBM

7090を 使 っ た ア メ リ カ 航 空 の 座 席 予 約 シ ス テ ム)の オ ン ラ イ ン リ

ア ル タ イ ム ・シ ス テ ムか らGPU待 ち,10待 ち,マ ル チ プ ロ グ ラ ミ ン グ,

デ ー タ 通 信,タ ス ク の 概 念 が 生 れ た 。

3)タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・

1961年,Jo ,hnMclarthyは タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 用 コ ン ピ ュ

ー タ が 備 え る べ き特 徴 と し て 次 の5っ を あ げ て い る 。

(注)TSSの 制 御 プ ログ ラ ムは 次 の2通 りにわ け る ことが で き る。

t既 存 の制 御 プ ログ ラ ムに,会 話 形 言語 の処 理 中心 にTSSの 機 能 をっ け加

え,端 末 か らの割 込 み に従 って,そ の 処理 を1つ の ジ 。ブ と して行 うもの。

2.TSSに 都 合 の よいハ ー ドウ ェア を用い,TSS専 用 の制 御 プ ログ ラムに

よる もの。
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・主 記 憶 装置 が 大 きい 事

'エ ラー発生 時 と入 出力 時 の 割込 機能 を もっ た シス テ ムで あ る事

・完 全 に 無停 止 稼 動 で あ る事

・あ る種 の 記憶 保護 機能 が あ る事

'ユ ー ザ の フ ァ イル を保持 す る の に十 分 な大 きさの補 助記 憶 装 置が ある

事

この よ うな要 求 をみ た す商 業 用 市販 コ ン ピュ ー タと して;1965年

GE265とUNLVAG491が 生 れ た,又1961年11月NIT

の プ ロ ジェ ク トMAOが 汎 用 タ イ ム シャ リン グ システ ムGTSS(Co-

mpatibleTimeSharedSyatem)を 発 表,こ れ は 最初PDP工 に

のせ られ,そ の後IBM709に 設置 され てい る。CTSSは 大 規 模 な

タ イム シ ェア リン グの ため の 基礎 技 術 開発 を 行っ てお り
,こ れ らの 中で

プロ グ ラムセ グ メ ンテ ー シ ョン ,ペ ー ジ ン グ機 能,ダ イ ナ ミ ック.リ ロ

ケ ー シ ョ ンはE645で 使用 され た。 又 ,MITと ベ ル研 究 所がMUL

MULTICS,IBMが モ ジュ ー ル化 され た マ ル チ プ レ ク サ シ ス テ

ム を 目標 と してIBM560/67,TSS/360 ,GEがGE63

5,GE645を 作 っ た。

工BM360/67,TSS/360は ダ イナ ミック ・ リロケ ー シ ョ

ンに対 し,連 想 メモ リを導 入 して能 率 を 上げ て い る。

4)汎 用 制 御 プ ログ ラ ム

今 日,ハ ー ドウ ェア はCPUと 補 助記 憶装 置 の速度 と容 量 の 飛 躍 的増

加 が み られ る。 これ は 前 の 世 代 まで の 制 御 プ ログ ラムが実 現 不 可 能 で あ

っ た 多 くの機 能 を 出現 させ る きっ か け と なっ た。

さ らに,会 話 方 式 と コ ン ピュ ータ ユー テ ィ リテ ィをそれ ぞ れ 目標 と し

た タ イ ム シ ェア リング シス テ ムの思 想 が 制御 プ ログ ラム作成 に大 き な影

響 を与 え た。

これ らの新 しいハ ー ドウ ェア と ソ フ トウェ アの思想 は今 まで の 制 御 プ

ログ ラムのね らい を安 全 に実 現 す る と と もに
,新 しい ね らい を も って い

る
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・汎 用 性 の向 上

・ス ル ー プ ッ トの 向上

・応 答 時 間 の短 縮

・使 い や す さ

・適 応性 の 向 上

・拡 張 性 の 向上

・アベ イ ラ ビ リテ ィの向 上

この よ うな ね らい を もとに しで 工BMはOS/560の 構 想 を 発 表,

TOS,DOS,PCP,MFT,MVT,TSS/560と 次 々に提

供 し,こ れ らが 第5世 代 制 御 プ ロ グ ラ ムの 中心 思 想 と なっ た。

一 方
っUNIVACはU-・ 皿用 ド ラムを 中心 と したEエ グゼ クテ ィブ

シス テ ムを発 表,応 用 分 野 に 応 じた パ フ ォー マ ンス を 目標 にお い て,リ

ア ル タイ ムに はU-490,多 種 少 量 の 技術 計 算 に はU-1107,ス

イ ッチ ング シ ステ ム にはU-418等,そ れ ぞ れ 応 用分 野 に応 じたハ ー

ドウェ ア と ソ フ トウ ェア を発 表 して い る。

さ らにバ ッチ か ら タイ ム シェ ア リング まで の 広 い 機能 を もっ た富 士 通

のMONITORV,タ イムシェア リング とリモ ー トバ ッチ に焦 点 を合 わ

せ たGEのGECOS－ 皿,CDCのSOOPE等 は大 型 汎 用 制御 プ ロ

グ ラム を代 表 して お り,そ の 機 能 の 比較 を第4-2表 に取 りあげ る。

これ ら大型 汎 用制 御 プ ログ ラムは バ ッチ,リ モ ー トバ ッチ,リ ア ル タ

イ ム,タ イ ム シ ェア リン グ のどれ も可能 で それ だけ の 機能 をそ なえ て い

る。

リモ ー トバ ッチ で使 用 さ れ る制 御 プ ロ グ ラムにつ い て 特 に取 りあげ る

こ とは ない が,こ こで は マル チ プ ログ ラ ミン グを行 な うに あた って の ス

ケ ジュ ー リング と ロー ル ア ウ ト/ロ ー ル イ ン,周 辺 装 置 の割 当て の機 能

を次 に取 りあげ る。

なお リモ ー ト ・バ ッチは ハ ー ドウ ェア的 には 大 容 量 ファ イル と大 型 の

主記 憶装 置 が 必要 とされ る仕 事 が 多 い。
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々 ● ● ・

1

ロ

ベ
ー

メーカ 一名 ・・機 種名

適 用 機 能

富 士 通 UNlVAC CDC

FACOM23060 FAOOM23045 1108 7600 6700 6600

`

6500 6400 6200

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

・

プ
ロ

グ

ラ

ム

コ ン ト ロー ル ・プ ログ ラ ムの 名 称 MONエTOR-V OS 、EXEG-8 SCOPE 同左 同左 同左 同左 同左

制 御で き る プ ログ ラム 言語 名

FORTRAN.AL

GOL.P工/1.

COBOL.・W)CU

S.BAbCUS他

FORTRAN.AL
GOL.COBOLw

PI〆1SL45他

ASM.甘OR.CO

B.A工 丑.C恥R

CAL(}.BAS工C他

COMPASS甘O

RTRAN.AI・GOL.

σOBOL.BASIC.

JOVIAL

同左 同左 同左 同左 同左

コァは何KBか ら使用可能か 256KBシ ス テム 128KB 131KW ㌔65KW 65KW 32KW 65KW 32KW 52KW

連続 ・多重処理は可能か 可 可 可 可 可 可 可 可 可

欝 謄 躍 象 齪 数'可変数の 可i変数 可変数 可変数 可変数 同左 同左 同左 同左 同左

蹴 編 タ得 ㌢ 鯵争
ム か

騨 甥 常は 任 意 両方OK GPUタ イム 同左 同左 同左 同左 監

その場合両方が可能か 可 可 可 可 可 可 可 可 可

処理時間の打切りができるか 可 可 可 可 可 可 河 可 可

袴Z還 聾 為 存 砲 スク/デ ィスク,ド ラム ディスク ドラム ζフ召 文多 デ ィ ス ク 同左 同左 同左 同友 同左

㌶ 蹴臓 巨編 蕎 ての処理
ぺての処理

寄能 §畢 畢時すべて可能 同左 同左 同左 同左 ・ 同左

バッチ/リ アル同時処理が可能か 可 可 可 可 可 可 可 可 可

そ の 他 晶 辮pu 編 路 宕『u 編 ち禦 理(彫7。嫉 灘 、融蹴 り躍'肪 ンスの 。殿pu
FORTRANのJIS水 準 7000十 α 7000 7000 JIS7000 同左 同左 同左 同左 同左

C

O

B

O

L

分類機能の可否 可 可 ○ 可 可 可 可 可 可

リポ ー トライタ ー機能 の可 否 可 可 ○ 可 可 可 可 可 可

コレス ポン デ ィン グが 書け る か ど う

か 可 可 ○ 可 可 可 可 可 可

絶 品 齢 アクセス'フ ・イノリ 可 可 ○ 苛 可 可 可 可 可

表操作の機能の可否 可 可 ○ 可 可 可 可 可 可

膓↑完 歩髪あ嚇 遜 ガ・奇㌶ 不 可 不 可 ○ 可 可 可 可 可 可

註 ユ ニケ ーシ ・ン聯 を も・ てい 追 加 可 ○ 一 無
(コ ミュ ニケー シ ョン用 ア プ リケー シ ヨツ プ ログ ラムが別

に用意 され てい る)

デ ィバ ッグ機 能 を もって い るか 可 可 ○ 一 無 (SCOPEの 機能 としてプログラム言語に関係なく
用意 されている)

}

図表一6大 型汎用制御システム
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メ ー カ一名 ・機種名

適 用 機 能

工BM BURROUGHS GE

システ為/5ア0
システム/360

システム/370
システム/560

システム/570
システム/560

システ為/570
システム/360

B6500 B7500 B8500 GE-615 GE-655 GE-655

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

・

プ
ロ

グ

ラ
ム

コン ト ロー ル ・プ ログ ラムの 名 称 OS/MVT σS/MFT OS/PCP ㌶認 MGP MCP ESP 〔}ECOS皿 同左 同左

制 御で きる プ ログ ラ ム言語 名

ASS芭MBL芭R.

COB〔 〕L.FORT

RAN.PL工.RPC

ALGOL

同左 畦
ASS㎜LER.

COBO工FORT

RAN.PL工 ◆RPG

ALGOL.FORT
RAN.COBOL

同左 同左 全 〃 ク

コアは何KBか ら使用可能か 256KB 128KB 64KB 16KB 32KW 52KW 64KW 〃 〃

連続 ・多重処理は可能か 可 可 可 可 〃 〃

醇 鵠 寄齢 鋼 磁'可 麹 の 可変数 同左 一 固定数 可変数 可変数 可変数 7、翼警
〃 〃

闘記 説話 ㌃二歩ζ野 阜
ム か ・

両方可

・

同左 zテ《膓綴
ム

両方可能 CPU 〃 〃

その両方が可能か 可 可 一 可 可 可 可 可 〃 〃

処理時間の打切 りができるか 可 可 一 一 可 可 可 可 〃 〃

《蒐 拶 磐Z硫 猛 だ ク/
デ・スζ1乙

同左 同左 デ ィス ク デ ィスク デ ィス ク デ ィス ク 縮 れで
〃 〃

為瓢 鶉 蹴 詩 稔舞諮穿㌶ ㍗完 κ リアノレ耀 ㍗ 全部 鍋 .全部 奢同離 〃 〃

バ ッチ/リ アル同時処理が可能か 可 可 可 可 〃 〃

そ の 他
FORTRANの 」 工S水 準 7000以 上 同左 同左 同左 7000以 」二 7000以 上 7000以 上 フ000 〃 〃

0

0
B

O

L

分 類 機'能 の 可 否 可 可 可 可 可 可 可 可 〃 〃

リポ ー トライ ターの 機能 の 可否 可 可 可 可 可 可 可 可 〃 〃

コレス ボン デ ィング が 書 け るか ど う

か 可 可 可 可 可

、

可 可 可 〃 ク

絶 品 払 アクセス'フ ・イノの 可 可 可 可 可 可 可 可 〃 〃

表操作の機能の可否 可 可 可 可 可 可 可 可 〃 〃

う㌻ 二多膓錫 向鎚 鮎 饒 累 否 否 否 否 可 可 可 可 〃 〃

コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。ン機 能 を も っ て い

る か 否 否 否 否 有 [有 有 有 〃 〃

デイ パ ック機 能 を もって い るか
`

有 有 有 有 有 有 有 .有
〃 〃

図 表 一7大 型 汎 用制 御 プ ログ ラム
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1)マ ル チ プ ログ ラ ミンノ

マル チ フ ログ ラ ミン グは ス ルー プ ッ トを増 すた め の技術 であ る
。

スル ー プ ッ トとい う言 葉 は コ ン ピ ュー タ資 源の 効率 的 利 用 とい うこ と

で あ り,た とえ ば 演 算 装 置 と入 出力 装 置 の並 行処 理 方 式 は ジ ョブ を1つ

ずつ 処 理 して ゆ く遂 次 処 理方 式 に較 べ て スル ー プ ッ トが上 った とい え る。

さ ら にス ル ー プ ッ トは 演算 処 理 の能 力,入 出力速 度,中 間処 理 段 階 に

お げ る 処理 速 度,制 御 プ ログ ラムの オ ーバ 三 ヘ ッ ドを含 め た処 理 能 力の

指 標 とな る もの で あ る。

2)ジ ョブ ・ス ケ ジュ ー リン グ

OS/560は 周 辺 装 置や 主 記憶 装 置 の 組 合せ を考 え て ジ ョブ ・ス ケ

ジ ュー ル を 行な って い る。

●

図 一5

図 一5で は ・ ジ ョ ブ を ジ ョブ制 御 言語 で定 義 し,カ ー ド,テ ーーープ

か らシ ス テ ムに入 力す る。 リー ダ/一イ ン ター プ リタが ジ ョブを1区 切b

ま で読 み,待 ち行 列 にお く。 待 ち行例 の中か らジ・ヨブは優先順位 に従ってと

り出 され ・ イニ シ エ ー タ/タ ー ミネ ー タ に よって 実行 され る。 イニ シ エ

ー タ/タ ー ミネ ー タは 実 行 中 の ジ
ョブ を タス ク管理 にわ た し,そ の実 行

を監 視 す る。

マス タ ・ス ケ ジュ ー ラは コマ ン ドを受 け と り,必 要 な処 置 を と る。

ジ ョブが 終 了す る と・ 出 力が ジ ョブの 優先 順 に もとつい て書 き 出 され
,
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同 時 の他 の ジ ョブが 実 行 に移 さ れ る。

この よ うに して,緊 急 度 の 高 い ジ ョブの ター ン ア ラウ ン ド ・タ イ ムを

早 くして い る。

5)ロ ール ア ウ ト/ロ ール イ ン

MVT(可 変 数 の タス クに よる 多重 プ ログ ラ ミング)はOS/360

の最 も高度 な 制御 プ ログ ラムで あ る。

ここでは タス クの並 行 処理 と と もに ロール ア ウ ト/ロ ー ル イ ンの方 式

が 使 われ て い る。 タス ク を並 行処 理 す るた め に は,大 きな 主記 憶 装 置が

必要 で ある が,実 際 には 磁 気 コァ ・メモ リ等 物 理 的 に有 限 な ものが使 わ

れ てい る。 そ こで ロー ル ア ウ ト/ロ ー ル イ ン方 式 が必 要 と なる。

これ は,主 記憶 装 置 の 余 裕 の無 さ,プ ロセ ッサ タ イム,タ ス クの 実 行

優 先度 等 に よっ て 主記 憶 装 置 か らデ ィス クや ドラムに ジ ョブ ・ス テ ップ

単 位 で 移 した り,こ の逆 を行 な う ことで あ る。

タイム シェア リングに なる と この ロ ー ルア ウ ト/ロ ール イン をペ ー ジ単

位 で行 なっ て お り,MVTの ジ ョブ ・ス ラ ップ単 位 の移 動 に くらべ て ロ

ール ア ウ トされ た ペ ー ジが 次 に ロール イ ンさ れ る時,ロ ー ル ア ウ ト時 と

同 じ番 地 に ロール イ ンされ る 必要 は な くダ イナ ミッ クにお こ なわ れ る。

この た め,タ イ ム シ ェア リング では ハ ー ドウ ェア では ダ イ ナ ミ ック リ

ロ ケー シ ョ ン,連 想 記憶,ソ フ トウ ェ アで は2次 元 番 地 方式 を用 い て ダ

イナ ミック な番 地 割 当 を可能 に して い る。

4)周 辺 装 置 自動 割 当

周辺 装 置 は ジ ョブ ・コ ン トロー ル カー ドで 指定 され る。

マル チ プ ロ グ ラ ミン グ を行 な うた め には,演 算 装置 や 主 記憶 装 置 の 割

当以 上 に 周辺 装 置 の割 当て が む つ か し く,タ ス クが 終 了す るた び に ジ ョ

ブ ・ス ケ ジ ュー ラは入 力待 ち行 列 に入 って い る ジ ョブを調 べ,使 用 で き

る 周辺 装 置 とそ れ で実 行 可 能 な ジ ョブを捜 す 仕事 をす る。

周辺 装置 の 割 当て を実 際 に行 な うのは イ ニ シ エー タで あ り,ジ ョブ ・

ス ケ ジュ ー ラか ら ジ ョブが 渡 され る と ジ ョブ ・ス テ ップ単位 に必要 な 資

源 を調 べ る。
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5.t2通 信 制 御 プ ログ ラム

通信 制 御 プ ロ グ ラム(GommunicationGontrolProgram)は リモ

モ ー トバ ッチ,オ ン ライ ン リア ルタ イ ム,タ イ ム シャ リ ン グ等 遠 隔地 か ら

コ ン ピュ ー タ を利 用す る方 法 の 増大 と多 様化 に よ り重要 な もの と な りつ つ

ある。

こ こでは"通 信 制 御 プ ロ グラ ム"(GGP)と い う言 葉 を用 い るが,

IBMで はGPS,BTAM,QTAMと 言 い,RGAで はTaPe/・Disk

OperatingSystemMultichannelCommunicatlonSysteln,

BurroughsはDataCommunicationsMasterControlProgram

とい う言 葉 を 使 って い る。 、

CGPは 端 末 装 置 の 種類(タ イ プ ライ タ,GRT,端 末 装 置 と して の小

型 計 算 機),固 定 フォ ー マ ッ トデ ー タ と自 由フ ォー マ ッ トデ ー タの端 末 入

力デ ー タ の形 式 の違 い,Man-maChineinteractiveを 目的 と した全

二重 通 信 と リモ ー トバ ッチ処 理 を 目的 と した半 二 重 通線 の 通 信 チ ャ ネル の

違 い 等,こ れ らの 構 成に ょっ てCCPの 構 成要 素 とそ の 機 能 は違 っ て くる。

次 に取 りあげ るGCPの 機能 は で きるだ け これ らの共 通 部 分 を 中心 に,

GCPと 結 ば れ る制 御 プ ログ ラムの機 能,回 線 と端 末 へ の サ ー ビス提 供 要

素,デ ー タ通 信 シス テ ム定 義 の構 成要 素,ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラム

(AP)を 支 持 す る要 素 をあ げ る。

1)制 御 プ ログ ラ ム

・イン タ ラプ ト ・ア ナ リシ ス

・1/Oの 開 始 と監視

・ダ イナ ミッ ク左 資源 配 分 とス ケ ジ ュー リン グ(記 憶 装 置 とGPU)

・大 量 記憶 ロ ケ ー シ ョン と デー タへ の ア クセ ス

2)回 線 と端末 へ の サ ー ビス 提供 要 素:こ れ らの 要 素は,ふ つ うモ ジ ュー

ル形 式 で 設計 され てお り,マ ク ロ命 令 に ょっ て 活 動 を 始 め る。

・バ ッフ ァ ・プー ル か らの バ ッ ファの割 当て

・メ ッセ ー ジ ・ブ ロッ クを バ ッ ファの長 さに適 合 す る よ うに 分割 す る こ

と
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・1/0メ ッセ ー ジの 待 ち行 列 の 作 成 と維 持

・適 当 な1/O命 令 の 終了 の確認

・デ ィマ ン ド ・イ ン タ ラ プ ト・サ ー ビス の処 理

5.2ハ ー ドウ ェア ・シ ステ ム

リモ ー トバ ッチ ・シス テ ムは大型 電子 計 算 機 の共 同利 用 の一 環 と して考

え られ た情 報 処 理 シ ス テ ム の一 形態 で あ る。 した が っ て,そ の ハ ー ドウ ェ

ア ・シス テ ムは,既 に一 般 化 され定 着 しつ つ ある オ ン ラ イ ン ・ リア ル タ

イ ム ・シ ス テ ムや 一 部 実 用 化 が な され て い る タ イ ム シ ェア リン グ ・シス テ

ム等 に 包含 され,特 に際 立 っ た特 徴は 見 られ な い。 つ ま り,リ モ ー トバ ッ

チ ・シス テ ムは そ れ 自身単 独 で 用 い られ る こ とは まれで,む しろ他 の シス

テ ム と併 用 され,し か もそ れ は付 随的 な位 置 しか 与 え られ ない よ うに思 わ

れ る。 そ の点 で 独 自の シス テ ムの ハ ー ドウェア とい う形 で と らえ るの では

な く,し パわゆ る オ ン ラ イ ン ・シス テ ムにお け る汎 用 的 ハ ー ドウェア ・シ ス

テ ム と して扱 うのが 妥 当で あろ う。 そ こで以 下 い くつ か の ハ ー ドウ ェア ・

シ ステ ムの構 成 例 を挙 げ,そ れ らに共 通 す るハ ー ドウ ェア の主 要機 能 につ

い て考 察 して み たい 。

5.2.1ハ ー ドウ エア構 成

1)シ ン プ レ ッ クス ・シス テ ム

」

/一
一 CCU CPU

⊂一
通信回線 通信制御装置 中央処理装置

φ

これ は 最 も単 純 な構成 で,汎 用型 の 中央 処 理装 置1台 に必 要 最小

限 の周 辺 処 理 装置 を組 合せ た もの で ある。 した が っ て,極 め て経済

的 で は あ るが,信 頼 性 が 低 い とい う欠 点 が あ る。 す なわ ち,一 部分

の 障害 の 発 生 が シ ステ ム全 体 に影 響 を お よぼ し,そ の結果,処 理 が 中
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断 さ れ て し ま う可 能 性 が 大 で あ る と言 え る。 一度 シ ス テ ムが ダ ウ ンす

る と・ ハ ー ドウェ アの メンテ ナ ンス や ファ イル の復元 な ど復 旧 に非 常 に

多 くの時 間が かか る。 そ こで,フ ァ イル 中心 の シス テ ムに あ って は,一

つの トランザ ク シ ョン(端 末 と中央 処理 装置 間で 伝送 され る情 報)に 対

して2つ の フ ァ イル を 用意 し信 頼 性 の 向 上 をは か る と共 に,リ カバ リー

・ク イムの短 縮 を行 な って い る。 一 般 に,障 害 に よる シス テ ム の停 止 時

間は 稼 動率 の 数 パ ーセ ン ト以 下 とされ て い るか ら,こ の程 度 の こ とが 許

され る ジ ョブ な らば,シ ンプ レ ックス 方式 で十 分 で ある。

2)ダ ンデ ム 。シ ス テ ム

/一
ン CCU GPU CPU

(・ ・イ・

白

これは通信 回線 を経 由 した トランザクシ ョンが直列に配 置 された2台

の中央処理装置 に よっ て処理 される方式であ る。一方の中央処理装置 は

通信 回線 関係 の処理 を,も う一方はデータ処理専用 にとそ れぞ れ機能 を

分担 して い る。 そ の た め 多数 の 回線 を収容 す る こ とが で き,か つ通 信 に

付随 した デ ー タの チ ェ ック な ど も十 分 に行 な え る。 また,プ ログ ラムの

作成 は 容易 に なるが,障 害 な どの対 策 は 複雑 に なる。 た とえ ば,デ ー タ

処理 用の 中央 処 理 装 置 が故 障 した場 合,回 線 用 処理 装置 は,一 つ と して ,

直 ち に 回復 時 のた め に シス テ ム 内に ある トラ ン ザ ク シ ョ ン を 全 て 記 録

す るか,あ るい は メ ッセ ー ジの 一 部 にっ い て 限定 した処 理 をす る。 い ま

一 つは
・ ダ ウ ン直 前 の 緊急 な問 合せ に対 して 回 答す る よ うに措 置 を講 じ

なけれ ば な らない。

以 上 の ことは 逆 に ・ 回線 用処 理 装 置 が トラブ ルを起 した場 合は,コ ン

ソー ル ・ア タ ッチ メ ン トを介 して伝 送路 を確 保 す るか,そ れ が 不 可 能 な

らば・ オ フ ラ イン のデ ー タ伝 送 を利 用 して 紙 テ ープ入 力 な りの代替 措 置

を と り処 理 を続 行 す る 。 こ の よ うにい ずれ の 場合 に も,処 理 能 力 は 低 下

す るが ・ 緊急 の仕 事 は 遂 行 で きるい わ ゆ る フ ェイル ・ソ フ トな考 え 方が
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導 入 され て い る。

ろ)負 荷 分 割 シ ス テ ム

CCU 一 CPU
/

フ ァイル

ー
ー
ー一

1-一 イ
CGU 一 CPU

これ は負 荷 を2台 の 中央 処 理 装 置 に分 割 して処理 す る方 式 で あ る。

したが っ て,負 荷 の 量 的 な変 動 が 激 しい オ ン ライ ン ・シ ステ ムに最 も

適 して お り,ト ラフ ィ ック量 の 多 い ピー ク時 には全 て オン ライ ン処理

に 当て られ るが,閑 散 期 は,一 方 の 中央 処 理 装 置 が オン ライ ン処 理 を

行 な う。 この 方 式 は,当 初 小 規模 な シス テ ムで スタ ー トして も,規 模

の拡 大 に伴 な い業務 量 が増 大 した場 合 に は補 強 手段 と して拡 張 が 比較

的 たや す い。 しか し,中 央 処 理装 置 間 に 多 くの 転送 を要 した り,複 雑

な処 理 を依頼 す る には 不向 きで あ る。

4)デ=一 プ レ ックス ・システ ム

GPU

(オ ン ライ ン用)

これ は 同一 の シス テ ム要 素 を2重 化 して お き,一 方 の オン ライ ン処

理 系 列(現 用 系)に 障害 が発 生す る と,た だ ち に待 機 中 の処 理 系列(

予 備 系)に 切替 え を行 な う方 式 で ある。 予 備 系は 平 常 時 には 一括 処 理

を行 ない シス テ ム全 体 の処 理 能率 を高 めて い る。 また,現 用 系 の異 常

状態 を早 期 に発 見 して被 害 を最 小 限 に止 め る た めに,予 備 系 は 現 用 系

に 対 して 定期 的 に 擬似 的 な問 合せ を送 出 し,そ の レス ポ ンスが 予期 し

た値 に 合 致 す るか 否 か を チ ェ ッ ク した り,あ るい は 現 用 系 か ら一定 間
一一64-一
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隔で 送 られ るパ ル ス を受信 し,そ れ を監 視 す る診 断機 能 を備 え て い る

もの もあ る。

現 用系 に障 害 が発 生 した とき の シス テ ムの切替 え 作業 は,フ ァ イル

の 内容,送 受 信 中 の デ ー タ,処 理 中 ま た は処 理 待 ち の デ ー タ な どそ の

取 扱 い に十 分 な配 慮 が 必要 で あ る。 とい うの は,そ うした場 合 の状 態

は非 常 に 複雑 で あ リ,一 般 にデ ー タの一 部 は失 われ て しま うので,過

去 に さか のぼ って復 元 す るた め にデ ー タの再 入 力 を行 なわ ね ば な らな

いか らで あ る。

信 頼 性 向上 の ため の2重 化 に は種 々の 段階 が あるが,こ の シス テ ム

にお け る予 備 系 の 中央 処理 装置 につ い て は,必 ず し も現 用 系 と同一 機

種 で あ る必 要 は な く,よ り小 型 の機 種 を採 用 す れば 経済 性 の 点 で有 利

で あ る。 しか し,障 害 に伴 う切替 え の 際 に は,主 記 憶 の 大 き さや 処 理

速 度 な ど機 種 間 の ギ ャ ップに よ り優先 度 の 低い ジ ョ ブを 切 捨 てた り,

2通 りの プ ログ ラ ム開発 が 必 要で あ る。

5)デ ュ ア ル ・システ ム

CPU

← イ・(一ン CCU 1升 校 旗チ・ンネル
、
、

＼
、

、、 CPU

← イ・(

o

－ つ の トラ ンザ ク シ ョ ンに対 して,2台 の 中央 処理装 置 を 並 行運 転

し,そ の2つ の 中間結 果 を互 いにチェ ック しなが ら処 理 を進 め てゆ くシ

ステ ムで あ る。 この よ うな方 式 で は2つ の 系列 間 に おけ る タ イ ミン グ

の ζ り方 が 非常 に問題 に な る。 フ ァイ ル装 置 を用 い な い シス テ ムで は,

ク ロ ック あ るい は命 令 の 実 行 段階 で 同 期 させ る ことが で きるが,フ ァ

イル装 置 を使 う場 合 には,両 者 の 同期 は プ ログ ラ ムで と らなけ れば な

らず,そ の 結果 と して待 ち行 列 を設 け る必 要 が生 じて そ の 制御 の ため

にプ ロ グ ラム をます ま す複 雑 に す る。2つ の 処理 装 置 間 の 診 断 いわ ゆ
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る ク ロス チ ェ ック に不 一 致 が 生 じた 際に は フ ェイ ル ・セ イ フの 考 え 方

で 処理 す る よ うに設 計 され てい る。 また 一方 の 中央 処 理 装 置 が故 障 し

た と きは,自 動 的 に他 方 の処 理装 置 に切替 わ り処 理 は 続 行 され る。 こ

の よ うに高 い 信 頼 性 が 保 た れ て い るが,処 理 に要 す る延 時 間 は 他 の方

式 の2倍 に な り効率 は よ くない 。 そ の ため大 規 模 な シ ステ ムでは,最

も重 要 な部 分,た とえ ば各 種 機器 に制御 情 報 を 出す処 理 装 置 を並 列 運

転 し,他 の処 理装 置 は デ ュー プ レ ックス ・シス テ ムに す る こ とが 多 い 。

また,デ ュ アル ・シス テ ムで も重 要 な リアル タ イ ム業 務 の み並 列 に処

理 し,バ ックグ ラ ウ ン ドの仕 事 は 片側 の 中央 処理 装置 で 処 理 す る な ど

種 々の 応 用 組合 せ が 考 え られ る。

6)マ ルチ プ ロセ ッサ ・シス テ ム

φ

IOP ⊃
/

CPU

一一 CCU ←イ可
MM

CPU

一一
主 記 憶IOP

入出力処理装置

これは 複数 の 中 央 処 理装 置 と主 記 憶 装置 お よび 入 出力 装置 とを 自由

な組 合 せ で 接続 し,処 理 を行 な うシステ ムで あ る。 主 記 憶 装置 は各 中

央処 理 装 置 の共 有 に なっ てい るの で,そ れ ぞ れ が 分割 して もっ て い る

よ りは有 効 に利 用 で き る。 同様 に入 出 力チ ャ ン ネル に接 続 す る各 装置

の割 当 て に際 して も,融 通性 が 高 い ので 効率 的 な使 用 が で きる。 また,

装 置 の 障害 時 に は シ ス テ ムの再 編 成 な ど回 復措 置 が 容 易 に行 なえ る。

そ の意 味 で こ の システ ムは,デ ュア ル ・シス テ ムの高 い 信 頼 性 とデ ュ

ー プ レック ス方 式 の 経 済 性 を兼 ね備 え てい る と言 え る し,大 規模 な オ

ン ライン ・シ ステ ム にお い ては か な り採 用 され る と思 われ る。
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以 上 が オ ン ラ イ ン ・シス テ ムの 代 表 的 なハ ー ドウ ェア構 成 で あるが

これ らの うちい ずれ を採 用す るか 否 か は ,結 局,適 用 業 務 面 の要 求 と

シス テ ム全 体 の効 率 とい う点 か ら決 定 され よ う
。 言 いかえ る と,シ ステ

ムの 信頼 性,経 済 性 ,サ ー ビス の内容 をい か にす るか とい う問 題 に な

るか と思 う。 中 で も,オ ン ライ ン ・システ ムで 特 に考慮 しなけ れ ば な

らない 点は,端 末 と 中央 と に時 間的,空 間 的 な隔 りが あ り,そ れ ゆ え

に障害 対 策 を万全 に しな くて は な らない とい うこ とに尽 き る。

5.2.2中 央処 理 装置

1)メ モ リ保 護

複数 の プ ログ ラ ムを並 行 処理 す る オ ン ライ ン ・シ ス テ ムで は,あ る

ユ ーザ ーズ プ ログ ラム の誤 りが 他 の応 用 プ ログ ラ ムや 管 理 プ ログ ラム

を破 壊 す る こ とが ない よ うに,各 々の プ ロ グ ラムが ア ク セス す る記 憶

領 域 を制 限 して い る。 も し,そ の 制限 外 の領 域 を ア ク セス し よ うとす

れ ば,計 算機 を停 止 す るか,ま た は割 込 み が 発 生 して 適 切 な措 置 が と

られ る。

この よ うな メモ リ保 護 機 構 は,計 算 機 に よ りそ れぞ れ 異 るが,一 つ

の方 法 と して,プ ロ グラ ムに割 当て る記憶 領 域 の範 囲 を2つ の レ ジス

タで指 定 す る もの が ある。 一 方 の レジス タ記 憶番 地 の上 限 を ,他 方 は

下 限 を定 め てk・ く。 プ ログ ラムは これ ら2つ の レ ジス タ を負 荷 して か

らジ ョブ を開始 し,実 行 命 令 の ア ドレス部 は 常 に ハ ー ドウ ェアの 働 き

に よっ て,2つ の 内容 と 自動 的 かつ 同 時に 比較 され る。 指定 範 囲 以 外

の メモ リを ア クセ ス す る には,再 び レ ジス タに負荷 し 直す か
,ま た は

各 レ ジ スタの動 作 を禁 止 しなけ れ ば で きない仕 組 み に な っ て い る。 こ

の方 法 は 連 続 した領 域 しか 指定 で きない た め,割 当 て領 域が 散 在 す る

場合 には,複 数 組 の レジス タが 必要 と なる。

メモ リ保 護 に は,い ま一 つ 保 護 キ ー を用 る方 法が あ る。 これは 各 ブ

ロ ック と個 々 の プ ロ グ ラムに キ ー を与 え
,命 令 実行 段 階 に 両者 の キ ー

を比較 し,一 致 し た場 合 にの み その ブ ロ ックの 使用 を許可 す る。 この

方 法 は ブ ロ ックの割当 ては自由に行 なえ るが,管 理 プ ロ グ ラムが 複雑 に
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な る。

2)プ ログ ラ ムの再配 置

多 くの 端 末 装 置 を もつ オ ン ライ'ン ・シ ス テ ムでは,通 常 シ ステ ムの

ス ル ー プ ッ トを向 上 させ るため に い くつ か の プ ログ ラムや プ ログ ラム

・セ グ メ ン トを同 時 に 主記 憶装 置 に ロー ドす る
。 これ らは それ ぞ れ メ

モ リの使 用量,占 有時間が異 なるので,利 用 可 能 な空 きエリアは絶えず変

化 す る。 した が って,磁 気 デ ィス クや 磁 気 ドラム な どの2次 記 憶装 置

上 にあ る プ ロ グ ラ ムや プ ログ ラム ・セ グ メ ン トは,主 記 憶 装置 の どの

場 所にで もロー ドされる ような形,す なわち リロケ ー タ ブル で なけれ ば な

らない 。 ま た,動 的 な プ ログ ラ ムの ロ ー ドを何 回 も繰 り返 す うちに,

主 記 憶 装 置 の 中 は不 連 続 な小 さ な空 き領 域 が ふ え る。 これ を一 ま とめ

に して利 用 す るには,実 行 中の プ ログ ラ ムの配 置換 え が 必 要 で ある。

そ こで,た とえば 計 算 機 の ハ ー ド的 な論 理 回路 に,再 配 レ ジス タや基

本 レ ジス タ の 内容 を加 え る こ とに よ り,自 動 的 に プ ロ グラ ムの 番地 を

修 正 して,ど の番 地 か らで もプ ログ ラムの 実 行 がで きる よ うに して い

る。 しか し,こ の方 法 は メモ リー内 で プ ログ ラ ムの物 理 的 移動 を伴 う

の で,そ れ だ け プ ログ ラムの実 行 が遅 れ る。 この 点 を カバ ーす るの が

ペ ー ジン グ方 式 で あ る。 これは 主 記 憶 を ペ ー ジ と呼ば れ る一定 の 大 き

さの ブ ロ ッ クに 分割 し,プ ログ ラム にハ ー ドウ ェア上 の ブ ロ ック単 位

で論 理 的 な領 域 と物 理 的 な場所 を一与え る。 プ ログ ラ ムの実 行 は,両 者

コア ・メモ リ テ ーブル
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のテ ー ブル を参 照 して 行 なわ れ る。 そ の ため プ ログ ラムの 再配 置 は ペ

ー ジの書 換 え だ げで 済 み
,時 間 的 ロスが 少 ない。

5)割 込 み

割込 み(工nterrupt)は,情 報 処 理 シ ス テ ムにお い て ある条 件 の発

生 に よっ て,プ ログ ラ ムの 流れ の 中で 起 る1つ の 自動 的 な変 化 で あ り,

オ ン ライ ン ・システ ムの外 部 入 力や 内 部 の競 合 す る処理 要 求 を制 御す

る た め に必 要 不 可 欠 な機 能 で あ る。 割 込 み が起 こる 代表 的 な状 態 に は

次 の よ うな もの が あ る。

(1)入 出力 動 作 の 開始

② 入 出 力 動 作や フ ァイル 動 作 の 終了

(3)誤 りや 異 常事 態 の検 出

(4)オ ペ レー タ の介 入

(5)時 刻起 動 処 理 の 開始

シス テ ムに上 記 の い ず れ か の状 態 が 発 生 す る と,ハ ー ドウ ェア の作

用 に よっ て割 込 み が 起 り,現 在 実行 中 の プ ログ ラムは ただ ち に 中断 さ

れ,割 込 み の原 因 に応 じた 必 要 な処 理 化 一 チ ンが 起 動 され る。 割 込 み

処理 が 終 了 す る と,制 御 は も との 中断 され た プ ログ ラム に移 り,実 行

が 再 開 され る。 こ の よ うに して,入 出力 装 置 を効率 的 に使 用 した り,

非 常 事態 に対 しては 適切 な措 置 を講 じ,シ ス テ ム の停止 を最 小 限 に止

め る。 また,リ アル タ イム処 理 には,迅 速 な応 答 時 間 を与 え られ る。

5.2.5通 信 回線

中央 処 理 装 置 と端末 装置 を結 ぶ 通信 回線 は,情 報 の流 れ方 と方 向,そ

の 伝送 量 と要 求 さ れる正 確 度,澄 よび 緊 急 度,更 に所 要経 費 な どに よっ

て 規 定 され る。 そ れ は具 体 的 には,回 線 の基 本構 成,通 信 速 度,通 信 方

法 な どの違 い と なっ て 現 われ る。 最 も基 本 的 な通 信 回線 の構 成 は下 図 の

通 りで あ るが,そ の 伝 送路 には 分 岐 方 式 とが 挙 げ られ る。

曇出;
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前者 は,遠 隔地 に散 在 す る多 くの 端末 を1本 の 回 線 で継 ぐ。 伝 送す る

情 報 量 が 少 ない 場 合 に,通 信 コス トを下 げ る うえ か ら も,セ ンタ ー側 が

主 導権 を もつ ポ ー リン グ方 式や 多 くの 回線 を ま とめ て接続 す る集 線 方式

な どの形 で採 用 され る。 一方,後 者 には,2っ の端 末装 置 を 直接 接 続 し,

会 話 的利 用 が 可 能 な 回線交 換 と,メ ッセ ー ジ交換 上 の チ ェ ックや 記 録 な

どの処 理 を行 ない,ト ラ フ ィ ック の高 い ネ ッ トワー ク に適 用 され る蓄積

交換 とが あ る。

変復 調 装置(MODEM)は,通 信 速 度 が 中速(200ビ ッ ト/秒)

以 上 に な ると,通 信 回 線 の適 した 信 号 との 変換 をす るた め に必 要 と な る。

通 信速 度 に つ い て は,現 在 の とこ ろ50ビ ッ ト/秒 の 中速,1200,

ま たは2400ビ ッ ト/秒 の高 速 とが あ る。 回 線が 自由化 され,オ ン ラ

イ ン処 理 が普 及 す る に つれ て ま す ます 高 速化 す る ことが予 想 され る。

次 に通 信 方 式 を み てみ る と,半 二 重 通信 と全 二 重 通信 お よび単 方 向通

信 との3つ が あ る。半 二重 通 信 は,中 央 と単 末 との問 で情報 を同 時 に両

方 に伝 送 す る こ とは で きな い が,方 向 の切 替 え に ょって交 互 に 送 受信 す

る。 全 二 重通 信 は 同 時 に 両方 向 に伝送 す る もの で あ る。 また単 方 向通 信

は 伝 送 方 向が 一 方 向 に 固定 さ れて い て,利 用範 囲は か な り限 定 され る。

5.2.4端 末 装置

端 末装置 は 通 信 回線 を介 して 中央処 理装 置 に接 続 され,マ ン ・マ シ ン

・イ ンタ ー フ ェ イス と して オ ン ライ ン ・シス テ ムの 重 要 な位 置 を 占め て

い る。 そ の 役割 は デ ー タあ るい は プ ロ グ ラ ム を読 み 取 って,と れ を通信

回線 に送 出 し,ま た通 信 回 線 を経 由 して送 られ て くる処 理 結果 を 出力す

る こと であ る。 端末 機 器 は 入 力 部,出 力 部 お よび 伝送 制御 部 か ら構 成 さ

れ る。 入 力媒 体 に記 録 され た情 報 を 電 気符 号 に変 換 して伝 送 制 御 装 置 に

渡 す のが 入 力 部 で あ り,こ れ とは 逆 に通信 回 線か ら伝送 制御 部 を経 由 し

て送 られ て きた 情報 を 出 力媒 体 に記 録 した り,表 示 装 置 に ラン プ表 示 す

る のが 出力部 で あ る。 ま た伝 送 制 御 部 は,入 出力情 報 の速 度 変 換,蓄 積,

誤 り検 出,訂 正動 作 を行 な う。端 末 機 械 を大別 す る と,比 較 的 多 種 類 の

業 務 にわ たっ て使 用可 能 な汎 用機 器 と特 定 の業 務 の た めに開 発 され た専
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用機器 とが ある。定形 的な大量 の情報の入 出力には,操 作性 にす ぐれ,

その業務 に適す る専用機器 が用 られる。一般的 に,端 末装 置に要求 され

る条件は,操 作が容易で,機 器の動作音が 小さ く,軽 量かつ コンパク ト

で事務室 にマ ッチ した外観 を もってい ること,発 熱 量が少 な く,防 塵対

策が 講 じられていて,特 別 な設備を しな くて も普通の場所で使える こと

左どであ る。 また信頼度は,一 般事務 機器 よ り高 く,故 障 した場合で も

回復 時間の短 かい ことが必要 である。
●
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6.運 用 と 管 理

6.1セ ン ター の 運 営 方針

運 営 方 針の策 定 は 多 角 的 な面 か ら検 討 され ね ば な らな い。 特 に5.2で 示

す会 計 システ ム,5.3の=・ 一 ザ ー とセ ン ター の責 任 と義 務,そ して5.4で

述べ るサ ー ビス の 内 容 とそ の 方法 等 とい う問題 が 重 要 で あ る。

運 営 方 針 とい う場 合 リモ ー トバ ッチ ・シス テ ム だけ か ら検討 す る ことは

で きな い し,や は リタ イ ム ・シ ェア リン グ ・シス テ ムとは コンパ テ ィブル

な存 在 と して策 定 す る必 要 が ある。

会 計 シ ステ ムは 商 用 には 不可 欠 で あ る。 ユ ーザ ー に とって 最 も基 本 的 な

考 え方 は,シ ス テ ム を利 用す る こ とに よ り会計 シス テ ムが 発 行 す るtt請 求

書"に 対 し,そ れ にみ あっ た 反対 給 付 が あ るか否 か に ある。 反 対給 付 とい

う場合 種 々の 条 件 が あ る。即 ち,① セ ンタ ーの サ ー ビス体 制 ・② ハ ー ドウ

ェア ・シス テ ム,ソ フ トウ ェア ・シス テ ムの 信頼 性 と安 定 性,③ オペ レー

テ ン グ ・シス テ ムの 充 実 した 機 能,等 が そ の主 な もの で あ り,会 計 システ

ムは これ ら諸 条 件 を考 慮 した シ ステ ムで なけ れ ば な らない 。

さ らに ユ ーザ ー とセ ンタ ー との責 任 と義 務 を明 確 に す る 必要 が あ る。 契

約 時 に お いて明 文 化 さ れ た責 任 と義 務 を双 方が 確認 し,ト ラ ブル 発 生 の防

止 と,発 生 時 の す みや か な リカバ リー対 策 へ の配 慮 が なさ れ ねば な らな い。

遠 隔 シス テ ムの 場 合,特 に問 題 に され る のが フ ァ イル に 関 す る もの で,こ

れ につ い ては リモ ー トバ ッチの 場合 とい え ど も比較 的重 要 で あ る。 それ は

ファ イル保 護 と機 密 保 護 に関 す る もの で,多 分紳 士 協 定 的 な性 格 を も有 し

てお り,そ の運 用 と管理 は 厳 密 な対策 が 必 要 で あ る。

また,サ ー ビス も重 要 な条 件 で あ る。 商 用 の場 合 セ ンタ ーに お け る商 品

は セ ン トラル ・プ ロセ ッサ ー の能 力 と資 源 の分 配 で あ り,サ ー ビスの 内 容

はそ こか ら出発 す る こ とに なる。 そ して そ の周 囲 に,対 タ ー ミナ ル の関 係

にお い て のサ ー ビス が あ り,運 用効率 の 向上 をは か る 必要 が あ る。

以 上 が 運 用 と管 理 に お け る前 提 条 件 で あ りそ の上 に立 っ て具体 的 な運 用

と管理 を策 定す る必 要 が あ る。 そ の場 合 次 の よ うな問 題 を 主 として検 討 を
一一72一

●

⑨

●



■

■

■

要 す る。

・利 用 に関 す る 申請事 項 と条 件 の 設 定

・サ ー ビス 料金

・ユ ーザ ーへ の援 助 と訓 練

セ ンタ ー利 用 に関す る手 続 手 順 の概 略 は 次図 の よ うに な ろ う。 次 図(A')

(A")の 手 続 は最 初 だけ に必 要 と され る もの で,前 者 につ い て は 特 に利 用

内 容 の 確認 とパ ス ワー ドの 設定 が 重 要 で あ る。

利 用 内 容 は セ ンター の運 営 方 針 に も とつ く利 用条件 が 設定 され る。 そ の

設 定 条件 は 当然 シス テ ムに よ り異 なっ て くるが,例 と して は サ ー ビス時 間,

フ ァ イル 容量(利 用者 フ ァ イル),コ ア ・メモ リ使 用量,GPU使 用時 間,

入 出力 カー ド枚 数,出 力 印 刷枚(行)数,1/Oデ バ イス 等 で あ る。 ま た

これ らの条件 は セ ン タ ー ジ ョブ,リ モ ー トジ ョブの使 い 分 け に よっ て も異

な る。 これ に つ い ては 次 の よ うな形 態 が考 え られ る

・タ ー ミナ ル入 力 ・タ ー ミナ ル 出力(タ イ ム ・シェア リン グ,リ モ ー ト

バ ッチ ・ジ ョブ)

・タ ー ミナル入 力 ・セ ンタ ー出 力(リ モ ー トバ ッチ ・ジ ョブ)

・セ ンタ ー入 力 ・ター ミナル 出 力(リ モ ー トバ ッチ ・ジ ョブ)

・セ シ タ ー入 力 ・セ ン ター 出力(ロ ー カル パ ッチ ・ジ ョブ)

以 上 の よ うな諸 条件 が あって,利 用者 は そ の範 囲 内 に お いて 業 務 の 効率

的運 用 をは か る必 要 が あ る。

シス テ ム と ジ ョブ 種 別 に よる条 件 項 目の設定 は セ ン ター の処 理能 力 が 基

準 と され る ため,画 一 的 に設定 す る こ とは不 可 能 で ある。 しか し一 般 的 に

言 え る ことは,リ モ ー トバ ッチ処 理(一 括 処理)は ほ とん ど条件 を設定 し

ない の が 原 則 と され よ う。 一括 処 理 に おい て は,タ イム ・シ ェア リング処

理 で 設 定 され る諸条 件 は 運 営 上 不 要 で あ る。 しか し ファ イル 容量 デ ー

タや プ ロ グ ラムの利 用 者 ファ イル で はそ の 容 量 に対 す る制 約 が 必要 で

あ る。

ま た ジ ョブ種別 では セ ン タ ー入 出力 の場 合が タ ー ミナル入 出力 の場 合 よ

り ゆるや か で あ る。 これ は上述 の シス テ ムにか か る趣 旨 と同様 で あ る。』
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最初だけ必要な手続

申 請 手 続

利 用 申 込

登 録 申 請 書

算

・(セ ン タ ー入 力')

プアイル登録申請書

処 理
カー ド・出力 用紙
MT・DISK

登録 番 号付与

出力結果返却棚

MT・DISK』

保 管 室

(セ ンター出力)

プログラム登録

申 請 書
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こ こで 条件 設 定 の一 例 を紹介 す る。 この 例 は鉄 道技 術 研 究 所(非 営 利)

におい て 設 定 され て い る もの であ る。

リ モ ー ト ジ ョ ブ の 種 類 と 性 格

ジ ョブ の種 類

項 目
RA・JOB RB・JOB RC.JOB RS・JOB

優 先 順 位 1 2 3 4

,エ ア ・ メ モ リ使 用 量 40KWま で 40KWま で 40KWま で

・

制 限 な し

CPU占 有 時 間 1分 ま で 5分 ま で 10分 まで 〃

入 力 カ ー ド 枚 数 500枚 ま で 1000枚 ま で 2000枚 ま で 〃

出 力 印 刷 枚 数 50枚 まで 100枚 ま で 500枚 ま で 〃

出 力 カ ー ド 枚 数 100枚 ま で 500枚 まで 3000枚 ま で 〃

持込み1/0フ ァイル 不 可 不 可 不 可 可 能

セ ン タ ー へ の 出 力 〃 〃 〃 〃

セ ン タ ー ジ ョ ブ の 種 別 と 性 格

ジ.ブ の種 類

項 目
A・JOB B・JOB C・JOB S・JOB

優 先 順 位 1 2 5 4

ターンア ラ ウン ト、タイ ム 2時 間～ 半 日 半 日 ～1日 1日 以 上 2日 以 上

GPU占 有 時 間 1分 まで 3分 まで 10分 まで 制 限 な し

入 力 カ ー ド 枚 数 500枚 ま で 1000枚 ま で 2000枚 ま で 〃

出 力 印 刷 枚 数 50枚 ま で 100枚 ま で 300枚 ま で 〃

出 力 カ ー ド 枚 数
!・

100枚 ま で 500枚 ま で 5000枚 ま で 〃

持 込み1/Oフ ァイル 使 用 不 可 使 用 可 使 用 可 使 用 可

そ の 他 の1/O 不 可
ディスク・パ ック

磁気テー プ

ディスク・パ ック
磁気テー プ紙テー

カXYプ ロッター

一

この表 に お い て,S・JOBあ るい はRS・JOBは 項 目の 一 つがG・

JOBあ る い はRG・JOBを 超 え る ジ ョブ を指 し,ロ ー カ ル バ ッチ ・ジ

ョブ的 な性 格 を もつ こ とに な る。

パ ス ワー ドは ユ ー ザ ー保 護 の立場 か ら設 定 され る。 これ は 利 用者 の確 認,

プロ グ ラ ム と フ ァ イル の保 護(利 用者 ファ イル),あ るい は デ ー タ ・ペ 一
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ス保 護 等 の一 部 と して の機 能 を有 し,非 加 入 者 の 不法 な ア クセ スや リステ

ングを防止 し,あ るい は ファ イ ルの破 壊 を防 止 す る。

パス ワ ー ドの 設定 方 法 は 運 用 方 針,業 務 の性格 ,利 用者 の要 求 等 に よ り

千差 万 別 で あ法るが,大 別 す る と ソ フ トウ ェア に よる場 合 とハ ー ドウェア に

よる場 合 の二 通 りが あ る。 ハ ー ドウ ェアの 場 合,遠 隔 端末 機 よ りのCAL

Lを うげ る利 用 者 名 に よる確 認 で あ る。 ソフ トウェ ア に よる場 合 は シス テ

ムが 利 用者 に与 え る もの で レベ ル に多重 性 を もち,セ ン タ ーの 方針 に よ り

異 な る。以 下 に 設 定方 法 の例 を あげ る。 こ の例 は米 国 に おけ る タイ ム ・シ

ェア リン グ に よ るサ ー ビス ・ビュ ー ローの場 合 で あ る。

■

EX-1
会 計 番 号 符 牒 ユーザー番号

EX-2
ユーザー番号 端沫機器の応答機能

符 牒 ユ ーザー番号EX-5

アンナ → くック ・コード ユ ー ザ ー 番 号EX
-4

会 計 番 号 符 牒
EX-5

、

上記5例 の 他 に種 々 の組 み 合 わ せ に よ り確 認 され るが,使 用 され る項 目

(会 計 番 号,ユ ー ザ ー番 号 等)は ほぼ 上 図 にみ られ る よ うな もの で あ る。

料金 計 算 の 運 用 と管 理 とい う場 合,料 金 の算 定 基 準,集 計 と請 求 の2つ

の間 題 が あ る。

算定 基準 の基 礎 は セ ン トラル ・コ ン ピュ ー タの 資 源 と能 力 の供 給 力 とサ

ー ビス体 制 に あ る。 算 定 方 法 は 従 っ て セ ンタ ー に よ り異 な って くるが,主

に タ ー ミナ ル接 続 時 間,セ ン トラル ・プ ロセ ッサ ー使 用 時 間,ア ァイル使

用容 量 に対 し賦課 され る。
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これ らは すべ て契 約 時 にお い て決 定 され るが,そ の前 提 と して 次 の よ う

な オ プ シ ョナル事 項 が 設 定 され よ う。

イ,協 定期 間 の 締結 … 契 約 時 に予 め利 用 期間 を設定 し,そ の 期 間 に よ

り基 本 料 金 が決 定 され る。

ロ・ 最底 料 金制 度 … ・ター ミナ ル接 続 時 間
,セ ン トラル ・プ ロセ ッサ ー

に対 して適 用 され る。

ハ,シ ス テ ムの 選 択 … 々 ン タ ーの 用 意 す るい くつか の シ ス テ ムを利 用

者 に提 示 し,そ の 各 々が 異 な るサ ー ビス,料 金 を有 す る。

二・ サ ー ビス 時 間 と曜 日 … 特 定 の 時 間 と曜 日の セ ン ター利 用 に対 す る

特 別 料金 の 附 加

ホ・ 特 定 利 用 者 に 対 す る割 引 き ・… セ ン タで定 め た特 定 の 利 用 者(例 へ

ば 教 育機 関 等)に 対 して 割引 きサ ー ビス を行 な う。

へ 臨時 使 用 料 金の 設 定 … 短 期 で随 時 的 に利 用 す る者(例 へ ば ゼ ミナ

ール ,催 し物)に 対 し特 別 な使 用 料 金 の設 定 を行 な う。

ト,バ ッ クグ ラ ン ド ・モ ー ド ・サ ー ビス ・… バ ック グ ラ ン ドで処 理 可 能

な 業務 に対 して特 別 な使用 料 金 を設 定 す る。

これ らが 料 金 算 定 の基 準 の 前提 に あ っ て,さ らに この下 に細 部 に わ た る

基準 が が設 け られ よ う。 それ に は,タ ー ミナ ルi接続 時 間(コ ネ クテ ィ ング.

タ イ ム),CPU使 用時 間 と占有 量,フ ァ イル使 用容量 が ある。

イ,コ ネ ク テ ィング ・タ イム

セ ン トラル ・コ ン ピュ ー タ とB－ ミナ ル がONの 状 態 で あ る時 の 時

間 で,ユ ーザ ー の認 識 コ ー ドの受 領 時 点 か ら システ ムの 切 り離 しま で

を対 象 とす る場 合 と,ユ ーザ ー の シス テ ム の稼 動 開始 時 点か ら終 了 時

点 まで の場 合 とが あ る。 さ らに そ の コ ネク テ ィ ング ・タ イ ムを1時 間

単 位 で ラ ンク付 け す る場 合 と,一 定 の使 用 時 間 帯(例 へば0～15時

間,15時 間 ～ ろ0時 間等)を 設 け る場 合 もあ る。

ロ,CPU使 用 時 間 と 占有 容 量

この両者 は 一体 となっ て 算定 の基 礎 を なす もの で,前 者 は秒 単 位 が

原 則 と され,後 者 の場 合 まっ た く考 慮 され ない が ,「 コア ・ユニ ッ ト」
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を設 げ ユ ニ ッ ト単 位 に ラ ンク付 け され,そ れ にCPU使 用時 間 が乗 じ

られ る。CPU使 用 時間 は プ ログ ラムの 編集 や実 行 に要 す る全 時 間 を

対 象 とす る。

ハ ,フ ァ イ ル使 用容 量

あ る一 定 量(例 へ ば0～6qOOO字,0～75,000字)ま で を

無 料 と し,そ れ 以 上 の 使 用量 の場 合 ユ ニ ッ ト化 して,そ の 各 『々 が 異 な

っ た 料金 を有 す る。

以 上 は算 定 の 基準 と して の 一例 で あ り,セ ンター は上 記 イ,ロ,ハ

の組 み 合せ に よ り独 自の 会計 シス テ ム を 作成 す るが,原 則 と して は時

間 と容 量 の ユ ニ ッ ト ト化 」が 必 要 で あ る。 これ は セ ン ターの 会計 シス

.テ ムに融 通 性 を もたせ,ユ ー ザ ーは利 用 方 法 の 如何 では 低 料 金 で 利用

可 能 と もな り得 る。 セ ン ター はそ の 「ユ ニ ッ ト」毎 の加算 に よる ユ ー

ザ ーの 利 用 料 金 を算 定 す る。 図示 す る と次 の よ うに な ろ う。

■

口
(コネクティング・タイム)

十

秒

単

位

十

ユ

三

夕

ト

②

(CPU占 有容量)

十

(CPU使 用時間)

圏
(フ ァイル使用容量)

ユ ーザ ーに対 す るサ ー ビス と考 え られ る ものに援 助 と広報 が あ る。

援 助 には・ プ ロ グ ラム 開発,コ ー デ ング,テ パ ッキ ング援 助, .ド キ

ュ メンテ ー シ ョンの発 行 等 が あ り,ユ ー ザ ーの効率 利 用 を側 面 的 に高

・め るこ とに な る。 ま た ユー ザ ーに対 し訓 練 の場 を与 えね ば な らな い。

セ ン タ ーの シス テ ムは そ の ア プ リケー シ ョンの 常 時 開放 が 必 要 で あ る。

援 助 は 利 用 者 の 加入 時 点で施 行 さ れ るが,そ れ 以降 では 広報 が 重 要

な もの と な る。 広報 の 主 な 内容 は 次 の三 点 で あ る。

イ,セ ン タ ーの ハ ー ドウ ェア ・シス テ ム と ソ フ トウ ェ ア ・シ ステ ムの変

.更 に伴 な うもの。

ロ,セ ンタ ーの 運営 方 針の 変 更 に伴 な うもの。
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ハ,教 育 に関 連 す る もの。

特 に上 記 イ,ロ につい ては早 急 に周 知 徹 底 の 必要が あ り,事 前連 絡 を前

提 とす る もの で あ る。

6.2会 計 シス テ ム

異 企業 間に お け る大型 電子 計算 機 の 共 同 利 用 を前提 と した 電子 計 算 機 の

運 用 と管理 にお い て,最 も重 要 な要 素 の 中の 一 つ に 電子 計算 機 の 利 用 料 金

が あ る。

この利 用 料 金 につ い て,運 用 と管理 を正 確 に,か つ,効 果 的 に行 な うた

め にはEDP化 され た 会計 システ ム を樹 立 す る必要 が あ る。

そ の 理 由は 電子 計 算機 共 同 利 用 の組 織 体 が 如 何 な る経 営形 態(計 算 機 セ

ンタ ー,共 同 出 資会 社,組 合組 織 体 と しての 生存 を図 る必 要 が あ り
,こ の

生 存 を計 る ため 根 本 的 シ ステ ムが会 計 シ ス テ ム と言 って も過 言 で は ない か

らであ る。

しか し,こ の 会計 シス テ ム につ い て論 ず る こ とは組 織形 態 な らび にそ の

運 用 と管 理 形 態等 に大 き な差 異 が あ り,不 可 能 で ある。 そ こで,こ の 章 で

は会 計 シス テ ムにお げ るEDPSの 機 能 な らび に会計 シ ステ ム にお い て 基

礎 デ ータ とな る利 用料 金 の算 定 基 準 につ い て 記 述 す る。

{1)会 計 シス テ ムに お け るEDPSの 機 能 につ い て

会 計 シス テ ムvak・ け るEDPSと して の 処 理 プ ログ ラムは 下 記 の 二 つ

に大 別 され る。

。OS下 での 処理 プ ロ グラ ム

。 ・独 立 処 理 プ ロ グ ラム

OS下 の処 理 プ ログ ラムとはEDPSと して の処 理 プ ロ グ ラ ムの一 部

が,OSの 中 に組 み込 まれ て処 理 さ れ る もの で,人 間 が正 確 に ,か つ 直

接 に処 理 す る こ とは 不 可 能 な もの を処理 す る プ ログ ラムで,こ の プ ログ

ラ ムの 主 な機 能 は 次の 通 りで ある。

イ,利 用 者 資格 審査

ロ,利 用 料 金 に関 す るデ ータ収 集
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そのJOBが 正当な利 用者で あるか,否 か を判定する機能で,こ れ を必

要 とする理 由は利用者の電子計算機利 用料金 を正当 な利用者 に請 求す るた

めで ある。 なお,利 用者 資格 審査 には この他に,電 子 計算機 に登録 した利

用者の プログラムやデータの秘密保護 機能 も有 してい る。

利用料金 に関するデータ収 集は利用者のJOB開 始 か ら終了時 までの仕

事量 を正確 に把握 し,こ れ を利用料金データ として捉 えてファイルす る機

'能であ る
。

独立処理 プログラムは 必要 に応 じて独 自に処理す るもので,そ の主 な機

能は 次の とお りで ある。

イ,利 用者薄 の作成

ロ,会 計 資料の作成

ハ,管 理 資料の作成

利用者名簿 とは会計 システ ムにお いてマス ターフ ァイル とな るもので,

マスターフ ァイルの新規 登録,訂 正,削 除 を行 な う。

会計 資料の作成 とは利用者名簿 と利 用料金 データ よ り会計 上で必要 とす

る資料(例 えば利用料金の請求書,各 種の利用料金一覧表)を 作成するこ

とで ある。

管理 費用の作成 とは利 用者名簿 と利用料金 データ より管理上で必要 とす

る資料(例 えば電子計算 機利用状況一覧 表,利 用者 別利用状況一覧 表)を

作成 す ることである。

(2)利 用料金 の算定基準 につい て

大型電子計算機の共同利 用において運用 と管理 を正確 に,か っ,効 果

的に行な うためには利用料金の算定基準 を明確 に してお く必要が ある。

この利用料金算定基準 を明確化す るためには 次の二つを明瞭化 してお く

必要がある。

。 利 用料金対象物

。 対象物の単価 と算定方法

利用料金対象物は電子 計算機 の種類,運 営方法等 に多少の差異が ある

が,こ こでは利用料金対象物 と考 え られ るもの下記 に列記 してみた。
-80・一
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◆

イ.ハ ー ドウ ェアの 利 用 料金

本 体 関 係

本 体 の使 用 料金

入 出力 機械 の使 用料 金

プ ロ グ ラム,デ ー タ の登録 料 金

オ ン ライ ン関 係

端 末 機 の 使 用料 金

通 信 回 線 の 使用 料金

本体 と端末 の 接続 料 金

ロ.ソ フ トウ ェアの利 用 料 金

く デ ー タの 利 用 料金

二・ そ の 他の 利 用 料金

初 回金

基 本 料 金

LP用 紙 代金

対 象物 の 単価 と算 定万 法 は電子 計算 機 の種 類,運 用方 法 等 に よ り大 き く

左 右 され るの で 一概 に論 ず る こ とは不 可 能 で あ る。 そ こで海 外 に お け る オ

ン ライ ン ・シ ス テ ムの利 用料 金表 を参 考 資料 と して 次 に あげ る。

海 外 に お げ る オ ン ライ ン シス テ ムの 利 用 料金 一 覧表

oAllen-・BabcockComput■ng,工nc .

セ ン トラル コ ン ピュ ー ター=IBM560/50

TSSuak・ け るGPU1分 間 当 りの 使 用料 金

ch8
,000

12,000

16,000

20,000

24,000

28,000

52,000

ドル6
.50

8.50

10.50

12.50

15.50

14.50

15.50
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()内 は1ケ 月 間 に お い てTSSの 使 用 料 金 が420ド ル 超 え た

分 の 割 引 料 金 で あ る 。

リ モ ー トバ ッ チ に お け るCPU1時 間 当 りの 使 用 料 金 は117ド ル,

1ケ 月 間 の ス ト レ イ ジ 使 用 料 金,

IBM-2314100Kch当 り=12ド ル

IBM-2321100Kch当 り=4ド ル

oCall・ 一－AT-〈〕omputer

セ ン ト ラ ル コ ン ピ ュ ー タ ー=GE255

1秒 間 当 りのCPU使 用 料 金 一5セ ン
,ト

1ケ 月 間 に お い て1時 間 当 り のFネ ク ト料 金 と ス ト レ イ ジ 料 金

・ネ ク ト時間1・ ネ ク ト料金 ス トレイジ料金(t536ch当1ノ)

15時 間以 内 9ド ル
"2ド

ル

15～50時 間 8ド ル 1.5ド ル

30時 間以上 6.5ド ル 1.5ド ル

,.そ の 他,最 初 に100ド ル 必 要 と す る 。

oCom-SharqInc

セ7ト ラ ル コ ン ピ ュ ー タ 「=SDS940

CPU使 用 料 金

1分 間 当 リ ー2.50ド ル

格 納 文 字 は1ch当 り ー2セ ン ト(但 し1日60Kch迄 無 料)

1ケ 月 間 の 接 続 料 金

1ケ 月間の接続時間

25時 間以内 接続時間 ×20ド ル

25～50時 間 450ド ル 十(接 続 時 間 一25)×17ド ル

50～100時 間 750ド ル 十(接 続 時 間 一50)×11ド ル

100時 間以 上 1200ト ㍉レ十(接 続 時 間 一100)×10ド ル

周辺 サ ー、ビス の料 金
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ラ イ ン プ リ ン タ ー

磁 気 テ ー プ

カ ー ド リ ー ダ ー

カ ー ドパ ン チ

紙 テ ー プ パ ン チ

そ の 他

(1頁 当 り)=Q10ド ル

(1時 間 当 リ)=:25.00ド ル

(〃)目 〃

(〃)一"

(〃)=〃

最 低 料 金 一100ド ル

開 始 料 金=100ド ル

ITTDataService

セ ン ト ラ ル コ ン ピ ュ ー タ ー とGPU使 用 料 金

IBM560/65=20ド ル(1分 間 当 リ)

IBMろ60/50=7ド ル(1秒 間 当 リ)

1時 間 当 リの タ ー ミ ナ ル コ ネ ク ト料 金==10ド ル

ス ト レ イ ジ 料 金

IBM2511=9セ ン ト(1ト ラ ッ ク,1月 当 リ)

IBM2ろ14=24ド ル(1シ リ ン ダ ー,1日 当 リ)

oMcdonnellAutoMationCompany

セ ン ト ラ ル コ ン ピ ュ ー タ ー

(}E420

GE425

1秒 間 当 リのCPU使 用 量 金=5セ ン ト

1時 間 当 りの タ ー ミ ナ ル コ ネ ク ト料 金 一10ド ル

1台1ケ 月 間 の ス ト レ イ ジ(DSU204)料 金==2 .50ド ル

初 回 金100ド ル

6・5ユ ーザ とセ ン ター の責 任 と義 務

r責 任 と義 務 」に つ い ては契 約約 款 と して 明確 に規 定 され ねば な ら ない。

契 約 の 性格 は双 務 的で は ある が,予 め セ ン ターで 用意 され た契 約 内容 に制

約 を受 げ る。 これ は セ ン ター の運 営 方 針 を堅持 す る ため で,利 用 者 は そ の
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範 囲 で 有効 に運 用 で きる業 務 を選 定 す る 必要が ある。 反 面,利 用 者は セ ン

ター に対 し円 滑 な運 用 と管 理 を要 求 す る。 従 って 責 任 と義務 は そ の 両者 か

ら並 列 的 に発生 し,そ の 意 味 か ら双 務 的 で あ る と言 え る。 この項 では 上記

趣 旨に も とつ い た 責任 と義 務 の具 体 的 な事 例 を設定 し考察 す るが,実 際 の

運 用 か ら派 生 した もの では な い こ とを附 記 して お く。

責 任 と義 務 の発 生す る主 な項 目と しては,「 フ ァ イル 」,「 障害 」に焦

られ よ う。 フ ァ イル の保 護 と不 法 ア ク セス や リス テ ィ ン グの防止 で あ る。

前者 に つ い ては 責 任 の所 在 は そ の 時 点 にお い て の確 認 に よ り明確 にされ よ

うが,後 者は 原則 と して セ ン タ ーが そ の責 を負 う必要 が あ る。即 ち,セ ン

ターは不 法 な ア ク セ スや リス テ ィ ング を発生 させ な い よ うな シス テ ム と体

制 が 義務 づけ られ る こ とに な る。 特 に利 用者 フ ァ イルが 他 人 に有 用 され る

性格 の もので あれ ば,な お 厳 重 な管 理 が 必要 で ある。

ま た障害 につ い て主 な もの は 次 の場 合が 考 え られ よ う。

イ.障 害 に よ りシス テ ムが 利 用で きない場 合

ロ.障 害 に よ りフジ ィル が 利 用で きな い場 合

ハ・ 障害 に よ り出力 結果 の信 頼 性 に 疑 い が あ る場 合

これ らは 当然 予 想 され る こ とで あ り,契 約 上 重 要 な位 置 を 占め る。 イ ロ

に つ いて は利 用 不 可 能 な部 分 に対 して の セ シタ ーの 「補 充 」が義 務 づけ ら

れ よ う。 問題 は ハ の 場合 で あ ろ う。 原 則 と して は セ ンタ ーで処 理 され た 出

力結果 は 正 当 な もの と 見な され る。 しか し何 らか の 障 害 に よ り出力結 果 に

対 し異 常が 確 認 され た場 合,そ こに再 計算 要否 の 問題 が 惹起 す る。 再計算

要否 の判 定 は 困 難 で あ ろ うが,し か しそ こに一 定 の基 準 を設 け 利 用 者 に予

め通 告 す る必 要 が あ る。 そ の 一定 基 準 の 設定(再 計 算 の対 象 とされ るケ ー

ス)は,

イ.ハ ー ドウ ェア ・シス テ ム上 の エ ラー

ロ.ミ ス ・オ ペ レー シ ョン に よるエ ラ一

八 .広 報 活 動 が 不 徹 底 の た め に生 じた エ ラ ー

二.上 記 以 外 の セ ンタ ーが 再計 算 が 必要 で ある と認 め た エ ラー

以 上が そ の 主 な もの で あ る。 さ らに ソ フ トウ ェ ア上 に発 生す る エ ラーが
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あ るが,こ の場 合 に既 に調 査 ・修 正 済 み の もの で あ りなが らエ ラーが 発 生

す る場 合 に限 られ よ う。 それ らは オ ペ'v－ テ ィ ン グ.シ ステ ムや セ ンタ_

で提 供 す る ア プ リケー シ ョンに 適用 され る。

「責任 と義 務 」につ い て は上 記 の 他 に 種 々考 え られ るが,こ こで述 べ た

ファ イル と 障害 は 運 用 上 基本 的 な もの で あ り,明 確 に 規定 す る必 要が あ る。

なお,こ れ ら以 外 に設 定 されね ば な らない のは,端 末 の利 用,保 管,手 続

上の 問 題 料 金 に 関す る 問題 で あ る。 しか し実 際 の運用 段階 に お げ るす べ

ての規 準 を設 け る こ とは不 可 能 で あ り,当 初 は 試 行 を前提 と し徐 々に埋 め

て ゆ く必要 が あ る。

6.4サ ー ビス 内 容 とそ の 方 法

計 算 セ ン ターが ユ ーザ ーに端末 装 置 を 使 用 させ るに あた っ て,次 の よ う

va=・=ザ ーへ の 定期 連絡,ユ ー ザ ーへ の援 助 活動 をす る必要 力1あ る と思 わ

れ る。

1.ユ ー ザ ー への 定 期連 絡事 項 は,新 し く使 用 可 能 にな った端 末 装 置 の 種

類,新 し く追 加 され た ア プ リケ ーシ ョンプ ログ ラム,ラ イブ ラ リと会話 可

能言 語,新 し く追 加 さ れ た コ ン ピュ ー タの機 能 に ともな う変 更 事 項(パ

ラメー タ,使 用規 則 の変 更等),そ の 他各 種 変 更 事項 の連 絡 で あ る。

2・ ユ ーザへ の 援 助 活 動 と しては,定 期 的 な会 議 端末 利用 者 へ の教 育,

端末 使用 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョンの充 実 が必 要 で ある。
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7.将 来 へ の展 望

リモ ー トバ ッチ処 理 に よる利 用形 態 は 新 ら し く,筒 ユニ ー クで ある。 今後

リモ ー トバ ッチ ・シス テ ムが い か な る発 展 推移 を た ど るか,現 状 では そ れ を

推測 で きる材 料 は あ ま りない 。 しか しタ イ ム ・シ ェア リング ・シ ス テ ムに お

け るサ ー ビス は漸 次 拡大 して い る。.

リモ ー トバ ヅチ ・システ ム は 前述 した とお り独立 した シス テ ム を して は成.

立 しな い。 タ イ ム ・シ ェア リン グ との 併 合処 理 に よ り,互 いに 補 完 的 機 能 を

有 す る 所 か ら両者 は 一 体 とな る。

従 っ て タ イ ム ・シェ リン グ にお け るサ ー ビスが 増 大 すれ ば,そ れ に伴 ない

リモ ー トバ ッチ ・シス テ ム は拡 大 す る。 さ らに ハ ー ドウ ェア に して も中小 型

,機 に よ、る オン ライ ン指向 が な され,そ の開発 が要 請 され て い る。

この よ うな推 移 は オ ン ライツ に よる処 理 に対 す る融通 性 と飛 躍 的 な コス ト

・パ フ ォー マ ンス の 向上 が 確 保 可能 とな り,リ モ ー トバ ッチ シ ステ ムは今 後

、'1ます ま す発 展 す る こ とで あ ろ う。
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∬ タ イム ・シ ェア リン グ ・シス テ ム の 応 用 実 験

1.概 説

●

タ イム ・シ ェ ア リン グ ・シ ス テ ム(MACシ ス テ ム)vak画 け る応 用実 験 は昭

和44年10月 に開 始 され,約1年 半 余 の実 績 を有 す る に至 っ て い る。 その 間,

シス テ ムの安 定,さ らに 利 用者 側 にお け る利 用効率の向上 が見 られ ,昨 年 度 と比

較 した場 合,シ ステ ム の 使 用 状況 とそ の評 価 は か な り前 進 した ものが み られ る。

端末 設 置 場所 には変 更 は な く,以 下 の8端 末 を実験 の 対 象 に して い る。

o

o

o

o

o

o

通商産業省重工業 局情報処理振興課

郵政省電気通 信監 理官室

日本電信電話 公社技術局調査部門

機械振興協会経済研究所

日本 自動車連盟

当センター

台

台

台

台

台

台5

本稿では上記の うち5端 末 の例をとb,そ の利 用状況 を評価 について述べた

ものである。
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2.シ ス テ ム の 概 要

1.コ マ ン ドの 概 要

利用 者 は,コ マ ン ドに よっ て シ ステ ム との 会 話 を行 な うこ とがで きる。

コマ ン ドは,つ ぎ の よ うな二 つの部 分 か ら構成 され て い る
。

COMMANDNAME:コ マン ドの 種類(た とえ ばtt工NPUT';"BYE"

など)を 指 定す る。

OOMMANDPARAMETER:COMMANDNAMEで 指定 され た コ マ ン

ドに対 し そ の 内容 が 処 理 する事 項 な ど を具

体 的 に 指定 す る。(た とえ ば,利 用者 名の指

示,フ ァイル 名 の 指 定 な ど)

コ マ ン ドは利 用者 が新 し く追 加 ・登 録す る ことで
,次 第 にふ え て ゆ く性

質 を もっ て い るが 現 在 つ ぎに 示 す よ うな コマ ン ドが 用意 され て い る。

(1)シ ヌテ ム との 会 話 の 開 始 終 了 を行 な う コマ ン ド

HELLO利 用者 と シ ステ ム との 会 話 の 開始 。

BYE利 用 者 とシス テ ム と の会 話 の終 了 。

(2)フ ァ イル の 内 容 の作成 ・変 更 ・出力 に関す る コマ ン ド

INPUT

UPDATE

RENUMBER

OUTPUT

GOUTPUT

COPY

LOAD

SAVE

フ ァイル を新 た に 作成 し,登 録す る。

す でに 登 録 され て いる フ ァイル 内容 を修正 す る。

す で に登録 され てい る フ ァ イル の ライ ンナ ンバ ー

を新たに付け直す』

フ ァイル の内 容 を 端末 装 置 に 出 力す る。

フ ァイル の内 容 を電 子 計 算 セ ン ターの 高速 度 製表

印字 装 置 に 出力 す る。

す で に 登録 され て い る フ ァ イル の写 しを ラン ダム

・ア ク セ ス ・フ ァ イル の他 の エ リアに とる
。

磁 気 テ ープ に ある フ ァ イル を ラ ンダム ・ア クセ ヌ

・フ ァ イルに移 す 。

ラ ンダ ム ・アク セ ス ・フ ァ イル を磁 気 テー プにダ

ン プす る 。
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(3)フ ァ イ ル デ ィ レ ク ト リ の ハ ウ ス キ ー ピ ン グ に 関 す る コ マ ン'ド

RESERVE

RENAME

MODEGHANGE

PURGE

PULIJ

ランダ ム ・アク セ ス ・フ ァイル に エ リア を確保 し

フ ァ イル名 を フ ァイ ル デ ィ レク トリに登 録 す る。

す でに 登 録 され て い る フ ァ イル の 名 前変 更 。

.すで に登 録 され て い る フ ァイルの モ ー ド変更 。

す で に登 録 され て いる フ ァイル の 抹 消。

他 の グル ー プの フ ァ イ ルの利 用 を可 能 に す る。
o

BEGIN

入 力.出 力を

待 っている状
態

プログ ラム実

行 のために待
行列に入 って
いる状態

コマ ンドのタイ

プイ ンを開始[の
コマ ンドを待 っ

てい る状態

プ ログ ラムを ロ
ー ドしたがまだ

実行 していない

状態

端 末 装 置 の 状 態

●

●

(4)プ ログ ラムの 実 行 を制 御 す る コマ ン ド

FORTRAN

L工NK

START

RESTART

END

FORTRAN言 語 で 書 かれ た ソ ー スプ ログ ラム

を コン パ イ ルす る。

FORTRANコ マ ン ドの 出 力で ある数 々の リロ

ケ ータ ブ ルサ ブ プ ログ ラム を リン ク して オ ブ ジ ェ

ク トプ ログ ラム を 作 る。

オ ブ ジ ェク トプ ロ グ ラム を イニ シ ャル エン トリー

ポ イ ン トか ら実 行 を 開始 す る。

実 行 を一 時 中断 され た プ ログ ラム の実 行 を継 続 さ

せ る。

実 行 を一 時 中 断 され た プ ログ ラム を終 了 させ る。
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ASS工GNプ ログ ラムで 指定 され て い る フ ァイル を実 行 時 に

他 の フ ァ イル に変 更 させ る。

(5)シ ス テム の 索引 お よび 問 合 わせ の ため の コマ ン ド

L工ST

ASK

INQUIRY

TEACH

フ ァイルデ ィ レク トリに登 録 され て い る フ ァ イル

の情 報 を リス トア ッ プさ せ る。

指 定 した フ ァイル が登 録 され て い るか ど うか を問

合 わせ る。 あわ せ て,フ ァ イル デ ィ レク ト リの詳

細 な情 報 も出力 す る こ とが 可能 。

現在 の 会 話 情 況 な ど シ ステ ムの 状 態 を問 合 わ せ る。

利 用者 に使 用法 などコマン ドに関す る情 報 を与 え る。

●

2.シ ス テ ム の 実 験結 果 例

次 に示 す 例は 当 セ ン ター にお け る 一 つ の実 験 結 果 で ある。 実 験 例 で は フ

ォー トラン ・プ ログ ラム の コン パ イル を行 ない,平 方根 算 出 の 函数 を求 め

た もので あ る。
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〈 実験 例〉

UELCOHE

READY15-06-22

※HELLOGO1,JIPDEC

VAIT15-06-55

HELLOAT71/04/2115-06-35NO.16

NEAC-TSS(PHASEO)REV●OO-05

READY-15-06-」5

※1NPUTS,EXMPLA

VAIT15-07-01

● ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

100
200
300

400

500
600
700

800

900
1000
1100

1200
1]OO

EOP

100
200
JOO
400

READ(10,100)A

READ(10,200)B

READ(10,=500)C

P#(A+B+C)※0.5

S#SQRT(P※(P-A)※(P-B)※(PrC))

㍑蒜,(㍑ ♀1)A・B・C・S
FORr・!AT(F4.1)

FORMAT(F4.1)

FORMAT(1Hl,8X,1HA,9X,1HB,9X,1HC,4X,7HMENSEKI/1HO,5FlO.1)

STOP

EM〕

1EOF

O.425

READY15-12-]8

※FORTRANEXMPLA

VAIT15■13-01

EOP

READY

※LINK

VAlT

※01

※02

※03

※04

1.970

15-1」-13

15-1]-22

PHASE/EXMPLA

UNIT/KBI
CALL/EXHPLA

lEOF

}{AXIMUMAMSO24BANK

EXMPLAOBJECTRMSOO5BANK

ENDLIM(LOAD

EOP6。 」65

●

READY

※START

WA!T

※5000

※6000

※8000

15-14-22

EXMPLA

15-14-4」

●

STOP
EOP

A

500.0

READY

※BYE

UAIT

1.472

B

600.0

15-15-09

15-15-」7

C MENSEKI

800●0149812.4

BYEAT71/04/21
TIMEUsED10●232
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5.フ ァ イ ル の 概 要

リモ ー ト ・ タ ー ミ ナ ル の 利 用 者 か ら ア ク セ ヌ さ れ る フ ァ イ ル は,ラ ン ダ

ム ・ ア ク セ ス ・ フ ァ イ ル を 中 心 と し たOn-lineStorageと,磁 気

テ ー プ を 中 心 に し たBacl(upStorageに よ り構 成 さ れ る 。高 価 で,

容 量 に 制 限 の あ るOn-lineStorageを 有 効 に 利 用 す る た め,ほ

と ん ど 利 用 さ れ な い フ ァ イ ル は 磁 気 テ ー プ に 格 納 し,必 要 な と きOn-

lineStoiCageに う つ し か え ら れ,利 用 者 は 自 分 の フ ァ イ ル が ど こ

に 存 在 す る か を 一 々 気 に し な く て も利 用 で き る よ う に な っ て い る 。

利 用 者 が,自 分 の フ ァ イ ル を 利 用 す る に は,シ ン ボ リ ッ ク な
.File

Glassを 指 定 す れ ば 充 分 で あ る 。

F・ILECIasSと し て は

S:(SourceProgramFile)

R:(RelocatableProgramFile)

O:(ObゴectProgramF工le)

D:(DataFile)

U:(TransactionFile)

の5種 類 が あ る 。

ま た,利 用 者 はCreationNumberに よ っ て,同 一 のFile

NameとFileClassを も つ フ ァ イ ル の 中 で も特 定 の 作 成 番 号 を も

つ フ ァ イ ル を 指 定 す る こ と も で き る 。

フ ァ イ ル は,そ の 機 密 保 持 の 必 要 性 と 共 同 利 用 で き る 領 域 に 応 じ て,つ

ぎ の4種 類 の フ ァ イ ル を 構 成 す る 。

(1)PrユvateFile

(2)GroupFile

(3)SharedFile

(4)Pub!icFile

作 成 者 の み しかア クセ スで き な い フ ァイ ル。

同一 の グル ープ(研 究 室 とか,部 別 とか)

の人 な らだれ で もが利 用 で きる フ ァ イル。

他 の グ ル ー プに 属す る フ ァ'イル で も,特 定

の 手続 に よっ て利 用で きる フ ァイ ル。

シ ステ ム と会 話 して い る利 用者 は誰 もが使

用で きるRead-Onlyの フ ァ イル。
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4.端 末 装 置

現在 端 末 装置 と してNEAGTYPERの み が接続 され て い る。

NEAOTYPERは,直 接 電 信 回線へ,ま た は変 復 調 装 置 を通 して

電話 回線 に接続 され,さ らに セ ン ター の多 重 信 制御 部 に接続 され る。

NEACTYPERは,図 の よ うな構 成で 英 数字 ・特 殊記 号 ・カナ文

字(96文 字)を 使 用 で き,50ボ ー(275字/分)の 速 度 で 送受 信 を

行 な う。 回 線 に よる誤 りの 検 出 は,パ リテ ィチ ェ ック に よ り行 な われ る。

さ らに,デ ー タの正 確 度 を あげ るた め に は,コ マ ン ドに よ り特 別 の イ ン

プ ッ ト ・モ ー ドをセ ッ ト し,利 用者 が打 鍵 した 内容 を電子 計算 機 に返 送 さ

せ,利 用者 が確 認 して か ら処 理 を行 な うといっ た方 法 も可 能 で あ る。 打 鍵

の誤 り訂 正 は,後 退 キ イ と抹 消 キ イに よ り行 な う。

通
信
回
路
へ

ヨ 制御部H印 字∋ ・伊 ・1
「

1

1紙 テー プ

1読 職 ∋

1紙 テー プ

1。 ん孔装置1
付加装置

」

NEAGTYPERの 構 成
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5.機 器 構 成

当 セ ン タ ー に お・け るNEAGタ イ ム ・ シ ェ ア リ ン グ ・ シ ス テ ム(TSS)

の 構成 は 下 図 の よ うに なっ て い る。

薪 多ラ才タ

NEAO2200/500

コア メモ リ524K字

1.5μS/8字

可 変 長

ライ ン ・

プ リンタ

ライ ン ・
プ リンタ

磁 気テ ィスク ・パ7ク5台

(9.6M字/台9Zsms)

オン ライ ン

アタブ タ

システム

コンソール

カード穿孔 カー ド
装置 読取装置

NEAC2200i2eO

コア メモ リ65K字

可変長2.Oμs字

鰐

80欄100枚/分80欄800枚/分
420行A分1524/fi420行/分132字/行 磁気テ ープ装置2台

英・数 ・カナ記号tO9字 英・数 ・ヵナ記号109字

ン目
・
シ

タ

一
部

一
テ
御

デ

ス
制

]末
枯

/㌫

通
信制

御
装

機械 振興協会(館 内B1)

「 一 ～一ー一≡≡≡一一ー一≡ 一一一寸 「一一一≡

カード
読取装置

ア一夕'
スアーシヨン

制 御 部

タ

末

イラ
　か

当財団B1事 務室

データ ・
ステーション

制 御 部

カード
読取装置

ン
"
/

イ
リ

ラ
フ

タ

末

イFフプ
端

イタ

L_.一_
当 財団B2書 蹟 秘宝

データ・
ステーション

制 御 部

通産省重工業局

データ・
ステーション

制 御 部

データ ・
ステーシ ョン

制 御 部

端 末
タイプライタ

端 末
タイプライタ

端 末
タイプライタ

日本電信電話公社技術局

データ・
ステーション

制 御 部
末

タイプライタ

日本自動車連盟(館 内F1)

データ ・
スアーシヨン

制 御 部

端 末
タイプライタ

カー ド
読取装置

」

NEAC`TSS構 成 図 ●

●

一94一



3.各 端末 の使 用状況

概 説 で述 べ た が,シ ステ ム の使 用状況 は 前年 度 よ りも進 展 して い る。 従 っ て

各 端末 にお け る評 価 もか な り要 を得 た もの に な っ て お り,シ ステ ム に対 す る要

求 も同様 で あ る。

以 下5端 末 の 例 を と り,そ の便 用 状況 と評価 を示 す ことにす る。

使 用状況と評 価(例 の1)

f.概 要

通 商 産 業 省 の端 末装 置 は,(財)日 本情 報 処 理 開発 セ ンタ ーのNEAC

2200-500/200MACシ ス テ ムの 一環 を なす もの と して,昭 和44年

10月 に 導 入 され た 。通 商 産業 省 に設 置 さ れ て い る 端末装 置 は,デ ー タ ・

ステ ー シ ョン制 御 装置 と,紙 テ ー プ読 取 装 置 お よび紙 テ ー プさん 孔装 置 を

備え た 端 末 タ イ プ ラ イ タか ら構成 され て い る。

端末 機 の利 用 状況 お よび問題 につ い て は後 述 す るが,通 商 産業 省 にお い

ては,主 と して,

(1)省 内業 務 の うち,各 種予 測 ・調査 ・分析 な どに 関す る業務 につ い て

の実 務 計算 用

(2)省 内 にお け る情報 処 理 シ ステ ム に関 す る知 識 の 向上 を図 るた めの教

育 訓練 用

(3)TSSに 関 す る知 識 の啓 蒙 ・普 及 に 資す る ため,省 内 外 の 関係 者 に

対 して行 な うデ モ ン ス トレ ー シ ョ ン用

に 端末 機 を利 用 してk・ り,昭 和45年 度 に お け る 使 用割 合 は,ほ ぼ6 .5:

5:0.5の 割 合 で あ ろ うと推 定 され る。

端末 装 置 は,現 在

(1)重 工 業 局 が(財)日 本 情報処 理 開発 セ ン ター の事 業 を指導 監 督 して

い るた め,そ の事 業 内容 に協 力 しやす い立 場 に あ る こ と。
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(2)重 工業 局 で は,情 報 処理 ・情 報 産業 に関 す る施 策 を推進 していること。

(3)情 報 処理 関係 の担 当職 員 に 情 報処 理 シ ステム に つい て の実 践 的 な知

識 を与 え る必 要 が あ る こ と。

(4)重 工業 局 の所 掌 す る事 務 は,い わ ゆ る一般 行 政 事務 で あ り,省 内 事

務 に 共通 した一 般的 方法 で 端末 機 で使 用す る こ とが 期 待 で き る こと。

な どの理 由 に よ り重工 業 局 内(旧 館7階726号 室TSSル ー ム)

に設置 さ れ てお り,管 理 は,情 報 処 理 振 興課 が行 なっ て い る。

ただ し,省 内 の者 に端 末 機 を幅 広 く利 用 させ る方針 を とっ てお り,端 末

機 が 末使 用 中 の場 合 は,原 則 と して,利 用希 望 者 が情 報 処 理 振 興 課 の担 当

職 員 に 申 し出れ ば,自 由 に使 用 で きる体 制 を とって い る 。

2.実 務 計 算 用 と して の利 用 状 況 と 問題 点

一 般 行 政部 門 にお け るTSSの 利 用分 野 と しては
,各 種予 測 ・調査 票 の

集 計 ・作表,各 種 の デ ー タに対 す る分 析,既 存 デ ー タの 情報 検 索 な どが考

え られ る が,中 で も,比 較 的使 用頻 度 の 高 い

。 平均 ・分散 ・相 関係 数 な どの計 算

。 時 系列 デ ー タに対 す る
,直 線,二 次 曲線,指 数 回 線 な どの近似 式

の推 定

。 多変 数 回 帰式 の パ ラ メー ターの 推 定

な どに関 す る プ ログ ラムは,一 般 行 政部 門 の担 当者 が 独 自に 開発 して お り,

比較 的 簡 単 に誰 で も利 用 で きる よ うに なっ てい るた め,実 務 計 算 用 と して

の 利 用は,上 記 の 計算 が主体 で あっ た。

このほ か,昭 和45年 度 に お いて は,約2カ 月 に わ た って ,調 査 票 の集

計業 務 を行 なっ た が,こ れ につ い ては5.で 述 べ る こ と にす る。

なお,上 記 の 調査 集 計 業 務 は,昭 和45年 度 のTSSの 使 用時 間 のほぼ

4割 近 くを 占め て い る もの と考 え られ,特 別 な事情 で 行 なっ た 当業 務 を除

外 して考 え る と,現 状 で は 一 般 行 政部 門 におけ るTSSの 利 用 には 限 界 が

ある よ うに思 われ る。 これ は

(1)業 務 自体 に は,専 門 のEDP部 門の コ ン ピュ ー タ を利 用す べ き業務
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は 多い が,一 般 行 政 部 門 の担 当者 が 直 接TSSを 利 用した方が良い と考

え られ る業務 が 少 ない こ と。

(2)TSSが 利 用で きる業務 が あった と して も,担 当者 の時 間 的余 裕 お

よび プ ログ ラ ミン グ能 力 か ら,自 分 で プ ログ ラム を作 成 してTSSを

使 用す る ことが で きな い こと。

(3)入 力す る時 に要 す る労 力 と現 実 的使 用頻 度 を考 え る と,情 報 検索 用

と しての 利 用方 法 に も限 度 が あ る こと。

な どの理 由 に よる もの で ある。

なお㍉

(1)TSSに 慣 れ た もの を 指導 者 と して 常 駐 させ る よ うにす る。

(2)後 述 す る よ うな講 習 会 の受講 者層 を広 げ て,TSSの 利 用可 能 人 口

を拡 大 す る。

(3)利 用可 能 な プ ロ グ ラムの 種類 を増 やす 。

(4)使 用頻 度 が 高 い と考 え られ るデ ー タ を組 織 的 に入 力 して お く。

な どの方 法 に よ り,実 務 面で の 利 用を あ る程度 は促 進 で き る もの と考 え ら

れ るが,根 本 的 な解決 に は至 らない で あろ う。

5.TSSを 利 用 した 調 査 集 計 と問 題点

昭 和45年12月 か ら46年1月 に かけ て,TSSを 利 用 して,廃 棄 物

調査 票 の集 計 業務 を行 なっ た 。 本 来,当 業 務 はEDP部 門 に委 託す べ き も

ので あるが,種 々 の理 由 か ら,直 接担 当者 がTSSを 利 用 して集 計 した も

の で ある。通 商 産 業 省 で は,こ の よ うな調 査票 の集 計 とい う本 格 的 な業務

をTSSで 行 なっ た の は,初 の 試 み で あb,以 下 にそ の概 要 お よび 問題 点

を述 べ る が,結 論 と して は,現 状 のTSSの まま では,調 査票 の集 計 を含

め,TSS本 格 的実 用 業務 に使 用す るに は難 が あ る もの と考え られ る。

(1)調 査 の概 要

この 調査 は,近 年 問題 とな って きて い る ブ ラ ヌチ ック 関係 の 廃 棄物 の

動 向 を調査 す るた め に,合 成 高分子 製 造 業,プ ラ スチ ック製 造業 お よび

合成 高 分子 の大 口x－ ザ 一等1026企 業 を対 象 と して実施 した もの で,
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最 終 的 回答 数 は472件 で あ り,解 答率 は46%で あっ た。

調 査 票 は,A,B,二 票 よ り構成 され て お り,A票 は 参考1に 示す よ

うに,当 初 よ り計 算機 の使 用 を考 慮 し,全 て コー ドナ ンバ ーに よる表 記

法 が採 用 され て い る。 なお,地 域 区分 と して は郵 便 番 号 ・調 査対 象先 の

業 種 に つ い ては 日本標 準 産業 分類 を採 用 して い る。

A票 で,産 業 廃 棄物 ご とに,消 費量,排 出量,処 理 経 費 な ど定 量 的 な

もの を調査 して い る のに対 し,B票 は,参 考2に 示 す よ うに 廃棄 物 を定

性 的 に と らえ る ため の調 査 で,設 問形 式 に よ り,解 答 者 に該 当 項 目を○

印 に よ り選 ん で も ら う方法 を とっ てい る。

当初,A票 につ い て,TSSを 利 用 し,約50種 類 の 集 計 を実 施 しよ

うと した が,問 題 点 が 多 く,結 果 的 には 「地 域 別 産業 分 類別 集計 対 象事

業 一 覧表 」,「 合 成 高 分子 種 類別 地 域別 廃棄 物 排 出量 拾 よび合 成 高分 子

生 産 また は 使 用 量 」,「 産業 分 類 別合 成 高 分子 種 類 別排 出量 お よび合 成

高 分子 生 産 ま た は 使 用量 」 に つい て,そ れぞ れ 「合 成 高 分子 製 造者 」,

「合成 高分 子 加工 者 」,「 合 成高 分 子製 品需 要 者 」,「 総 合 」の4種 類

に 区 分 し合 計12種 類 の集 計 を行 な うよ うに と ど ま り,他 の集 計 は,大

型 電 子計 算 機 を利 用せ ざる を得 なか った 。

(2)調 査 票 集 計 上 の 問題 点

上記 の よ うに,TSSを 利 用 して 調査 票 を集 計 した わけ で ある が,以

下 に,現 状 のTSSに 対 す る問題 点 を指 摘 して お こ う。

仁ア)記 憶容 量 が 小 さ い こ と。"

集計 マ トリ ック スが2次 元 の場 合 は,計 算 可能 で あっ た が,5次 元

マ トリ ック スの集 計 を行 な うプ ログ ラ ムは コ ア メモ リの不 足 に よ り
,

縮少 を余 儀 な くされ た ため,そ の演 算 は事 実上 不 能 とな り,他 の大型

電 算 機 に よっ て残 金 の計 算 は実 行せ ざ る を得 な か っ た。

㈲ 入 力装 置 が低 速で あ る こ と。

入 力装 置 で ある タイ プ ライ ターが 遅 く時 間 的 制 約 を受 け るの で,電

算機 の動 い て い な い4時 以 降 に テ ー プ化 して,テ ー プ入 力に よる ス

ピ ー ドア ップを 図 った 。
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しか し,テ ー プ読 取 装置 が 遅 く,3.000件 の デ ー タ(調 査 票 に し

て50枚 分程 度)を 入 力す る だ け で 一 時間 以 上 要 す る あ りさま で あ っ

た。 もっ と も後半 で は デ ィ スク に格 納 後,ラ イ ンプ リン タに打 出す こ

とに よって 高速 化 した 。

(ウ)割 り当て で可 能 な デ ィスク の記 憶 容 量が 小 さい こ と。

一 区 分 で500社 に 及ぶ もの が あっ たが
,1調 査 票 当 り約30の 集

計 項 目が あ り,こ れ を全量 同一 データファイル に格 納 す る こ とはで きず,

3フ ァ イル以 上 に 分 割 を余 儀 な くされ た。 このた め,集 計 プ ロ グ ラム

の 分 割 と加 え て計 算 時間 の延 長 の大 き な原 因 と なっ た。

国 出力 装 置 が低速 で あ る こ と

前述 の通 り2次 元,3次 元 マ トリ ック ス の集 計 を行 な うこ とに よ り,

出力 デ ー タ数 も増 加 し,タ イ プ ライ タ 出力 で は一表 を打 出す だけ で も

2時 間 以上 要 す る あ りさ まで あ った 。 もっ と も後半 で は デ ィス ク に格

納 後,ラ イ ンプ リン タに打 出す こと に よっ て高速 化 した。
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参考1
調査票A

合成高分子系産業廃棄処理処分状況調査表 行政管理庁承認番号7608"通 商産業省化学工業局

番号※

工場事業所代表者名

電話(
市外局

記入者名
工場事業所
の従業員数

道

県

都

府

主要製品名

昭和4d年 の

主要製品生産高

1
」
O
O
ー

産 業 廃 棄 物 の 種 類 原料樹脂消費量

(t/年)

昭和44年 の
排 出 量

(t/年)

昭和50年 の
予想排出量

(t/年)

処 理 方 法 処 理 経 費 処 分 方 法 処 分 先
(売却先)

番号ll

処 分 経 費 処 分 収 入 未 処分 量

t/年円/年 円/t 円/年 円/t 円ノ年 円/t番号
川1日

番号[ 番号日

合

成

高

分

子

系

廃

棄

物

番号[1川 番号 川 番号ll 番号}1

番号[川1 番号ll 番号11 番号ll

都[1川 番号ll 鶴 川 番号ll

番号[川1 翻[ 番号 口 番号[

翻[川1 翻[ 番号ll 番号ll

翻[川 番号 番号 番号

番号1日 目 番号ll 番号ll 番号[

番号 日1川 番号[ 番号 口 番号[

翻[1川 鶴 川 番号Il 番号1

計 /

そ
の
他
の
廃
棄
物

'

番号 山 川 番号ll 番号ll 程[

番号1川1 番号川 番号ll 鶴[

番号 川[ 番号ll 番号ll 番号[

(注)※ は記入 しない で下さい。
、

● ● ・ ・



参考2

調査票B 合成高分子系廃 棄物に対す る意識について

通 商産業省化学工業局

1.現 在 の合成 高分子系廃棄物 について どうお考えですか,該 当する ものに○

印 をつけ て 下 さい。

()非 常 に困 っ てい る。

()困 っ て い る。

()困 っ て い ない 。

2・ 将来 の合成 高分子系廃棄物 の処理又は処 分につ いて ど うk・考 えですか 該
,

当す る もの に○ 印 をつけ て 下 さい 。

()非 常 に困 る よ うに なる と思 う。

()困 る ように な る と思 う。

()困 らない と思 う。

5.現 在 困 っ て い る場 合,

つ け て 下 さい 。

(

(

(

(

)

)

)

)

ぐ

どの段 階 で困 って い ます か,該 当す る もの に○ 印 を

置場所 がない。

焼却時 に煙の害 など問題 が起 こる。

業者又は市町村な どで引取 って くれ ない。

その他,具 体的に記入 して下 さい。

)
4.合 成 高 分子 系廃 棄 物 の 共 同処 理 につ いて ど うk・考 え です か,該 当す る もの

に○ 印 を つけ て下 さ い。

()共 同処 理 の必要 が あ り,こ れ に 参加 した い。

()共 同処 理 の必要 は ない 。
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()そ の他,具 体 的 に記 入 して下 さい 。

)
5.合 成高分子系廃棄物 に対 し,現 在 の処理経費 を考慮 して貴社は どの程度 ま

で負担す ることがで きます か,該 当する ものに○印 をつけて下 さい。

(

(

(

(

(

(

)

)

)

)

)

)

5,000円/ト ン ～

4,000

3,000

2,000

..1,000

〃

〃

〃

〃

～5 ,000円/ト ン

～4 ,000〃

～3 ,000〃

～2 ,000〃

～1,000〃

6.そ の他,合 成 高 分子 廃 棄物 対 策 につ いて御 意 見 が ご ざい ま した ら記 入 して

下 さ い。

4.省 内職員 の訓 練 用 と して の利 用 と問題 点

通 商 産業 省 内では,職 員 訓練 用 と してTSSを 利 用 して い るが,大 別 す

る と

(D常 時TSSを 開 放す る こ とに よ り,職 員 が あ き 時 間 を利 用 し て行 な

う自己研 修 の 場 合

(2)省 内 の研 修 希 望 者 に対 して,TSSの 利 用 法 を 中心 と した一 定 カ リキ

ュ ラ ムの も とで行 な う組 織 的 な研 修の場 合

の二 通 りに分 け る こと が で き,TSSの 使 用時 間 と して は,前 者 が圧 倒
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■

●

的 に 多 い。

通 商 産業 省 のTSSル ー ムには,TSS用 の各種 マ ニュ ア ル のほ か,

自己研 修 用 と して,FORTRAN,COBOL等 の 学 習書 が 数 種 用 意

され て い る一方,概 要 で述 べ た とk・り,TSSの 利 用 希望 者 には,原 則

と して 自由 に利 用 させ て い るた め,自 分 の ペ ー スで,実 際 に端 末機 を利

用 しな が ら,プ ログ ラ ミングの学 習 が で きる よ うな 態勢 を とっ て い る。

このた め,TSSを 利 用 して,プ ログ ラ ミン グ を学 習す る と と もに,

演 習 をか ね て汎 用 性 のあ る応 用 プ ログ ラム も開発 され てお り,実 務 計 算

に利 用 され てい る各 種計算 プ ログ ラム も,自 己研 修 の場 で開発 され た も

のが 多 く,今 後 大 い に期 待す る と ころで あ る。 た だ し,休 け い 時 間 を 中

心 と して利 用さ れ て い るた め,TSSの サ ー ビス時 間 中に 占め る 使 用効

率 が低 ぐ,サ ー ビス時 間 を変 更 し,夜 間 に も使 用 で き る よ う改 善 して ほ

しい との 声 が圧 倒 的 で ある。

一 方
・ 省 内職 員 に対 す る組織 的 な教 育 と しては,下 記 の とk・り,2回

の講 習会 を 開催 した。

第1回9,月28日 ～9月50日

第2回10月20日 ～10 .月22曰

いず れ も時 間 は午 前 中9時30分 よ り12時50分 まで の1日5時 間

で あ っ た。 内 容 は,

第1日(1)TSSの 概 要 につ い て

(2)TSSのFORTRAN用 コマ ン ドに つ い て(1)

第2日(1)TSSのFIORTRAN用 コマ ン ドに つい て(2)

(2)端 末 装 置 の操 作 方 法 に つ い て

第3日 実 習

で あ る。

ただ し・ 受 講対 象者 は,重 工業 局 お よび 調査 ・統計 関係 各 課 に所 属 し,

簡 単 な問 題 で あ る程 度 の 知識 を もつ もの に限 定 した。 これ は,昭 和44

年 度 に 実 施 した講 習 会 ではFORTRANの 基 礎 か ら行 なっ た た め,教

育期 間 が 約1週 間位 と比較 的 長 くな り,途 中 で落 こ した人 が多 か っ た こ
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と,FORTRANを 講 習 した とは い え,入 門 部 分 だけ で結果 的 には

TSSの 利 用 ま でい っ て 行 け た 人 が少 なか っ た こ と,FORTRANの

習 得は 自習 で も比較 的 多 くの人 が 持 っ て い る こと,な どの理 由 に よ り,

今年 度 は,実 際 にTSSを 利 用 す る可 能 性 が強 い人 を優 先 的 に 教 育 した。

参 加者 は,上 記 の よ うに対 象 老 を限定 したた め,各 回 と も15名 程 度

で あった 。 内訳 では,特 に コン ピュ ー タ関連 部 門 の 人 の参 加 が 目立 ち,

一般 行 政部 門 の人 は,希 望 は あ りなが らも実 際 に参 加 した人 は非 常 に少

なか った 。

当初参加希望者 受 講 者

一 般 行 政 部 門

コン ピ ュー タ関連 部 門

12人

24人

7人

21人

合 計 56人 29人

この研修 を行なった結 果 は,対 象者 を限 定 した 効 果 で あ り,受 講 者 のほ

とん どが理 解 し,最 終 日の実 習 で は,各 自が 自分 の プ ロ グ ラム で実 習 し

た 。た だ し,5日 間程 度 の 講 習 で は,不 十 分で ある との 声 が強 く,特 に・

講 習内 容 は基 本 的事 項 が 主体 で あっ た こ とか ら,実 際 的応 用 的 内容 の講

習 を して ほ しい との 希 望 が 出 され てい る。

講 習会 の終 了 後,原 則 と して,端 末 装 置は 開放 して あ る ので,TSS

ル ーム を訪 れ る人 も多 く,マ ニ ュア ル を利 用 して 自 己研 修 を続 け て いる

者 もあ っ た。 しか しな が ら,

(1)マ ニュアル等 が 不完 全 な た め,高 度 な演 習 を行 な お うとす る と,す ぐ

壁につき当り,参 考 とな るべ き事 例 も少 ない こ とか ら,全 て,ト ライ ・

アン ド・エラー で 処理 せ ざる を得 ない。

(2)実 際 のユーザーの立 場 に 立 っ て体 験 した指 導 者 がお らず,自 己研 修 の

場 で 生ず る様 々 な疑 問 点 に応 え て も らえ なか っ た。

な どの 問題 点 が指 摘 され て い る。

5.デ モ ンス トレ ーシ ョン用の 利 用状 況 と問 題 点

デモ ン ス トレ ー シ ョン に関 しては,特 別 な企画 は 持 たな か っ た が,外 来
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者,省 内 の職 員 な どの希 望 者 に対 して,そ の都 度 デ モ ン ス トレー シ ョン を

して きた。

しか しな が ら,

(1)デ モ ン ス トレー シ ョン を行 な うた め,TSSル ーム に 案 内 し,デ モ ン

ス トレー シ ョン を行 なっ た が,調 子 が悪 い こ とが 少 なか らず あっ た こ と。

(2)希 望 者 が あ った が,TSSの サ ー ビス時 間外 で あ った ため,デ モ ン ス

トレー シ ョ ンが 不 可 能 な こ とが あ った こ と。

(3)デ モ ン ス トレー シ ョン 用 プ ログ ラム の フ ォ ロー ア ップ が不十 分 なた め,

古 い情 報 しか検 索 で き ない こ と。

な どの 問題 点 が あ り,十 分 な効果 を挙 げ た とは言 い がた い 。

特 に現 在 のTSSが 試験 用 で は ある にせ よ,上 記 の(1)の 問題 点 は,TSS

に対 す る 社 会 の 認識 を低 下 させ る重 要 な問題 だ と考 え られ る 。

通 商 産業 省 では,TSSに 関す る講 習会 を開催 した の を契 機 に,TSS

の使 用 日誌 をお お ま か で は あ る が,利 用者 に記 入 して も らっ た。 比 較 的 記

入率 の 良か った9月 末 日か ら11月 中旬 まで の結 果 か ら,上 記 の 問題 をみ

る と,下 表 の よ うにピ10回 の うち3回 以 上 も調子 が悪 か っ た こ とがわ か

る。 た だ し,こ れ は記 入 さ れ て い た事 例に つ い て集 計 され た もの で あ り,

実 際 に使 用 で きなか っ た 場合 の記入 率 が非 常 に低 い こと か ら考 え る と,不

調 の割 合 は5割 に近 い の で は ない か と推 定 され る。

端末機 の調子 回 数

順 調

不 調

そ の 他

20回

10回

1回

合 計 31回

(注)「 そ の他 」 とは,テ ー プ パ ン チの みの 場 合 で あ る。

なお,端 末 機 が不 調 で あ っ た場合 の具 体 的 な内 容は,単 に 「不 調 」 と記

入 した もの もあ り,つ か みに くいが,凡 そ 次 の とお りで あ る。

。 使 用 中 で 「シ バ ラク オ マ チク ダサ イ 」 と タイ プ され
,

そ の後 の 使用 が 不 可 能 と なっ た もの … ・・… ろ同
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。TSSの サ ー ビス時 間 中に も拘 らず,ス イ ッチ を入

れ て も作動 しな か っ た もの

。STOPし た ま ま音 さた な しと なっ た もの

。ASKコ マ ン ドを使 用 した がUEPコ ー ドが で た もの

。 そ の他

国

回

回

回

2

1

1

5

6.TSSに 対す る要 望

通商 産業 省 に おけ るTSSの 利 用状 況 お よび 問 題 点 は,以 上 述 べ たと こ

ろ で あ るが,最 後 に,TSSの 利 用者 か ら次 の よ うな意 見 お よび要望 が あ

る ので 記述 して お く。

◎ ,カ ー ド ・デ ック を中 央 セ ンタ ーで入 力 し・ 後 日・ 端 末 で利 用 したが・

デ ー タが半 分 消法 され て い た。 信頼 性 を向 上 させ て ほ しい 。

◎TSSの 特 徴 は,自 分 が あた か も コ ン ピュー タ を占有 して い るか の ご

と く利 用で きる と い う点 に ある と考 え られ るが,現 在 の場 合 は,非 常 に

,、待 ち時 間 が 多 く・ 何 とか解 決 してほ しい。

・◎ 情 報 を入 力 した 後,セ ン ター例 で の処 理 時 間 が長 く,音 さ た な しとい

う状 態 が 時 々生 じる。 利 用者 と しては,信 頼 性 との関 係 で非 常 に不安 で

あ り,端 末 装 置 に 「正 常 に 稼 働 中 」 で あ るむ ね の ラ ンプ表示 がほ しい。

◎ 印字 装 置 に あ る数 字 の 「ゼ ロ」 と英文 字 の 「オ ー」 が区 別 で きない た

め,苦 労す る こ とが 多 い の で,変 更 して ほ しい。

◎ 現 在 の シ ス テ ム に は,サ ー ピヌ プ ログ ラ ムが ない が,分 類 ・併合 の機 能

能,調 査 票 集 計 機能,順 序 付 機 能 な どの プ ログ ラム を用意 してほ しい。

◎ デ ーIBフ ァ{ル の 修正 をEDITで 行 な うと,MODEがTと な るが,

デ ー タは数 回 使 用す るこ とが 多い の で,ソ ー ス ・プ ログ ラム と同様,常
…

時M .ODEはPと な る よ うに してほ しい。

◎ 毘 に・ メ ー カーが 開発 済 み の各 醐 用 プ ログ ラム'パ7㌘ ジが利 用

で きる よ うに してほ しい 。

●
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1使用状況 と評価(例 の2)

1・ .,(弍じ め に.,

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ お よ び リ モ ーbバ7チ 方 式 に4る 各 種 ア プ リ ケ ー シ ョ

/お よび そ フ .トウ ェ ア の 研 究 開 発 等 遠 隔 情 報 処 理 シ ス テ ム の 一 環 と し て,昭

、$P-,4,4年 末 に,MACシ ス テ ム(NEAC・ タ イ ム シ=n'アVン 〃 ス テ ム)の 端

末 装 置(デ ー タ ステ ー シ ョン制御 部,タ イ プ ライタ,モ デ ム)が 設置 され,

そ の稼動 以 来1年 余 を経過 した。

この 間,MAGシ ス テ ムは,省 内 各 部局 の協 力 も得 て,初 心 者 の プ ログ ラ

ミング学 習 等 を始 め経 営 分 析 のた めの 計算 業 務 な ど各 方 面 の 利 用 に供 され て

きた と ころ で あ る。.,い ,

以 下は,簡 単 に,現 在 ま で の これ ら利 用 の概 略 を記 述 した もの で あ るρ

●

2.利 用状 況

(1)概 況

端末 装 置 の利 用 に つ い ては,開 発 セ ン タ ー との連 絡 の 関 係上 ,..当電 監 室

に おい て これ を 管理 し,利 用希 望 者 は,端 末 装 置 使 用記 録 簿 に所 要 事 項 を

記載 の うえ,管 理 責任 者 の承 認 を受け て これ を利 用 する こ と と して い るが,

昭 和46年2月 末 ま で の記 録 に よれ ば,端 末 装 置 の使 用時 間 累 計 は270

余 時 間,利 用 日数 では134日 で あっ た 。

一 方
,MAGシ ステ ムの セ ンタ ー 側の記 録 で あ るCtTSS使 用 時 間 集計

表"で は,"HELLO"か ら"BYE"ま での(即 ち,"会 話"の 時 間

の)累 計 時 間 は170時 間,COUNT約200回 と記録 され て い る(た だ

し,昭 和45年1月 か ら昭和46年1月 まで。)。

これ ら記録 に よ り,利 用 の あっ た 日1日 に っ い て の平 均 的 な利 用 態様 を

概 括 して み る と おお む ね次 の よ うに推 定 さ れ る わ け で ある(あ ま り厳 密 な

もの とは い え な い が,一 応 の利 用 の パ タ ー ンは分 か ろ うか と思 う。)。

ア・ 端末 装 置 の 使 用 時間 は 約2時 間/日 程 度 で あ る。

イ.こ の間,端 末 装 置 か ら中 央処理 装 置 の ア ク セ ス 回数 は1・6～1・7
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同 程度 で あ り,"会 話"の 状 態 となっ てい る時 間 は 約1時 間20分 ～

25分 程 度 で あ る。

ウ・ 残余 の40分 前後 の 時間 は,デ ー タの紙 テ ー プさん 孔 そ の他 の"会

話"の 準 備等 の た め の使 用時 間 で ある 。

以 上 の よ うな 状 態 で あるが,こ れ ま で の端末 装置 の使 用時 間の85%

以 上 が 経 営分 析 計 算 等 以 下 に述 べ る よ うな実 際 の業務 処 理 へ の利 用 で あ

るか ら,こ れ はそ うした業 務処 理 で の利 用態様 に近 い わけ で ある。 しか

し,個 々の利 用 態様 に は相 当の変 動 が あ り,た とえ ば,デ ー タ の紙 テ ー

プさん 孔 の み とい う場 合 も ある ほ か,初 心者 の プ ログ ラ ミン グ学 習 書 を

中心 と した 利用 で は,紙 テ ープの利 用 と い うこ とはほ とん どな く,利 用

時 間 の平 均 も1時 間 前後 の もの で ある。

(2)適 用 業務 の 例

MACシ ス テ ムの 各 種 の利 用 例 の うち,そ のk・も な項 目等 を掲 げ れ ば

次 の よ うな もので ある 。

ア 郵 便 需 要 の 予 測,郵 便 局 経営 分 析,郵 便 振替 の 収 支 予 測等 のた め の

回帰 分 析

(説 明)所 与 の デ ー タか ら回帰 方 程 式Y=a+bXl+CX2+・ ・+ZX。,

ま た はY=axlx;・ ・… …xlを 求 め る も の で あ る 。

一 例 を とれ ば

(a)プ ログ ラムの ス テ ップ数SPACElケ メ イン ・プログラム121

ス テ ッ プ,サ ブ ・プ ログ ラ ム(逆 行 列の 計 算)66ス テ ップ

(b)説 明変 数 の 数 最 大10値 まで

(c)入 力 紙 テ ー プ入 力

(d)出 カ ー次 線型 か対 数 線 型 か の選 択 推 定 式 の係 数,推 定 値 と推定

値 の 差,推 定 式 の不 偏 分 散,推 定 式係 数 の標準 誤差,推 定 式 の決 定

係 数

イ.産 業連 関 表 に よる価 格 波及 効果 分 析

(説 明)約1200個 の デ ー タ を使 用 した が,紙 テ ー プの 読 込み に

56分,投 入 デ ー タ,逆 行 列係 数,価 格 上 昇 率 の プ リン トに各 々50
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●

分を要 した。

久 郵便 の利用に関 するク ロス ・セク シ ョン分析

(説 明)調 査原表の複数 項 目間の同時分類集計(差 出人,受 取人,

料 金納 付形態な ど4項 目20分 類)

エ.郵 便 の地帯別平 均距 離 の計算

(説 明)46都 道府県 間に発着す る物数,距 離等 か ら世帯別平 均距

離の計算 を行 な う。

オ 時系列原 データの季郎調整

(説 明)移 動平均法,連 環比率法,月 別平均法に よる季郎調整 を行

な う。

カ.複 利計算表の作成

(説 明)初 期値P。とn年 後 の数 値P。か らn年 後の平均増加率 を知 る

早見表 の作成

毛 経年減価率表 の作成

(説 明)端 用年数 をn年 と し,n年 目における減価率 を90%と し

たn年 間の各年 についての減価率 を計算 した表 の作成

以上 の よ うに,MAGシ ステ ムの利 用は,各 種 データの統計的 処理,

回帰 分析等 への利用が中心 となっている。 また,こ れ らの処 理のための

プ ログ ラムは,業 務 の必要 に応 じその都度,利 用者が各人 において作成

してお り,そ の意味で単発 的な ものが多い とい うことになるが,す でに

作成,使 用 の ものの一部を修正 して使 用することもあ り,プ ログ ラムは

通 常50～100ス テ ップ程度の もの が多い状況 である。

5.所 感 等

MACシ ス テ ムの 利 用 状況 等 は以 上 の よ うで あるが ,利 用者 には 以 前 に

電子 計算 機 の利 用の 経験 を有 す ると い う者 が 少 なか った とい う事 情 もあ り,

利 用の 当初 に お いて は ご くさ さい な こ と も問題 とな り,そ う した こ とか ら

生 じた ミス等 につ い て もそ の 正 しい措 置 方法 を みつ け,適 切 な処理 をす す

め る に は相 当の 時 間 を要 した こ とも少 な くなか っ た。
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こ うした 利 用 の状 況 か らみ て,MACシ ス テ ムが初 心 者 に も容 易 に利 用

で きる シス テ ム で あ るため には,ま ず,利 用の実 例に 即 して実 際 の プ ログ

ラ ミン グか ら端末 装置 のオ ペ レー シ ョンま で を一 体 的 に平 易 か つ 具体 的 に

解 説 した マニ マル 等 初心 者 の利 用 の 指針 と も なる も の を十 分 に整 備す る必

要 が あろ うか と考 え られ る 。

ま た プ ログ ラム作成 の段 階 にお い ては,た とえ ば,不 十 分 な知 識 なが ら

と もか く自分 で プ ログ ラ ムを 作成 した 利 用者 に とっ て,コ ンパ イ ルの際 出

力 され る診断 メ ッセ ー ジは,そ の意 味づ け が(当 然 の ことで は ある が)プ

ログ ラ ミング に 関す る知 識,理 解 度 に関 係 してい る だけ に難 解 な場 合 も生

じ,こ う した場 合 にはチ ェ ック ・ポ イン トを示 した 解説 書等 が あ る ことが

望 ま しい し,ご く初 歩 的 な文 法上 の ミスの た め に何 度 も コ ンパ イィレを くり

返 す こ と もあ る こ と を考 慮 す る と,シ ンタッ ク スチ ェ ック は プ ログ ラ ムの各

ステ ー トメ ン ト入 力の都 度 行 な い,誤 りが あれ ば診 断 メ ッセー ジ を出力 す

る と と もに次 の 行 で直 ち に修 正 で きる 方 式 が利 用者 に と って判 りゃ す く,

通 常 の さ さい な入 力 ミス に よる もの につ いて も,工NPUTコ マ ン ドー

UPDATE・FILEの 入 カ ーUPDATEコ マ ン ドとい う手 続 を行 な

うと いっ た こと も簡略 化 され,簡 便 では なか ろ うか と考 え られ る。

次 に,MAGシ ス テ ム の利 用上,実 際 の業 務 処理 へ の影響 等 が あった事

項 と して は,す で にMAOシ ス テ ム の問 題 点 とされ てい る ことで は あ るが,

MA .Gシ ステ ムの 記憶 容量 と入 出 力速度 の 問題 が あげ られ る。

前述 の とお り,当 省に お いて これ までMACシ ステ ムで処理 さ れ た業 務

は プ ログ ラ ム,デ ー タ量 と もに それ 程大 きい もの では な いわけ で あるが・

た とえ ば,産 業 連 関 表 に よる価 格 波 及 効果 の 分 析 では産 業 部門 を34×34

部 門 に統 合 した り,ク ロス ・セ クシ ョン分 析 で はデ ー タ を3回 に分 割 し・

集 計 す る 等 記憶 容 量 に あ わせ て処 理 して い る状 況 で あっ て,利 用者 か らは

記 憶 容 量 を増 加 し,RESERVEコ マ ン ドで確 保 で きるUOAの 数 を増

加 させ て 欲 しい 旨の要 望 が ある と ころ で ある。 末 使 用の デ ィス ク エ リア に

i相 当 の余 裕 が ある場 合 で もRESERVEコ マ ン ドで確 保 で きるUOAに

は上 限が ある が,こ れ に状 況 に応 じた弾 力性 が 欲 しい と ころで あ る 。 ま た・
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入 出 力速度 に つ い て もデ ータ 量が と くに ぼ う大 とい う程 で は な い の で ある

が,入 出力 に相 当 時 間 を要 した た め セ ンタ ー側の ジ ョブ との 関係 と も思 わ

れ る が,入 出力 の 中断 を要 請 され た こと もい く度 か あった 趣 で あ り,ま た,

入 出力 に長 時 間 を 要す る こ とは経 済 的 にみ て も問 題 の あ る と ころ で もあ る

の で,レ ス ポ ンス タ イ ムの短 縮 と ともに入 出力 速 度 の 向上 が 望 ま れ てい る

状況 で ある 。

そ の他,フ ァイ リン グシ ス テ ムに関 す る こ とで ある が,ソ ース プ ログ ラ

ム入 力 の際 の ミス(紙 テ ー プに よる入 力 に お い て"IEOF"の あ とに ス

ペ ース ・コ ー ドやCRコ ー ドをさん 孔 して い なか った等)に よ リエ ラー メ

ッ 七一 ジ(た とえ ば,IEOF〔DATAERROR〕 な ど)が 出力 さ

れ,MER(マ シ ン エ ラー)と な った た め,入 力 を中止 し,す で に入 力 さ

れ た ソ ース プ ログ ラムのOUTPUTを 命 じた とこ ろ,次 の よ うに途 中か

ら他 の フ ァ イル の 内容 と思 わ れ る もの が 出力 され た事 例が2回 程 ある。 お

そ ら く"IEOF"が 正 常 に入 力 され なか っ た等 のた め に,フ ァ イル相 互

間 の境 界が 不 明 確 に なっ た為 と も考 え られ るが,こ の ま ま で一 方 の フ ァ イ

ルの パ ー ジを行 なっ た ら他方 の フ ァイル は どうな るのか
,テ ンポ ラ リモ ー

ドの フ ァイル との 間 に こ う した事 例 が 発 生 した ら ファ イルの 内 容 が 損 傷 さ

れる ことは ない か等 保 護 措 置 等 を含 め技 術 的細 部 につい ては 明確 では ない

が,い ずれ も ささ いな ミスか ら生 じて お り,素 人 が取 り扱 う関 係 で もあ る

の で参 考 まで に記 載 した。

なお,MAGシ ステ ム につ い ては シス テ ムが不 安 定 で ある 旨指 摘 され て

い る と ころで あ る が,当 省 に設 置 され て い る端 末 装 置 につ い ては,現 在 ま

で にデ ー タ ステ ー シ ョン制 御 部(プ リン ト板 お よびメモ リー 〔DELPACK〕),

タ イ プ ライ タ ー(ス ペ ー ス ・コー ド ・バ ー機 お よび キ ャ リッジ機)に 各 々

障 害 を生 じ,と くに タ イ プ ラ イタに つ い て は障害 の 発生 回数 が多 か った。

いず れ も保 守員 の方 の 迅 速 な修理 をい ただ い てい る が,騒 音 の問題 と と も

に端末 装 置 の機 械 部分 等 の 信頼性 の 向上 につ い て,さ らに ご検 討 をお願 い

したしへと,思う。
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4.む す び

以 上 の よ うに,.当 省vak・ け るMACシ ス テ ムの 利 用 にっ いて は,シ ス テ

ムの 不 安 定性 等 若 干 の問題 はあ った もの の,電 子 計 算機 の強 力 な能 力 を利

用 して 簡易 に利 用 で きる シ ステ ム と して歓 迎 され て いる 。

しか し,タ イムシ ェア リング シ ステ ムに は,不 可 能 の もの として プ ログ

ラ ミ ングの た めの 利 用者 言 語 の 問題 が あ り,現 状,少 な くと も一 つ の ジ ョ

ブ を処 理 す る た め には,あ る程 度 の プ ログ ラ ミ ング の 知 識 を必 要 とす る と

とも に,必 要 な プ ログ ラ ムは 自 ら作 成 しなけ れば な らない とい う事 情 に あ

る。 こ うした こ とがMAGシ ス テ ムが誰 に で も容 易 に取 り扱 え,そ の効 用

が十 分 に発揮 され る真 に 利 用者 志 向 の シ ステ ム と な るた め に は,よ り習得

しや す い簡 易 な言 語 や 会話 形式 の 開発,各 利 用希 望 者 が随 時 利 用可 能 な ア

プ リケ ー シ ョン プ ログ ラ ムの整 備等 今後 の検 討 に 待 つ こ と も多 い。 これ ら

の 点 にっ い て は,今 後 の研 究 ・開 発 に大 い に 期待す る と ころ で あ る。
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(例)

READY

※INPUT

12-21-03

S.SA,TRI

WAIT 12-21-46

工EOF(DATAERROR)

QU工T 0.488 001

READY

※END

WAIT

12-22-2ろ

12-22-59

END 0.488

■

READY|2-22-59

※OUTPUTS,SA

WAIT12-25-18

100

200

500

400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

1ろ00

140D

1500

1600

1

2

3

READ(10,2)(},R,N

FORMAT(F8.O,F5.2,15)

IF(N.LE.O)STOP

WRITE(15,5)
「㌍

FORMAT(1H,5HNEN,4X,11H(}ANRI-GOKEI)

SOURCE-COMPUTER.NEAC-2200

0BJECT-GOMPUTER.NEAG-2200

1NPUT-OUTPUTSECTION.

FILE-OONTROL.

SELEOT工N-FIIＬEASSIGNTO10・

SELECTOU-FII、EASS工GNTO15.

DATADIVIS工ON.

F工1」ESECT工ON.'

FD工N-F工1、E.

LABELRECORDISOM工TTED

DATAREGORDISIN-REC

他

の

フ

ァ
イ

ル
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使 用 状 況 と 評 価(例 の5)

日本 電 信電 話公 社 にMACの 端 末 装 置 が入 った のは 昭和44年12月 で あ っ た。

従 っ てす で に一 年 以 上経 過 した ことに な るが,こ の 間 にMAGは 深 く日常 の仕 事

に 入 り込 ん でお り,現 在 では無 くて は な ら ない 存 在 に な っ てい る 。 む ろんMAC

に 対 す る 注 文 もか な りあ り,事 実 今 回実 施 した ア ンケー ト調 査 を 見 る と大部 分 の

人 が何 らか の点 で 改善 を希 望 してい る 。 しか し なが ら次 の事 実 を知 れ ばMACが

い か に重 宝が られ て い るか は っ きりす る で あろ う。

電 々公 社 でMACを 使 用 して い る技 術局 は本 社 の6階 に 位 置 してい るが,MA

O端 末 は 同 一 フロア に はな く地 下1階 に 設 け られた デ ー タ端 末室 に据 付け られ た 。

またそ の管 理 を任せ られ た第 二 調査係 では,職 員 が必要 な時 いつ で も気軽 に使 え

る点 を考 慮 して,予 約 制 とか 時 間管 理 な どは 全 く行 なわ ず各 自の 自主 性 に 任せ た 。

従 っ てMAGを ど うし て も使 いた い職 員 は,当 日朝早 く来 て守衛 室 に行 きデ ー タ

端 末 室の 鍵 を確 保 す る よ うに なっ た。場 合 に よっ て は8時 以 前 に 出社 して くる人

もで て き た。 一 時 この 事 が問 題 にな り,MAGを 比 較 的 良 く使 う部 門 の間 で鍵 の

取 り合 いす ら生 じた 。 む ろん 現 在 では トラ ブル の無 い よ うに協 力 し合っ て使っ て

,い る。 ・ ・

また一・日中MACと に らめ っ こ してい る 職 員 をみ かけ る こ と も良 くあ る。 カ ッ

トアン ドトライの 方法 で 方 程式 の収 束 ポイ ン トを探 す場 合 な どは,パ ラメ ータ を

少 し変 え ては 実行 させ,発 散 す る と次 の値 を ま た代 入 して… … と何 回 も く り返 し

て い る。 まさに 計算 機 を 独 占使 用 して い るわ け で バ ッチ処 理 では考 え られ なか っ

た ことで ある。

計 算 処 理 に膨大 な時 間 のかXる 場合 で も,期 限 が迫 っ て いる 時 にはMACを 使

う例 が 多 い。 学 会 に発 表 す る資料 を作 成す るため 三日間まるまるMACに 計算 さ せ

てい た職 員 もい た。 こ の場 合 に も パ ラ メー タ を変 え て は い くつ もの計算 値 を 出 し

て い た の で ある が,セ ン タか らの返 事が 返 っ て くる迄 か な りの時 間 がかXる た め,

プ ログ ラ ムにH 、計算 実 行 甲"と い う メ ッ セー ジ を入 れて一ー－S(E間隔毎 に端 末 に タ イ

プ ア ウ トを行 な わせ,セ ン タ ダ ウン とか トラブ ルを 区別 する ような考慮 も して い

た。
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時 には あ ま りに重 宝な た めに 小 さ な 弊害 を 生 じる こ と もあ る よ うで ある。MA

C端 末 を使 用 す る職 員 の 上 司 の一 人 がっ ぎの よ うな 言葉 を ふと も ら して いた
。

「近 頃で は 簡単 な計 算 を たの ん で も積 分 とか ラ プ ラス変 換 を使 わ ず にす ぐプ ロ グ

ラ ムを書 き始め る。 考 え よ うと もしない で計 算機 に た よ るのは 困 っ た も のだ
。 」

確か に この よ うな 事実 が 生 じ る可 能性 が あり ,そ れ は 科学の進 歩 に 従 って人 類 が

常 に 直面 して きた問 題 であ る。 しか しTSSシ ステム の 有効 性 が 逆 に この言葉 に

裏 付 け さ れ て い る と考 え る こと もで きる。

●

1.ア ンケ ー ト調 査 の実 行

今 回 の報 告は 昭 和45年6.月 に 出され たMACシ ス テ ムの報 告 「遠隔情 報 処

理 システ ムの 研究 開 発 」に続 くも ので あ る。従 っ て電 々公 社 の利 用 状況 に つい

て の概 括的 な報 告は す で に行 なわ れ て お り
,今 回 は前 の報 告書 で は デ ー タ不 足

か ら出せ なか った 詳 細 な数 値 を ア ン ケー ト調査 に よ り出 し,解 説 をつ け加 え て

みた。 た だ残 念 なこ とに,寛 々公社技 術 局 に於 い てMACを 使 用 した 経験 の 持

ち主 は60名 以 上 い るが,若 い年 代 の人 事異 動 が 激 しいた め ,ア ンケ ー トの 対

象 と した。 サ ン プル数 が22ど ま りに なっ て しまっ た 。 また レ ポ一 夕 自身は一

年 間MACシ ス テ ム の 管理 をま か された が コ ン ピュ ー タに関 す る専 門的 な知 識

は あま り持 ち あわ せ てお らず,使 用 者 側 の意 見 を集 大 成す る に と どま り判断 が

適確 か ど うか は な は だ 疑問 で ある。 以上 の 二点 を予 めお 断わ り して お きた い
。

アン ケー ト結 果 は ア ン ケー トの 質 問 形 式に 大 き く左 右され る。 ま た一 般 に ア

ンケ ー トを受 けた方 では 記述 式 の 回答 を好 まない
。 この 二点 を考慮 して,ア ン

ケー ト形 式 は 極 刀選 択式 と し,こ の報 告 の最後 に添 付 した ア ン ケ ー トを使 用 し

た。

2・ ア ン ケー トの 調査 結 果

アン ケー トの設 問 に 従っ て寛 々公 社 技 術局 で の使 用 状況 を以 下 に解 説す る
。

2.1利 用 者 の特 徴

(問2～ 問6121頁 ～122頁 の図 参 照)

各 グ ラフ を 見てわ か る通 り技術局 のMAC利 用 者 は
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(1)20代 後 半 の若 い人 が主 で あ る。

(2)在 職 期 間も2～3年 と短 い。

(3)コ ン ピュー タ使 用経 験 が 有 る。

(4)電 気 電 子 を専 門 と してい る。

等 の特 徴 を有 して お り,他 機 関 に比べ てMACが 積 極 的に 使われ る理 由が

は っ き りして い る。 た だ し問5の 結 果 か ら判 断 する と仕 事 の内 容に よりMA

C使 用頻 度 が 大 き く異 なって お り,職 場 がMAG端 末 を 必要 と して い る こ と

も事実 で あ る。 な お 問3の 内,デ ー タ担 当に 使 用 者 が いな い点 に 疑 問 を持 た

れ るか も し れ ない が,技 術局 デ ー タは端 末 装 置 を主 に担 当 してい るた め と 思

わ れ る。

2.2MAC使 用 回数 時 間

(問7～ 問10122頁 ～125頁 の 図参 照)

利 用状 況の 特 徴 を 列 記 する と

(1)平 均 週一－pmMACを 使 用 して い る。

(2)MAGに よる1人 当 り処 理 件数 は均 等 に 分 布 して い る。

(3)1回 に つ き平 均2～5時 間 端 末 を占有 して い る。

(4)仕 事1件 当 りのMAO占 有 時 間 も,20時 間位 迄 均等 に 分 布 してい る。

現在MAC稼 動 時 間 は通 常 午前10:00～ 午 後16:30で あ る が,(3)

項 か ら半 日単 位 でMACに 処 理 さ せ て い る こと がわ か る。

2.3プ ログ ラム 関連

(問11～ 問17124頁 ～125頁 の 図参 照)

(1)平 均100ス テ ップ程 度 の プ ログ ラ ム.

(2)300ス テ ッ プ以 上 の投 入 も時 々あ る 。

(3}デ ー タは 普 通10数 ス テ ッ プ どま り。

(4)MACの フ ォー トラ ンは 満足 で き る もので あ り,他 の 言語 は あま り必 要

で ない 。

問15の 答 か らは全 員 フォ ー トラン を便 用 してk・ り,コ ボ ル を 使 っ た 人

は い なか った。 これは,技 術局 が 技 術 調査 研 究 実 用 化 を行 なっ て い る こ と を

考 えれ ば 当 然 の結 果 と も言 え よ う。
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●

2.4計 算 処 理 業務

(問18,19126頁 の 図 参照)

各 人 の 行 なった 処 理 内 容 につ い て ア ンケー トに 記入 され た件 数 を 累 計 し て

求め た もの が 問18の グラ フであ る。 なお処 理件 数 の合 計 は124件 で あ っ

た。 問19の 計算 処理 項 目は アン ケ ー トに 記入 のあ った ものの み 列 記 した も

の で,全 て の業 務に つい て掲 げた もの では な い か ,ど の よ うな 業務 がMAC

の 対 象 と な り易 い か類 推 す る のには 役立 つ と思 われ る。

2.5MACの 存 続 につhて

(問20127頁 の図 参 照)

現 時 点 ではMACと 仕 事が 強 いつ な が りを持 っ て いる ため ,ほ とん どの人

が存 続 を希 望 して い る。 廃 止 して も 良い とい う意 見 の理 由 と して は寛 々公 社

の 科学 技 術計 算 サ ー ビス(DEMOS)の 商用 試験 端 末 が 昭和45年12月 か

ら同 じ部屋 に 入 っ たため,DEMOSの 端 末 増 とか使 用 時 間 増加 を前 提 に す れ

ば 廃止 して も 良い とい うこ とで あ り,TSSサ ー ビス を必 要 と しな い とい う

事 では ない 。

2.6コ マ ン ド関 連

(問21～ 問25127頁 ～128頁 の図 参 照)

問21に つ い て は特 に統 計 を と らな ぐて も類推 は 一 応 っ ぐが
,一 度 も使 わ

れ な い コマ ン ドが あ るの は 注 目に値す る。 また コマ ン ド全 般 につ い て は使 い

易 い と い う意 見 が大 勢 を しめ て お り,構 成 が うま くで きて い る ことを 示 して

いる 。

なお さ らに コ マン ドを充 実 して ほ しい とい う事 で 次の よ うな意 見 が あった
。

nlstep単 位の 変更 と同 時に1char
acterの 変 更 が可 能 だと よいtt

日UPDATEは エNPUTで フ
ァ イル を確保 して行 な うかEDITで あれ ば,

そ の 必要 は な くさ らに 細 か い 訂正 も可 能 であ る 。EDITの 編集 方法 を もっ

と 簡 単 に わ か り易 く,内 容 を充 実 してほ しい。 ・

2.7応 答速 度

(問26～28129頁 ～130頁 の 図参 照)

コ マン ド応 答 速 度 ,キ ー ボ ー ド印字 速度,コ ン ピュ ー タの 計 算処 理速 度 と
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も遅 い とい う意 見が 過 半 数 を 占め てい る。 キ ー ボ ー ドは50ボ ーの 速 度で 印

字 して いる た め,200ボ ーが 一般 化 して いる 現 在特 に 遅 く感 じ ると思 わ れ

る 。 ま た コ マ ン ド応 答速度 も通常 の 「会 話 」の よ うにス ムース に いか ない と

イラ イラす るた め,も う少 し早 くす る必要 が ある と考 える 。

2.8フ ァイル割 当て

(問29150頁 の 図参 照)

電 電 公社 技 術局 で は 比較 的 多人 数で使 用 した た め ファイル 管 理 は事実 上 野

放 しの 状 態 で あっ た 。従 って あ ま り必要 で な い フ ァイ ルが 沢 山登録 され てい

る ことが よ くあ り,半 年 前 に 転 勤 した人の ファイル が残 っ て い た り した 。原

則 と して は 各 自が 自分の 作成 した フ ァ イルが不 必要 に な った ら直 ちに消去 す

る よ う指 導 して い た が,こ の点 か ら言え ば管理 担 当者 は失格 で あ った。 た だ

使 用 者 か ら直接 フ ナィル に つ いて の苦情 が来 た ことは1度 しか な く,問29

の結 果 は意 外 で あった 。 フ ァイル割 当て 量 は欲 を 言 えば きりが ない ので,値

入 的 感想 を言 え ば現在 の 倍 程 度 で充 分 と 考え られ る。

2.9セ ン タと キ ー ボー ドの 故障

(問301ろ0頁 の 図参 照)

問30を 見 れ ばわ か る通 りア ンケ ー トに答 え た22名 の 内1名 だ け故障 を

経 験 して い ない 。 アン ケー トに は経 験 回 数 を書 く欄 を設 けて お いたが,「 多

す ぎて 覚え て い な い 」 とか 「。。」と記 入 した入 が5名 いた 。 ま た セ ン タダ ウ

.ンで フ ァイル が 使 い もの に な らな くな っ た とい う苦 情 も何 回か 聞 い ている 。

た だ 端末 の障 害 の 内には 操 作者 不 慣 れに よ る もの も何 件か 含 まれて い る と思

わ れ る⇔

2.10端 末 装 置

(問31～ 問 ろ4131頁 ～133頁 の図参 照)

問31で は各 端 末装 置 の 使 い易 さ につ い て アンケ ー トをとっ たが,特 に問

題 と思 われ るの は キー ボー ドであ る。 また キー ボ ー ドの 印字音 に つ い て も,

55%の 者 が音 が大 きす ぎる と答 え て いる。 ま た通 話 装 置に セ ンタ側 が 応答

しな い と い う不 評 は何 回 も耳 に した。 問 ろ2は 自分 でMAGを 使用 した経 験

か ら出 した設 問 で あるが,同 じよ うに電 源 を落 す入 が 多 いの には 驚 い た。
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これ に 相 当す る オ ー ル マ イテ ィーな コ マン ドを設 けて如 何 な る 場合 に も初期

設 定が 出来 る ようにす る と便 利 だ と思 う。

問53,ろ4で 紙 テー プが 非 常 に活 用 され てい るのが 良 くわか る 。 大部 分

の人 は セ ン タが休 ん でい る時 間に ロー カルで紙 テー プ をさん 孔 し,限 られ た

時 間 内 でMACを 有 効 利 用す ると とを 考え て いる
0

2.11MAC使 用法 の習 得

(図55～37133頁 ～154頁 の 図参 照)

マ ニ ュア ル の配 布部 数 が少 なか った た め に こ のよ うな結 果 が 出て しま
っ た。

総 じてMACシ ス テ ムは 習 得 し易 くな じみ 易 く出来 てい る と言 え る
。 なお 使

用者 が あ らか じめコ ン ピ ュータ に 良 く親 しん でお り
,知 識 と経 験が 豊 富 な点

もみ のが せ ない 0

2.12使 用 感 想

(問 ろB～41154頁 ～136頁 の 図参 照)

ま とめ る とつ ぎの よ う にな る。

(1)デ バ ッグは や り易 い 。

(2)UEPコ ー ドの代 りに メ ッセ ー ジを打 った方 が 良 い。

(3)MAOは 会 話形TSSの 特 徴 が生 か され て い る。

(4)故 障が 減っ た らさ らに 使 い 易 く便 利 な シス テ ムと なる
。

2.13そ の他

(問42～44156頁 の 図 参 照)

問42はMACの 稼 動 時間 延長 希望 者 が 多 い こ とを示 して い る
。問45は

パ ス ワー ドを 使 用す る必要 が あ ま りな か
っ た こ と,問44は ラ イ ブ ラ リの 説

明書 を入 手 で き なか った こ と も 原因 の一 つ と 考 え られ るが,ラ イブ ラ リ使 用

者 が 少な い こ とを示 して いる 。

日本 の コ ン ピュ ー タ技 術 が年 々進 歩 して お り世 界 最 高 レベル に 近 ず きつ つあ

る こ とは だれ し も認 め るこ とで ある。 先 頃 工BMと 日本の 各 メ ーカ 間 の ライ セ

ン ス契約 で 工BMが 日本 の技 術 を 高 く評 価 して い る事 実 が新 聞 に報 導 され た
。
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本報 告は仕事の あい間 にまとめ たため,充 分 な考察 とか知識の整理が出来 てお

らず,各 項 目も雑 然 とならびま とま りがな くなって しまった。 そのため 本報告

を読 まれ る方 々に ご不便 をかけること も多 い と考え られ るがお許 し願 いたい。

MACシ ステ ムの完成 に尽力さ れた各方面の御 努力 を賞賛 する と同時 に,今

後 日本の コン ピュータ技 術がますます発展す る ことを願い,こ の報 告が多少 な

りとも貢献する ことが出来れば と考 える しだいであ る。
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6

5

44

3

2

1

∩
)

人
数

23 2425262ア28295051年 令

聞2.年 令 構 成

θ1・

5

0

他
部
局

画

像

デ
ー
タ

交 宅 伝 線 無 電

換 内 送 路 線 力

 

通
信
網

間3担 当業 務

人
数

10

5

0

2345678

公 社在職期間(年)

問4,公 社 在 職 期 間

910

年

以
上
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問5,計 算機 使 用経 験

問6.学 生 の 時の 専攻 学 科

4～5回

27%

1回 以下

32%

2～3回

27%

問 ス 月平均使用回数

一一122一



10,

10件 以上

7件

5%6件

33%

5件

19%

問8処 理件数累計

、

2～5時 間

5P%

1～2時 間

18%

問9.i回 当b平 均 端末 占有 時間

10～20時 間

18%

篇

%

'

9

・分 口
5.'下

1～2時 間

%5

9%

2～3時 間

18%

問1a1件 当9平 均 端末 占有 時 間
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20.0～50050L)rF

14%9%

150～200

14%

100～150

18%

問11.平 均 プ ロ グ ラ ム ・ス テ ッ プ.数

'

50～100

52%

100～150

25%

問12.最 大 プ ロ グ ラ ム ・ス テ ップ 数

ア6～100

100

40～50

14%

4%50～40

20～50

4%

㌦
%

、

問13.平 均 デ ー タ ・ス テ ヅ プ数
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10以 下

26%

問14.最 大 デ ー タ ・ス テ ップ 数

%

足

52

満

ま あ まあ

75%

問16. MACの フt－ トランの満 足度

アセンフフ
アル

ゴー
9%

問17.MACに 他 の言 語 を使 いた いか。
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経済比較,予 測

各種実験 ・試験の

データ分析 ・整理』

科学技術的

理論の考察

問18処 理 内容

問19.計 算 処理 項 目

・トラ ンク数 算出

・経済 比 較

・船 舶用 印刷 電信 方 式 の シ ミュ レー シ ョン

(1)2度 送 りの誤字 率(Timedive;sity効 果)

(2)ブ ロック送 りの誤 字 率

・FDM回 線(SHF)設 計

・TV信 号 の周 波数 解 析

・FMDEMの シ ミュ レー シ ョン

・FMス ペ ク トラ ムの 解 析

・海 底同 軸 ケー ブル ・ロス 周波 数 特性

・FM周 波 数 スペ ク トル

・ケ ー ブルの 遮蔽係 数 計 算

・スペ ク トラム計 算

・エン フ ァシス ・カー ブ計 算

・干渉 計 算

・フェ ージ ン グの解 析

・パ ワー ・スペ ク トラム(ガ ウス法)

."〃(ス チ ュ ワー ト法)

・プ リエ ンプ ア シス ・カー ブの 作 成

・ 〃 〃 の積 分

・伝 送路 特 性 を仮定 した ときの デ ー タ信号 応答 波形 の算 出

・PCM変 調波 電 力 スペ ク トラム数値 計算

・各種 伝送 系 のパ ルス応 答

・各種 フ ィル タ の伝送 特 徴
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問2QMACの 存続 にっ い て

5.

どち らで も
良い

問21.コ マ ン ド使 用 状 況

使用割合(%)

HELLO

BYE

SWITCH

INPUT

UPDATE

OUTPUT

COUTPUT

RENUMBER

COPY

SAVE

LOAD

ED工T .

RESERVE

RENAME

MODECHAN〔}E

PURGE

PULL

FORTRAN

IＬINK

START

RESTART

END.

ASS工GN

COMPUTE

ASK

LIST

INQUIRY

TEACH

0 ,...59,,,1100

'

w

一
w

良 く使 うコマ ン ド

%

使 った ことの ある

/コ マ ン ド

㌘、
彩 、

%
z

z
、

揚 一
一
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使 い易い

57%

覚え易い

57%

どち らとも言えな

い

45%

1.

うま く出来 ている。

25%

工夫。必㌫ る

50%

問22.コ マ ン ドの 使 用 感 想

問25.コ マ ン ドネ ー ムは?

問24.コ マ ン ド ・パ ラ メ ー タ の 構 成 は?
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3,

意識 しない

25φ

問26.コ マン ド応答速 度 は?

4.

そ の他

9%

一129一

問2ス キー ボー ドの印 字速 度 は?

4.そ の他 を選択 した人 の意 見 は

・あ ま りに も遅 い 。

・小型 ライ ンプ リン タ をほ しい
。



問2&コ ン ビ=一 夕の 計 算 処 理

..速 度 は?'

4.そ の 他 の 意 見:'t

・キ ー ボ ー ドの タ イ プ ア ウ,ト 速 度 に マ ス ク

さ れ て わ か らな い 。

問29.割 当 ファ イル制限 の ため に

計算 で きなか った ことが あ るか?

問5aセ ン タヌは.キー ボー ドの障 害 を

経 験 した か?
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問3t端 末 各装 置は 使 い易い か?

キ ー ボ ニ ド ・MODEM

意識しない

59%

使い 易い

36%

い

にくレS

5%

紙 テ ープ装 置 通 話 装 置

意識しない

63%

2.

使 いに くい

52%
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コメ ン ト

キー ボ ー ドに対 して:・200B以 上 に してほ しい。(2件)

・原 稿 を のせ る所 が ない。

紙 テ ー プ装置 に対 して:8ビ ッ トに してほ しい。

通話 装 置 に対 して:使 いに くい の では 左 く相手 が出 ない。

その 他:カ ー ド・ リー ダ及 び カー ド・パ ンチが ほ しい。

問52,MAC使 用 中 に 電源 を落 してや り直 した経 験 は?

原 因は?

使 用者その他

17%

55%

末

11%

センタ

59%

理 由は?

操作法の勉強不足

75%

直接キーボ ー ド

14%テ ー プ

問55.プ ログ ラムの入 力方法 は?

一132一



キーボー ト㍉ 紙 テー

プ両方 を用い る。

紙 テー プ

にさん孔

14%

データ入力

経験無し

18%

問34.デ ー タの入 力方 法 は?

問55.MAC使 用法 は ど うや って勉 強?

4そ の 他 の内訳 は

講 習 と マニ ュアル で 自習 ……5%

友達 とマ ニュ アル で 自習 …18%

3.

わか り、に くい

わか り易 い

19%

問56.マ ニ ュ ア ル は わ か9易 い か?
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それ程苦労 しな

かった。

一 通 り使 え る よ うにな る のに

どの位 か か った か?

問5ス

MAGは 簡単 に修得 で きたか?

問58デ バ ッグは やP易 いか?
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2

ON

問59UEPコ ー ドは わ かb易 い か?

コメ ン ト

・具 体的 内 容 を豊 富 に してほ しい
。

・メ ッセー ジを打 出 して ほ しい
。(5件)

・説 明が わか りに くい。

問4QMACは 会話 形TSSの 特徴

が生 か され てい るか?

人数(%)

005
.1■

]0
.`.■

1.最 終結果が早 く得 られる。

2・ デパツクがや り易い。

3.自 由に使 える。

4.論 理 ミスがみつけ易 い。

5,プ ログラム変 更が容易

6,そ の他
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100

人数(%)
50

問41.MACの 不 便 な 点 は?

0

1.キ ーボー ドか らのプ ログラム うち込 みが面倒 である。

2,エ ラーメッセージ(UEPコ ー ド)が わか りに くい。

5.論 理 ミスを見つけに くい。

4.カ ー ド・り一ダの ないこと。

5.セ ンタの計算時間が長い時,正 常に計算をしているかどうか不明なこと。

6.セ ン タ ・ダ ウンの表示 のない事。

7.障 害間合せ の為に通話装置 を使 って も応 答 して くれない こと。

8,セ ンタダウンでプアイルがカバー しない こと。

9.セ ンタ ・ダ ウンの時途中で行なった処理を初めからや り直す必要のあること。

10,そ の 他

現状 で よい

14%

延 長 希 望

86%

土,日 曜に も

使 いたい

41%

問42.MACの 稼 動 時間

05010..`...

問45パ ス ワー ド使用経験

鵬
5%

NO
95%

問44ラ イブラ リ使用経験
YES

29%

NO
71%
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(
∠

Z
J

4

5

6

z

8

9

MACア ン ケ ー ト

氏 名

(氏 名 を 書 きた くない入 は未 記 入 の ま ま提出 して 下 さ い)

年 令

担 当125456789

通網 交換 宅 内 伝 送 線路 無 線 電力 デ ー タ 画 像

10

そ の 他()

公 社 在職 期 間12345678

1年2年5年4年5年6年7年8年

910

9年10年 以上

9t算ue使 用 経験1.公 社入 社以 前 か ら経 験有 り。

2.MAG使 用 前 に経験 有 り。(入 社 前 未 経 験)

3.MACで 初 め て経験 した 。

4.そ の 他()

学 生 時の 専 攻12345

電 気 ・電 子 機 械 土 木 数 学 物理

6

そ の 他()

MAC月 平均 使 用 回数1254

1回 以 下2～5回4～5回6～7回

567

8～10回11～15回16回 以 上(回)

MACに よる 処 理 件 数 累計1234567

1件2件5件4件5件6件7件

8910

8件9件10件 以 上(件)

1回 当 り平 均 端 末 占有 時 間t25

50分 以 下 ろ0分 ～1時 間1～2時 間

45.6

2～5時 間5～4時 間4時 間以 上(時 間)
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01

t1

21

51

炬1

51

1件 当b平 均端緒 有時間 ←
3。 弘 下,。 分こ 塒 間1-;時 間

4567

2～3時 間3～4時 間4～6時 間6～10時 間

1'。一;。 繭 、。時㍍ 上(⊇"

平均 プ ログ ラム'ス テ ップ数
,。L下,。 三1。 。1。 。三15b

456

150～200200～300ろ00～500

789.・

500～700700～10001000～1500'

10,11

1500～20002000以 上(ス テ ッ プ)

最 大 プ ロ グ ラ ム ・ ス テ ッ プ 数125

50以 下50～100100～150

456

150～200'200～3'00300～500

789

500～700700～10001000～1500

10、11

1500～20002000以 上(ス テ ッ プ)

平 均 デ ー タ ・ ス テ ッ プ 数1234

010以 下10～2020～5p

,。 三 、 。4。 £,6,。L,。7。 三1。 。

9

100以 上(ス テ ッ プ)

最 大デー ・ ・ステ ・・7'tw;
1。6下1。 こ,。'∴ 。

5678

50～4040～5050～7070～100

9

100以 上(ス テ ッ プ)

使 用 言 語1.。 テ ト ラ ン2.,ボ ル'
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16.MAGの フ ォー ト ラン(コ ボ ル)に 満 足 して いま すか?

1.満 足2.ま あ ま あ ろ.不 満 足

レベ ル そ の 他言 語に 関 す る要 望 が 有っ た ら記 入 して 下 さ い。

[
4スMAσ で他 の 言語 を使 いた い と考 え ます か?

12ろ4

NQALGOLア セン ブ・ラPL/1』

5

そ の 他()

18.計 算 内容 は次の分 類 の どれ に入 ります か?

t

2

5

4

5

6

Z

8

科学技 術的理 論 の考 察

物 理 的諸 現 象 の解 析.シ ミ ュレ_シ 三ン

電気通 信 シス テ ム の モ デル 設 定 とシ ミュ レー シ ョン

各 種実 験 ・試験 の デ ー タ分 析 ・整理

経済 比較,予 測

情報 検索

事務 処理

そ の他(・)

|

件

件

件

件

・
件

件

件

件

19.さ しつ か えが なけ れ ば言†算 処 理 項 目 を列 記 して 下 さい。

20.MAC端 末 を半 年 以 内 に 廃止 す る こ とが 検討 され てい ます が?

1.廃 止 して も よ い2.存 続 させ たい(年 以 上)

5.ど ち らで も良 い4.そ の 他(

具体 的理 由の あ る 人は 記 入 して 下 さい。
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21.

22

52

　
42

25.

〔 |
良 く使 う コ マ ン ドに ○ 印,使 っ た こ と の あ る コ マ ン ドに △ 印 を つ け て 下 さ

しへ 。

125456

HELLOBYESWITCHINPUTUPDATEOUTPUT

789101112

COUTP'UTRENUMBERCOPYSAVELOADED工T

1ろ14151617

RESERVERENAMEMODECHANGEPURGEPULL

1819202122

FORTRANLINKSTARTRESTABTEND

252425262728

AsslGNcOMPUTEAsKL,ISTINQulRYTEACH

29

そ の 他()

コ マ ン ドを 使 っ て み て ど う感 じ ま し た か?

1.使 い 易 い2.使 い に く い5.ど ち ら と も 言 え な い

コ マ ン ドネ ー ム は 覚 え 易 い で す か?

1.覚 え 易 い2.覚 え に くい5.ど ち ら と も 言 え な い

コ マ ン ド ・パ ラ メ ー タ の 構 成 は うま く出 来 て い る と 思 い ま す か?

1.う ま く 出 来 て い る2.工 夫 の 必 要 が あ る4 .ど ち ら と も 言

5.ど ち ら と も 言 え な い

コ マ ン ドに つ い て 具 体 的 意 見 の あ る 人 は 記 入 し て 下 さ い
。

'
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26.コ マ ン ドを打 ち こん だ後応 答が 出る迄 の時 間 を

1.早 く感 じる2.遅 く感 じる3.別 に 意 識 した こ とは 無 い

4.そ の 他()

27.キ ー ボ ー ドの 印字 速度 を

1.早 く感 じる2.遅 く感 じる5.別 に 意 識 した こ とは 無い

4.そ の 他()

28,セ ンター の コ ン ピュ ータの 計 算処 理 速 度 を

1.早 く 感 じる2.遅 く感 じる5.別 に 意 識 した こ とは 無 い

4.そ の 他()

29.技 術局 割 当て の セン タ ・ファ イルに 制 限が 有 るた め計 算 処 理 が 出来 なか っ

た こ とが 有 ります か?

1.YES2.NO

具 体 的 意見 が あれ ば記入 して 下 さい 。

1〕
50セ ンタ又 は キーボー ドの障害 を経験 した事が有 ります か?

1.NO2.YES(端 末障 害 回,セ ンタ障害 回)

障害 内容 を記 憶 して いた ら列挙 して下 さい。

/|
障 害 回 復方 法 は現 状 の まXで 良 いで す か。 障害 修 理の 時 間,フ ァ イ ル回復

等 に つ いて意 見 が あ っ た ら記 入 して 下 さ い。

/
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51.端 末 各 装 置に っ いて ど う考 え ま す か?

キ ー ボー ドは,1.使 い 易 い2.使 い に くい5.別 に 意 識 しな い

MODEMは1.使 い 易 い2.使 い に くい5.別 に意 識 しな い

紙 テ ー プ装置は1.使 い 易 い2.使 い に くい5 .別 に意 識 しない

通 話 装 置は1.使 い 易 い2.使 いに くい5.別 に 意識 しな い

キ ー ボ ー ドの 印 字音 は1.大 きす ぎる2.そ れ 程 で もない

ろ.別に 意識 しなレ・

ー見意善改

|
5・2:::MAC使 用 中 に先 に 進 め な ぐな って,電 源 を 落 して や り直 した 経験 が あ り

何 回 かあ
.そ」5・ 無 し

・原 因は どこに有 りま した か?

∵ 壁 」2　 端 末4'そ の他(
・理 由 は?

1.コ マ ン ド を 使 う と 面 倒 な た め2.操 作 法 の 勉 強 不 足

5:そ の 他(
.)

55.プ ロ グ ラ ム を 入 れ る 方 法 は?

1.直 接 キ ー ボ ー ドか ら2.一 度 紙 テ ー プ に さ ん 孔 し て か ら

5.ど ち ら も 用 い る 。4.そ の 他()

34.デ ー タ を 入 れ る 方 法 は?

1.デ ー タ を 入 れ た 経 験 無 し

2.直 接 キ ー ボ ー ドか ら5.一 度 紙 テ ー プ に さ ん 孔 し て か ら

4.ど ち ら も 用 い る5.そ の 他(

55.MACの 使 い 方 は ど う や っ て 勉 強 し ま し た か?

-142一
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1.講 習
.2.友 達 に 教 わっ た5.マ ニ ュ アルで 自習

4.そ の 他()

56.マ ニ ュ アル は わか り易 いで す か?

1.マ ニ ュア ル を読ん だ ことは ない。

2.わ か り易 い5.わ か りに くい4.特 に意 識 した こ とは ない 。

説 明 書 につ いて の 意見 が あっ た ら記 入 して 下 さい 。

」
3ZMAGの 使 い方 は 簡 単 に修 得 で き ま した か?

1・YES2・NO5.そ れほ ど苦労 は しな かっ た。

一 通 り使 え る よ うに な るの に どの 位 かNり ま した か?

1.30分2.1時 間

6.2日Z3日.

劉
38.'デ バ ッ グ は や り 易 い で す か?

1.Y'ES2.NO

[

5.2時 間

8.一 週 間

5.そ の 他(

原因は どこに あ りますか?

59 .UEPコ ー ドはわ か り易 いで す か?

/YES

[

4.半 日5.1日

9・ そ の 他()

、

」

5.そ の 他(2.NO

改善案を経 ちの方は記入 して下ふ.
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40.MACで は会 話 型TSSの 特 徴 が生O'"さ れ て い る と思 い ますか?

1.YES2.NO5.そ の 他(

従 来 の バ ッチ処 理 に 比 べMACの す ぐれ て い る点 は?

t

2

ろ

4

5

6

最終結果が 早 く得 られ る

デバ ッグがや り易い

自由に使え る

論理 ミスがみつけ易 い

プログ ラム変更 が容易

その他

r
人

41・MAGを 使 っ て 特 に不 便 と感 じるの は?

1

2

3

4

5

キ ー ボ ー ドか ら の プ ロ グ ラ ム う ち 込 み が 面 倒 で あ る 。

エ ラ_メ ッ セ ー ジ(UEPコ ー ド)が わ か り に く い 。

論 理 ミス を 見 つ け に く い

カ ー ド ・ リ ー ダ の な い こ と

)

〕

セ ン タの 計 算時 間が 長 い時,正 常 に計 算 を してい るか ど うか 不 明 な ご

と 。

6.セ ン タ ダ ウ ン の 表 示 の な い 事 、

7・ 障 害 問 い 合 わ せ の 為 に 通 話 装 置 を 使 っ て も 応 答 し て く れ な い こ と 。

8.セ ン タ ・ ダ ウ ン で フ ァ イ ル が リ カ バ ー.し な い こ と 。

9・ セ ン タ ・ダ
、ウ ン の 時 途 中 迄 行 な っ た 処 理 を 初 め か ら や り 直 す 必 要 が あ

る こ と 。

10.そ の 他

[
42.MAOの 稼 動 時 間(平 日10:ろ0～16:30)に つhて

1.も っ と 延 長 し て ほ し い(:～:位)

2.今 の ま ま で 充 分

5.土,日 曜 に も 使 い た い(時 間 位)
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54

44

54

4.そ の 他()

パ ス ワー ドを使 った こと は あります か?

1.YES2.NO

ライ ブ ラ リを使 っ た こ とは あ ります か?

1.YES2.NO

そ の 他 何 で もMACに つ いて気 の つ い た点 が あれ ば書 いて 下 さ い。

46.ど う も あ り が と う ご ざ い ま した 。

一145一



使 用 状 況 と 評 価(例 の4)

財 団法 人 日本情 報 処 理 開発 セン ター の事 業 計画 の一 つ と して ス ター トした遠 隔

情報 処 理 シス テ ム の研 究 開発 の一一環 と して 当経済 研 究 所 に 昭和 一44年10月,端

末機 が設 置 され,以 来約 一 年 半 が経 過 した 。.この間 端 末 機の 利用 方 法 も しだい に

多 様化 し,使 用 回数 も徐 々に増 え て きて い る 。最 初 に 端 末機 が設 置 され た場 所 は

調査研 究 室 の 内部 で,防 音 装 置 もな く,タ イ プラ イ ター が 発す る騒 音に 悩 まさ れ

続 け て きた。 この ため45年6月 に 当研究 所 の 図 書 館 内に 防 音 壁 を施 した機 械 室

を設 け,端 末機 をこ こ に移転 した 。 この結 果,外 部へ 音 が全 く漏れ ず,し か も防

音壁 が タイ プ ラ イタ ー の音 を吸 収 す る役割 も果 しオ ペ レー ター の作 業 が非常 に 効

率 的 にな っ た。 こ こで この 機械 室 を紹 介 しょ う。

なお,本 報 告 は端 末 機 が 設 置され,そ の 後の 利 用 状 況 を簡単 に と りま とめ た も

ので あ る が,当 研 究 所に は コン ピュ ー ターに 関す る ハ ー ド ・ソ フ トの 両分野 に 専

門的 知識 を持 つ者 が な く,本 報 告 書 の読 み に くい 点は 御了 承 願 いた い。

1.端 末機 の 使用頻 度 と使 用時 間 につ い て

ア メ リカ では もち ろん,日 本 におい て も遠 隔 情報 シス テムは 現在 ,各 方面 に

導 入さ れつ つ あ り,こ れ らの シス テ ムの持 つ 有 効性 が今 後一 層認 識 され,端 末

機 へ の需要 が 高 くな る と予 想 され る。 当 研 究所 の利 用 形 態は,報 告 書印刷 用 の

各 種 デ ータの ア ウ トプ ッ ト,相 関係 数 の 計算,時 系 列 分析,回 帰 分 析等 さ ま ざ

まで あ る。情 報 検 索(IR)や ル ーチ ン ・ワ ー クへ の 適 用 も可 能 で はあ るが,

端 末機 の ハ ー ドの 面 に おけ る限 界か ら,か な りむ ずか し く,予 測 関係 を中 心 と

した 利 用が 大 部 分 を 占めている。具 体 的 な利 用 状 況 は 別表 に て示 そ う。た だ し,

この表 に 記 入 した 内 容 につ いて は,ア ウ トプ ッ トシー トが保 存 さ れ てい た もの

に 限 られ,実 際 に は,こ れ 以上 の 回数,も し ぐは 時間 とな る 。
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端末機 の利用 状況

使 用 日 使 用 内 容 使 用 時 間
(単 位:秒)

年 月 日

45.6.2 o需 要予 測 用産 業 連関 表 統合 のため の プ ログ ラ ム入

刀 お よび テス ト
4ろ,026

3 O〃 25,881

4 O〃 45,188

お よび,時 系列 分 析 の プ ログ ラ ムの入 力 お よび テ 1,745
ス ト

7 o時 系 列 プ ロ グ ラ ム の テ ス ト 2ろ,045

8 O〃 35,147

9 o〃 65,326

16 。端末 機 便用 手 引 き作 成 用 デ ー タ入力 お よび プ ログ
ラムの 実 行

1ス854

ス1 〇三変 数 に よ る回帰 プ ログ ラム の入 力 お よび テス ト 3ag48

2 〇三 変 数 に よ る プ ロ グ ラ ム の テ ス ト 25,064

5 O〃 6/415

817 o報 告書 印刷 用産 業 連 関 表統 合 プログ ラムの 入 力 お

よび テス ト
14兄777

1/9 o同 上 プ ロ グ ラムの テ ス トお よび修 正 ]55,590

20 O〃 145,968

21 o〃 25t4ろ1

24 O〃 22兄949

25 。産業連 関表統合作 業 の実行 48,ろ70

917 o回 帰 プ ログ ラムの 打 ち出 し修 正 お よび演 算 26,134

・相関係数計算 ろt116

24 04変 数 の 回 帰 プ ログ ラ ム の入 刀 お よび テス ト 115,777

1a1ろ O〃 53,002

14 O〃 ・
64,687

15 04変 数 の 回 帰 プ ログ ラ ムの テス トお よび計算 の実 201,027

行

16 ・相関係数 の計 算 4aろ71

25 ORAS法 に よ る投 入 係数 予 測 用 プ ログ ラムの 入 力 ろ 兄016
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使 用 日 使 用 内 容 便 用 時 間

(単 位:秒)

年 月 日

お・よ び テ ス ト

45.]α26 o同 上 プ ロ グ ラ ム の テ ス ト 45」73

28 o〃 澄 よび計算 44589

11.16 o相 関係数の計算 2t441

17 o相 関係数の 計算 55,150

19 o回 帰分析の 計算 93,579

20 o標 準 偏差 を求 め る プ ログ ラ ム の入 力 お よび テ ス ト

24 o同 上 プ ロ グ ラ ム の 修 正 ・ テ ス ト 0525

25 o価 格指数デ ータ入 力お よび標準偏差の 計算 14ス856

12.4 oGOMPUTEコ マ ン ドに ょ る 計 算 0641

46.1.16 o多 次元 回帰 の プ ログ ラム の 入 力お よび テス ト 16,29ろ

18 o同 上 プ ロ グ ラムの テス トお よび 計算 9ス339

19 o逆 行 列の プ ログ ラム の入 力お よび テス トと逆 行列 91881
計算の実行

2.4 o品 目別 消費支 出の回帰分 析 9z5ろ9

18 o多 元 回帰 の プ ロ グ ラムの 入 力 お よび テス ト 2qろ04

25 o同 上 プ ロ グ ラ ム の テ ス ト 45,ろ72

27 O〃 5q115

5.2 O〃 8a534

3 O〃 55,770

4 o〃 115,614

5 O〃 29610

9 o品 目別 項 日別 消 費支 出 デ ー タの 統 合(プ ログ ラ
テ ス ト,実 行)ム の入 刀,

85887

11 o機 械工 業 白書作 成 の た め の生 産 動態 統計 資料(指

数)入 力 お よ び加重 平 均 プ ログ ラムの入 刀,テ ス
ト

101,554

12

哨 轟 羅 一夕のアウトプ・トと繊 工業白散 用
4a523

.

2.適 用業 務 と そ の 効 率評 価

当研 究 所は,わ が国 機械 工 業 の振 興 と発展 に 寄 与す る こと を 目的 とす る研 究
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機関 であ るが ひと口に機械工業 と言って も,そ の内容は多種多様で非常に複雑

になってい る。 したがって,研 究 プ・ ジェク トの 内容 もそれぞ れ異 なり,端 末

機 をいかに効率 良 く組み入 れる かは研究 業務であ るが故 に相 当に難 問題で ある
。

強いて 端末機 の適用業務 を区別 すれば,次 の3っ に大別 で きる。

① ルーチンワー クでない 日常的 な業務 への適用。

② 需要予測や生産 予測等 のル ーチ ンワー ク的 な業務 への適用。

③ 情報 検索へ の適用。

この ろつ の項 目の うち①お よび② の業務 を主 と して端末機 を利 用 してお り,

③の情報検 索に関 しては データ ・イン プッ トの設計段階で あって ここでは述 べ

ず,② の計量 経済 分析や産 業連関分析 手法に基づ く生産 ない し需要 予測へ当研

究 所の適用方法に ついて述 べ よう。

昭和44年 度 か らわが国機械工業 の短期 もしくは中期の需要 予測手法の開発

を目的 とす る当研究所 の主 要 な プ ロジェク トが発足した 。 これは機械工 業を中

心 とした産業予測 を行 な うに当 って各産業 間に斉合性 を持 つ予 測 を 目的 として

いる。

この産業予 測を行 なう場 合には,① 当該産 業に生 じる技術変化,② 他産業に

生 じた技 術変化 によって 当該産業が 受ける構造 変化,③ 政府 支 出な どの最終需

要 ・ミターンの変化,④ 労働供給 力,と くに技能労働 力の構成 変化 ,⑤ 政治的,

経 済的両面か らの国際環 境の変化,な ど,経 済構造変化の影響 を考慮 して行 な

乏 ㊨ 躍 であ る・ このような綱 沿 った研 究と して ・す でに アメリ・で ・リ

:ニ ラン ド大 学 の ク ロッパ ー ・ア ル モ ン 教授 に よって 開発 され た,い わ ゆ る メ リ

'一 ラン ドモ デル に よる産 業 予 測が 試 み られ てい る
。 この メ リー ラ ン ドモ デル に

基 軸 をお きな が ら,我 々は 機 械 エ 業 に適 す る よ うに若 干 の側 面 で 拡 充 し,産 業

の 短 期 予測 用多部 門 モデル を開 発 した 。 この モ デルを我 々はKSK(機 械 振 興

協会 の 略称)モ デ ルと名 付 け た。(以 下KSKモ デ ル と呼 ぶ こ とにす る)

こ こでKSKモ デルの 概 要 を フ ロチ ャー トに て示 そ う。
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KSKモ デ ル に よる 予 測 の し くみ

図 か ら明 らか な よ うに,我 々のKSKモ デ ルは マ ク ロ ・エ コ ノ メ ト リック.

モ デル に よっ て産 業連 関分 析に 必 要 な最 終 需要(民 間 消費 支 出
,政 府 支 出,固

定資 本 形 成,在 庫 投 資,輸 出,輸 入)の 総 額 を 予 測 し,こ れ らの 各 項 国別最 終

需要 の 品 目別 分割 を行 な うため に,別 途 回帰 分 析 な どの手法 で予 測 した コ ン バ

ータ ー ◆マ ト リック スを 用 い
,予 測時 点 に お け る 各項 日別 の最 終 需要 の 構造 変

化 を 求 め る。 こ の よ うに して 得 られた 項 目別 ・品 目別最 終 需要 を産 業連 関 モ デ

ルに 与 える の だが・ 産業 連 関 モ デ ルの 方 に つ いては
,国 が公 表 してい る昭 和

40年 価 格 の55年 産業 連 関 表 と40年 産 業 連 関 表(450部 門 ×550部 門)

を機 械 工 業 を 中心 とす る分 析 目点 に適 応 させ るた めに,金 属,機 械 を細 か くし,

そ の 他 の 産 業 を 大 ま か に ま とめ た機 械 工 業 分 析 用 産 業 連 関 表 に 組 みか

え る。 こ の2つ の 表 を基 礎 に して,55年 お よび40年 の 投 入係 数 マ ト リッ ク

ス を求 め・ 投 入 構 造 の 変化 を考 慮 す る予 測 時点 にお け る投入 係数 マ ト リックス

をRAS法 に て 求 め る。 さ らに,こ う して 得 られ た投 入係数 か ら逆 行列 係 数 マ

ト リッ クス を算 出 し・ この 逆行 列 係 数 マ ト リ ックス に ,す でに 求め て お いた,

項 目別 ・品 目別 最 終 需要 を 与 え る ことに よって,目 標 時点 に おけ る生 産 額 を予

測 す る。 この生 産 額 が実 現 可 能 なレベ ル なの か 否 か をチ ェック す る ため に
,あ

らか じめ 生 産 指数 や・ 原 料の 供給 量,を 予 測 して お き,KSKモ デル か ら 得 ら
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れ た生 産額 と の斉 合 性 のチ ェ ック'を行 な う。 また,労 働面 か らの チ ェ ッ クのた

めKSKモ デルの なか で 求 め る職 種 別 ・産 業 別 労 働投 入係 数 マ トリ ック ス か ら

産 業 別 の 必 要 労 働者 数 を算 出 し,こ れ と別 途 生産 性 の推 移 か ら求め られ た もの

と の 関係 をみ る。 この よ うに して,KSKモ デル 自体 か ら得 られ る 予 測値 と モ

デル以 外 の情 報 との 比較 を行 な っ て満 足 な結 果 が 得 られ ない場 合 はもと に戻 っ

て マク ロ ・エコ ノ メ ト リッ ク ・モ デル や 最 終 需要 構造,投 入 構造 の変 化 等 を検

討 して,再 び 同 じよ うな プ ロセス を経 る とい う フィ ドバ ツク シス テ ムに なっ て

い る。

これ がKSKモ デルの 概 要 で あ るが,こ の モ デ ルに端 末 機 をい か に組 み入 れ

て きた か に つい て ふ れ てみ よ う。 計量 モ デル と産 業 連 関 モ デ ルと の 連 動 モデ ル

に な るKSKモ デル を 一度 に 端 末機 を利 用 して動 か すに は ディス クや コアーの

制 約 か ら不 可 能 で あっ た。 この た め,KSKモ デ ル をい くつ か の サブ モデル に

分 割 し,端 末機 を利 用 して 作 業 を遂 行 した 。
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KSKモ デ ル と端 末 機 の組 み入 れ フ ローチ ャー ト

ー

」
切

ω
、-

㌣
(推定)

RAS法

マ ク ロ ・エ コノ メ ト リ ック ・モ デ ル に よ る項 目 別 最 終 需 要 総 額 の 予 測

.(デ ータ加工 ・統合作業)

産業別 ・職種別労働投入係数

産業別.職 種別就業者マ トリプクス

(国 調ベ ース ・加 工統合)

産業 別 必要労 働量

(比較に伴左う演算)

(注)1.カ フコ内の作業 を端末 にてお こな ってい る。

2・ ㊥ 印 はフ ・一 ドパ ・クをする事 を示す・

L



たとえば具体的 な端末 の使用 として計量分析 による項 目別 ・品 目別 最終需要

の推定については,連 立体系に よる予測 プ ログ ラムの作成 を依頼中であっ て,

今までは外部に依存 してい る。た だ,マ クロモデルの推定 に 必要 な統計資料 の

統合,加 重平均 な どの データ加工面 で端末機 を利用 した り,項 目別最終需要の

品 目分割 に用いるコン バーターマ トリ ックスを推 定す るため先行指標の時系列

分折,回 帰分析を行 ない最終需要構造 のパ ターンの変化 を求めた。一 方,産 業

連関 モデルについて は,国 が 公表 して いる450部 門×550部 門表 を機械工

業 分折のた めの産業 連 関表 に統 合 し,RAS法 にて予測された投入係数の投入

構造の安 定性をみるために,55年,40年 投入係数 の比較に必要 な諸計 算を

実 施 した。以上の よ うに端末機 を組み入れて計量 分折にて最終需要 を求め,さ

らに産業 連関分析 に必要 な諸係数 を算出す るが,最 終的な生産 額 を求め る作業

は外部に委託 した。 次に,こ うして得 られた目標 時点で の生 産額がその他 の外

的情報か ら判断 して妥 当 なものか 否か の検討 を行な う。 まず,労 働生産性か ら

のチ ェックとして,工 業統計表 を用いて産業別の労 働生産性 の推移 を端末機 に

て分析 し,技 術係数 との兼合いか ら各産業 の生産額 を判断 する。さ らに労働力

の面の チェ ックと して産業 別 ・職種別労 働投入係数マ トリックス(国 勢調査 ・

産業連関の 就業 者数に よる)を 作成 し必要 労働投入 量と供給 可能な 労働量との

比較 を行な う。労働 面か らの検討 作業 を図示 しよ う。

構成比が正 しく

るか合計して

国勢調査蹴 出 中間小計

成比を作る

(注)フ ァイルネーム=プ ログラムファイル

E・ イルネーム1:デ ータ・・仲

憤 、に]・ ・一 ・

産業 関連表就業者数の職種別配分作業の図解
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以 上,端 末 機 の 利 用 状況 を生 産 も し くは需要 予 測関係 を甲 心 に して 述 べ た の

だが・ 端 末機の 導入 以 前に は,作 業 のす べ て を外 部 に一 括 して 依 頼 して きた が
,

この 場合 に は,ま ず 計算 の 見積 書 を入 手 して結 果 を得 るま でに は 相 当 な時 間が

かか っ て業 務の 進 行上 余 り効 率 的 で な か った。 た とえ ぱ 作 業 を委 託 す る 場合

に 意 志の 疎通 が うま くゆかず,希 望 す る 結果が 得 られ なか った り,デ ー タ が誤

ま って いて これ を修 正 し よ うとす るに は 端 末 機 の よ うに簡 単 に は ゆか な い。 計

算 会社 は営 業 → シス テ ム ア ナ リ シス→ プ ログ ラ ム作成 →パ ンチ→ オペ レー ト→

営 業と いっ た組 織 を形成 してお り,デ ータや プロ グ ラ ムの修正 もそ の都 度 これ

らの 組 織 を経 なけ れ ばな らず,作 業 の進 行 が 大 き く妨 げ られ てい た 。 また,緊

急 に 計 算 しなけ れ ば な ら ない 時 に で も,計 算 会社 の ス ケ ジュ_ル が ふ さ が っ て

お れ ば順 番 を待 た ね ば な らず,作 業 効 率 の面 で問題 が あっ た。 しか し,端 末 機

に つ い て は タ イ ム ・シエ ア リング シ之 テム の特 長 であ る 「いつ で も」 「 ど こか

らで も 」自由 に 電 子 計算 機 を簡 単 に コン トロ ールで き,計 算会 社 に 対 す る諸 問

題 は 解決 され非 常に 効率 的 に なっ た 。 特 に,デ ー タや プ ログ ラ ム の内容 を 一部

変更 す る必 要 が 起 っ た時 には 修 正用 フ ァイル(フ ァ イル ク ラスU)を 工NP_

UTし ・UPDATEコ マ ン ドに て 簡 単 に修 正 で きる。 端末 機 の持 つ メ リ ッ トを

ひ と 口に い え ば,コ ン ピュ ー ター を所 有 して い る状態 とほぼ 同 じだ け の 作 業が

こなせ ・ したが っ て デー タ,プ ・グ ラムの 管理 が 自由 に行 なえ
,必 要 な時 に作

業 を 遂行 で きる こと で あろ う。 実 際に,従 来 外部に 依 頼 して きた作 業 も徐 々に

端末機へ転換されて きてお り,今 後,端 末機へ の需要 も一層増大す るこ とが予

想 さ れ る。

3.シ ス テ ムの 総 合的 評価

前に も述べ た よ うに,当 研 究所 に は コン ピュー タ ーの ハー ド,ソ フ ト両分 野

に 専門的 知 識を 持つ 者 が い な く,シ ス テ ム の 総合 的 評価 と い った 大げ さ な点 で

な く・ ここで は,今 ま で に 端末 機 を使 用 して きた 感想 めいた こと を述べ て み た

い。

まず・ デ ィス ク エ リアの 問 題 で あ る が,こ の問 題 は 利用 者 側の デ ィ スク管 理

が 整っ て い れ ば ある程 度 解 決 で きる。 しか し情 報 検 索 を行 な う場 合 や,汎 用性
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の高い プ ログ ラム,デ ー タな どは 常に登 録 して お い た 方が よ り効率 的 に 利 用 で

き る と思 われ る。 こ う した場 合,情 報 量 が 一 層 大 き くなって デ ィス ク エ リアが

現在 各 端末 機 に一与え られ てい るUOA108単 位 で は若 干・」・さ くな る と思 わ れ

る。

また,現 在 の端 末機 に装 備 さ れて い る入 力 装 置 は紙 テープ リーダー(TRlor

MR1)と キ ーボ ー ド(KBI)で あ って ,入 力に 相 当 な 時 間 と労 力 がかか り

余 り能 率 的 で ある と は言 え ない 。 比較的 デ ータ数 の少 ない 作 業 に 関 しては 問題

に は な らない が,マ トリ ッ クス 形式 の よ うな 膨大 な デ ータの 作業 に つ い ては ,

直 接 キ ーボ ー ドか ら入 力 して も,あ る いは 紙 テ ー プを作 成 す る に して も,相 当

な時 間 を 費 さね ば な らず,ま た デ ー タ数 に 比 例 して入 力 ミス が生 ず る危険 性 が

伴 な う。 実 際 に 経 験 した ことで あ るが,あ らか じめ デ ータ をデ ィス クに キー ボ

ー ドか ら入 力 し
,プ ・ グ ラ ムを実行 させ た の だ が 演算 が 開 始 され なか っ た。 こ

の ため プ ログ ラム上 に問 題 が ある と判断 しプ ロ グ ラム を検 討 したが プ ログ ラム

ミスは発 見 で きず念 の た め デ ー タを し らべて み る と,数 字 のゼ ロ を変 数Oと 誤

って 入力 した こと に 起 因 して い た 。 この種 の 誤 りは 非 常 に 単純 であ るが,逆 に

単純 な誤 りで あ るが 故 に相 当 な時 間 を費 さ ねば な らな かっ た 。 この よ う宏 こと

か ら,デ ー タ数 の 多 い 作業は 外部 に委 か せ るこ とが 多 く,せ っ か く端 末機 が 有

りなが ら残念 に 思 わ れ る。 こ うい った 諸問 題 を解 決す る 方法 と して 外 部 に デ ー

タパ ン チ を委 託 し,こ れ を デ ィ スクに 入 力す る方 法 が考 え ちれ る。 し か し,一

般的 に デ ータ パ ンチ を外部 に 依頼す れ ば ,カ ー ドにパ ンチす ること が 多 く紙 テ

ー プの パ ンチは 余 り見 た こ とが ない
。 ま た,紙 テ ー プは デ ータ保 存上 若干 問 題

があ る。 以上 の点 か ら考 え て,各 端 末 機 に カ ー ドリーダ ーが 設置 され れば,端

末機 の 利 用面 での 効率 が さ らに高 くな るだ ろ う。

4.そ の 他

経済 分析 に必 要 と され る 各省 庁 や民 間 研究 所 か ら発表 され る 各種 の統 計資料

を当 研究 所 では 収 集 して い るが,特 に マス ター デ ー タは 磁 気 テ ー プ化 され る傾

向に あ り,そ の利 用度 は しだ い に 高 ま って きて い る 。 す でに 入手 済 み の 磁気 テ

ー プ化 され た マ ス タ ー デ ー ター と して 次の よ うな もの が あ る
。
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工業統計表

生産指数

生産動態統計

貿易 統計

貿 易統計

産業連関表

出荷 金 額,約600品 目

年 別 昭和 ろ8～42年

月 別 昭 和58～42年

生産,出 荷,在 庫

数 量 お よび 金 額

約1000品 目,月 別 昭 和29～42年

輸 出入金 額 約1300品 目

年別 昭和 ろ0～42年

同上(仕 向,仕 入地 域 別)

年 別 昭和58～45年

昭 和40年 価格35年 表(76部 門)

昭和40年(76部 門)

これ らの 統 言†資 料 は汎用 性 の非 常に高 い も ので あって,経 済 分析 に 必 要 不可

な もの で あ る。 しか し,理 論 的に は これ ら の デー タ を デ ィス グに 入 力 し てい ろ

い ろな 作業 を行 な え るが,こ の 場合,端 末機 の 操 作 にての み 行 な う事 がで きず,

セン タ ーの コ ン ピュ ータ機 器 を コン ト ロー ル し なけ れ ばな らな い。本 来 の

TSSを 考 慮 すれ ば,こ れ らの デ ー タを セ ンタ ー側 に 管 理 して いた だ き電 話 に

て 必 要 なデ ー タ(磁 気 テ ー プ化 され たも の)を デ ィ ス クに移 せ られ る態 勢 を作

っ て も らえ れ ば 端 末機 の利 用 効果 は さ らに一 段 高 ま る のでは ない か と考 え る。
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使 用 状 況 と 評 価(例 の5)

45年 度に 当 セ ンタ ーで利 用 した タ イ ム ・シェア リン グ ・シス テ ム(以 後 略 し

て,TSSと 呼 ぶ)はNEACTSSとFACOMTSSの2つ で あ る
。

NEACTSSは43年 度半 ば か ら使 用 してお り
,44年 度後 半 か らは 当 財 団

の 他 に,通 産 省,郵 政省,寛 々公 社等 の 外部 団体 に も端 末 装置 を 設 置 し
,ほ ぼ 実

用 シス テ ム と して 共 同利用 を お こなっ て い る。

一 方FAGOMTSSは45年12月 に オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ムが稼 働 を

開 始 し,以 後5ヶ 月間 シス テ ム テス トを兼 ね て使 用実 験 をお こな った。

1.NEACTSSの 利 用 状況

当財 団 には2っ の 端 末 が 設 置 され てお り,い つ れ も低 速 では あ るが カ_ド リ

ー ダが付 属 し
,1つ の 端 末 に は 更に 低 速 ライ ン プ リン ター も付 属 して い る 。一

般にTSSの 場 合,タ イ プ ライタ ー端 末 だけ では ,入 出 力の 制 約が 多す ぎて,

比較 的 デ ー タ の 多 い業 務 は扱 いに くい。 特 に 日本人 の場 合 は タ イ プライ タ操 作

が 不 なれ の た め,端 末 カ ー ド リー ダは 非 常 に 重 宝 が られ てい る
。

・45年1月 か ら46年3月 ま での ほx・一一年 間 の 当財 団で の2台 の端 末使 用時

間 は合 計約1ろ60時 間 で あ る。

、主 な使 用 目的 は作 業 管理 シ ス テ ムで,こ の シス テ ムの詳 細 は

R経 営 情 報 シ ステ ムの 理 論 と サ ブ シス テ ム ・ 昭和43年 度 報 告 書

に記 載 さ れ て い る の で参 照 さ れ たい。

この シス テ ムは 当財 団 職 員の ソ フ トウェ ア開 発 作 業 の進 行 管理 をお こ な うも

ので,任 意の 時 点 で管 理者 が プ ロ ジェク ト別 ,職 員 別,使 用 コン ピ ュ ータ機種

別 の情 報 をTSS端 末 か ら取 り出 す こと がで きる。

この シス テ ムが 一 応完 成 した の は44年6月 頃 で ある が ,そ の後の 利 用 経 験

か ら,こ の プ ログ ラムそ の もの,お よ びTSSの オペ レ ーテ ィ ング.シ ス テ ム

に対 して 若 干 の 変 更 要 求が 出て 来 た 。 主 な もの は 次の 諸 点 で あ る。

①NEAGTSSで は 現 在1っ の フ ァ イル の 大 きさは1 .9MGが 限度 であ る。

(1フ ァ イルは15UOAが 最 大 で あ る。1UOAの 大 きさ は可 変 では ある
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が,デ ィ スク 台数,ユ ーザ 数 等の 関 係 か ら当 財 団の シス テム でば 約150K

Gを 最 大 と して い る)将 来 の ファ イル の 膨 張 を考 慮す る と これでは 不 足 なの

で ・1つ の ロ ジカル フ アィル をい くつ か の フ ィジ カル フ ァ イル に分 割 し,

表 面上 は,そ れ ぞ れ異 なる フ ァイ ル と して,マ ルチ ファイル 処 理 をお こな う

こ とと した 。

しか しオ ペ レー テ ィ ング シス テ ムには こ の マル チ ファ イル 処理 の機 能 が

な い ので,こ の 作 業 管理 シ ス テムの 中 で,ユ ーザ レ ベルで この処 理 を お こ な

う事 と した 。

② この シス テ ムで は,各 プ ・ジ ェク トの各 項 目(例 え ばあ る モ ジ ュール の コ

ー ディ ン グ)に 関す る デ ータ の 更新 が お こ な われ た 日を 基 準 に してそ の項 目

の完 了 月 日,予 定 と の ズ レ の 日数 等 を予 測 して 算 出する よ うに なっ て い た が ,

デ ー タの 更 新 が お こな われ ない 限 り予 測結 果 が 変 更 しない の は不都 合 なの で ,

任 意 の 月 日,例 え ば本 日現 在 の月 日 を入 刀す る と,そ の 日 を基 準 と して の 予

測情 報 が 計 算 し 直され る よ うに変 更修 正 した 。

③ 従 来,こ のTSSで は,2つ 以上 の端 末 か ら同時va-一一つ の ファ イル を ア ク

セ スす る ことが 不 可 能 で あっ た 。

しか し一 般 にTSSで は ファ イル の 共有 とい う要 素 も大 きな メ リッ トの 一

つ で あ り,こ の作 業 管理 システ ム に おい て も,デ ー タの更 新検 索 と は概 して

異 なる 人 間 が お こ な うこ とが多 く,同 時に 一 つ の フ ァイルへの アク セ スが 出

来 ないの は きわ めて不 便で あ った。 オ ペ レー テ ィン グ シス テ ム の改 良 に よ

っ て 現在 で は フ ァイル の共 有が 可 能 と なっ た 。

④NEAGTSSは 本 来,技 術 計算 用 の シス テム と して 設 言†され た も の であ

るか ら,こ の作 業 管 理 の よ うな 比較的 大 きな フ ァ イル の オ ン ラ イン アク セ

スの 仕 事は 不 得手 であ る。 特 に シーク エ ン シャ ル ファ ィルの み しか許 され

な い の も大 きな 制 約 と なる。 しか しハ ー ドウェ ア の制 約,将 来 の 需 要 な どか

ら考 え,こ れ らの 機 能 を根 本 的に 改 良 す るの は困難 で あ る。

そ こで こ れ ら の 欠点 をあ る 程度 カバ ー で きる よ うコ マン ド指定 に融通 性 を

持 たせ た 。例 えば,従 来 は プ ロジ ェク トや 職 員のALL,指 定 と単一 指 定 の み

しか 許 さ な かっ た が,ALL指 定 で は,あ ま りに時 間が かXり す ぎ,単 一 指
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定 で は通 常 の要 求 で は あ ま りに指 定そ の もの が 煩雑 に 過 ぎる の で,実 用 的 に

10個 ま で任意 の プ ロ ジェク ト名 や職 員 名 を指定 で き るよ うに した 。

以 上,句 点か の修 正 を加 え て ,こ の 作 業管 理 システム に 関 して は,TSSの

実験 の 目的 をほS"達 成 した と言 え る。 この シス テム を通 して体 験 し たNEAC

TSSへ の要 求 を以 下に ま どめ て お こ う。

① ハ ー ドウ ェアの 安 定性 が ま ず第 一 の 条件 で あ る。特 に デ ィ ス ク フ ァイ ル

の不 安定 さが 目立 った 。 書 き込 ん だ フ ァ イル が 読 め ない とい う事故 が か な り

多 い。

② バ ックア ッ プ用のMTが 調 子が 悪 く,書 き出せ な い こと,ま た 書 い た もの

が 読 め な い こ とな どの 事故 が 多 かっ た。

③ セン トラル の カ ー ド リー ダや ライン プ リンタ,コ ン ソー ル タ イ プラ イタ等

の 周辺機 器の 事故 が,そ の まx全 シ ステム の ダ ウ ンに っ なが る こと が あっ た 。

④ デ ィス クパ ッ クの 容量 が予 想以 上 に 小さ く,本 格 的な オ ン ライ ン デー タ

ベ ー ス マ ネ ー ジメ ン トを お こ な う には,も っ と ア ク セス タ イムの早 い ,

大 容 量の,し か も安 価 な ラ ンダ ム ア クセ ス メモ リーの 必要 が 痛感 され た 。

⑤ 本 シス テムは,僅 か5台 の 端末 で,し か も全 く同時 に 稼 働 した こと は 殆ん

どなかっ た ので は ないか と想 像さ れ る が,そ れに しては,主 記 憶 容 量,演 算

速 度等 の ハ ー ドウェ アの限 界 を感 じさ せ られ る こ と が多か っ た 。特 に バ ック

グ ラウン ドも併行 す る場 合 は,現 在 の 端末 数で少 な くと も2倍 の主 記 憶容 量

を 要 求 した い。

⑥ 端 末 の 良 し悪 しが,ユ ー ザ ーに とっ て その まXそ のTSSの 使 用 感に つ な

が る と言 って も よい 。使い に くい端末 は シス テム その ものの イ メー ジを太 き

・く ダ ウンさせ る
。

タ イプ ラ イタの キー インが 受 け 付 け られ ない とい う事故 が時 々あ った 。 多

分 端 末機 側 の ハ ー ド ウエ ア的 な トラ ブ ルで あ ろ うが,も う少 し信 頼性 が欲 し

い。 同 時 にプ リン ト用 紙 のハ ン ドリン グ も何 とか 工 夫が 出来 な い も ので あ ろ

うか 。 これ らはTSS以 前 の 問 題 であ る。 なお101固 あ る コ ン トロー ル キ

ー が一 つ もTSSに は生 か され て い ない の は惜 しい
。 コ マ ン ド キ ーと して

使 う方法 は ない もの で あ ろ うか 。
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⑦ 前に も述 べ た よ うに 端 末 カ ー ド リーダは大 いに 利用 した。 伝 送 速度 の 関

係 か ら現 状 では1分 間100枚 とい うス ピー ドで正 むを 得 な いが,如 何 に も

遅 い。 せ め て200枚/分 の ス ピ ー ドは欲 しい 。 なお ハ ー ド的 な事故 も時 々

あ り,よ り 信頼 性 の 向 上 を期 待 した い。

⑧ 他 の 端末 使 用者 か ら も指 適 され てい るよ うに騒 音 が 大 きす ぎる。 タ イプ ラ

イタ その もの か らの 騒 音 とコ ン トロー ルの ファンの 騒音 で あ る 。 前者 は タ イ

プ機 構に カ バ ーが な くム キ 出 しに な って い るせ いで あ ろ うが,い つ れ に せ よ,

今 後 の実 用 シス テ ム と して は,ラ ン トロー ル 自体 の大 き さ と と もに 大 い に再

考の 必要 が ある 。

⑨ 使 用者 の 端 末 操作 の誤 りが,そ の まNシ ステ ム ダ ウンにつ なが っ た 事 が あ

っ た。TSS使 用 者 は概 して コ ン ピュ ータの専 門 家 でな い こ とが 多 く,特 に

端 末 操作 に 不 慣れ のた め,ど ん な使 い 方 をす るか予 想が つ か ない 。 如 何 なる

場 合 に も破 壊 され な い強 靱 な シス テムで あ る こ とがTSSの 大 き な条 件 の 一

つ で あ ろ う。

⑩ ソフ トウェア に関 して 言 えば,全 般 的 に はハ ー ドウ ェア の機 能 に 見 合 った

設 計で ある と い うで まず 合 格点 は つ け られ る。 しか し細 か い点 で は い くつ か

の 注文 がつ く 。

(1)エ ラ ー ・メ ッセ ー ジが不 親 切 で ある。 初 心者に は全 く判断 しか ねる$う

な符 号の よ うな メッ セー ジが 出る。 これ に 関す る マ ニ ュアルの 説 明 も不備

で あ る 。

(2)イ ン ク リ メン タル に処 理 を 行 な って い な い の で エ ラ ーの 指 適 が 即 座 に 行

われ な い。 ス ラ ー トメ ン ト単 位に は指 適 さ れず,バ ッチ的 にENDが 入 力

され て始 め てエ ラー メ ッセー ジが表 示 さ れ る。

(3)FORTRANス ラー トメン トの 入 刀 フォ ーマ ッ トが バ ッチ と 同様 に カ ラ

ムの 指定 を守 らね ば な らない 。 これ は是 非 フ リ ーフォ ー マッ トに す べ き で

ある。

⑪ ファイル 管理 の設 計 思 想 は 一応 よ く考 慮 され て い るが,現 実 に は 書 い た フ

ァイル が 読め な い とい う事 故 が,可 成 り多 か っ た 。基 本 的に は ハ ー ドウエア

の ト ラブ ルで あ ろ うが,そ れ が ソ フ トウ ェアで 完 全 に カバー され てい ない と
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い うのが 欠点 で あ ろ う。 た とえ フ ァイルそ の もの は 破 壊 し てい な くて もい わ

ゆ る ヒモが 切 れ た 状態 で 読み 出 し不可 能 と な るの も同 じこ と であ る 。 コ マ ー

シ ャル なTSSで は
,こ の 種の 事 故は 致命 傷 で あろ う。

⑫ フ ァ イル の 大 き さや数 の 制限 が ,ア プ リケ ー シ ョンに よっ て はか な り窮屈

で あ っ た。 比 較 的 簡単 な技 術 計算 な らば ま ず 支 障 は ない と思 うが ,シ ークエ

/シ ャル フ ァィルの み とい う制 約 も苦 しい。

⑬ と くにSAVEの 指定 を しな い フ ァ イル もす べて保 存 さ れ る とい う必要 が あ

る の だ ろ うか 。 これ に よ る弊害 は,あ ま り に も無 駄 な ファ イルが 溜 ま りす ぎ

る こと で ある 。小 まめ にpurgeを お こ なえ ば よい の で あ ろ うが,こ の程 度

の規 模 の シス テ ムな らばSAVEの 指 定 を した もの の み を保 存す るので よ さそ

うで ある。

⑭ 前 述 の ごと くメイン メモ リーの制約 を多少 緩和す るため に もや は り言語 プ

ロセ ッサ は リエ ン トラン ト(reentrant)に す べ きで あろ う
。 こ うすれ ば こ

の シス テ ムの よ うに使 用 言 語 が限 定 され て い る場合 は プ ロセ ッサ を レ ヂデ ン

ト(regident)に す る こと も可 能 で,レ ス ポ ンス ・タ イムの 向上 に もつ な

が る 。

⑮TSSでFORTRANを 使 用 す る 殆ん どのL－ ザ の使 用 法 は コ ンパ イル.

ア～ζド ・ゴ ー(COnpileandGo)で あ ろ う。 そ の た め にはRUNコ マ ン

ドさえ 指定 す れ ば 目的 が達 せ られ る ことが望 ま しい 。 コ ンパ イル あ るいは リ

ン クの コ マン ドを わ ざわ ざ,エ クス プ リシ ッ ト(eXPIユcet)に 指定 させ る

必要 は な いと 思 う。

⑯.バ ック ・グ ラ ゥン .ドの バ ッチ 処 理 用の フ ァ イル と の互 換 性 が殆 ん どな い 。

比 較的 大 量の フ ァ イル ,あ る い は大 きな ソ ース テ キス トは 入 力速 度の 制 約か

らもパ ッチ 用 の 入 刀装置 を利 用 したい 。 ま た各 種 の ラ イブ ラ リー もバ ッチ と

共 用 で使 え る よ うにす べ きで ある 。

以 上 い くつ か の コ メ ン トを あけ たが,小 規 模 の 技 術計 算 用 のTSSと して は ,

我が 国 の最 初の実 用 シス テ ムとい うことで もあ り,一 応 高 く評価 して も よいの

、で はな いか と思 う。 と もか くも実 用 に なった とい う点 で は画 期 的 な もの で あ っ

た 。
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しか し,こ れ も コマ ー シ ャル ・ベ ー スで 利 用す る とい うこ とを前提 と す る と

ま だ まだ問 題 が あ り,特 に会 話 型 と し ての細 か い入 間工 学的 な面 での 検 討は ま

だ 大 いに 必 要 で あ ろ う。

この あ た りは 新 し く開発 さ れ たDEMOSに 期 待 したい もので あ る。

2.FACOMTSSの 利 用 状 況

FACOM230-60の タ イ ム シ ェア リ ング シス テ ムは45年12月 に

オ ペ レー テ ィ ング シス テ ムの最 初の バ ー ジ ョンが 完 成 し,当 財 団 では46年

1月 か ら稼 働 を 開始 した 。そ の 後約5ケ 月,ま だ テス トの 段階 であ る 。

現在 の シス テム構 成 は 図1に 示す よ うに,デ マン ド.タ ー ミナル ・タ ィ ブ ラ

ィタ が2台 と,リ モー ト バ ッチ タ ー ミナル(FACOM-R)が5台 で あ る 。

46年 一 杯 は テ ス トの ため に コン ピュー タ室 に タ ー ミナ ル も共 に 設 置 し てあ る。

46年 末 頃 に は デ マン ド用 タ イ プライ タが 更 に5台 と,リ モ ー ト バ ッ チ タ

ー ミナル が1台 追 加 され ,殆 ん どは 外部 団 体 に設 置 され る 予 定 で あ る 。

この オペ レー テ ィン グ シス テム は デ マ ン ド,リ モ ー トバ ッチ,ロ ー カル バ

ッチの ろレベ ルの プ ロ セス が 同時 に 実 行 で き る最 も新 しい タ イ プの シス テ ム で

あ るが,機 能が 大 きす ぎ るた め逆 にい くつ か の 欠 点が 生 じて い る。

まず 最初 メ ー カが 公 表 して い た納 期 よ り,は るかに 遅れ た こ と で ある。 ま た

メイ ン メモ リ レ ジ デ ン トも予 想 よ りか な り大 き く90Kワ ー ドに も達 して

いる。 現 在新 しい バ ー ジ ョンで こ の レジ デ ン トを縮少 す る努 刀 が お こ なわ れ て

い る と聞 くが,ま あ60K位 な らば 止む を得 ぬ か もしれ ない。 も う一 つの 大 き

な欠 点 は 不安 定性 で あ る 。 勿論 シス テムは か な り頻繁 に ア ップ デ ィ トさ れ,

除 々に 改 良は され て い る し,ま だた っ た5ケ 月 余 り の期 間 内に そ れ 程 完壁 な も

の を望 むの は 無理 で もあろ うが,一 日も早 くシス テ ムが 安 定 す る こと が望 ま れ

る 。

この よ うな環 境 の下 で,今 年 度 は リモ ー トバ ッチ 方式 にょる ア プ リ ケー シ ョ

ン プ ログ ラ ムの 開発 と デ マン ド処理 図 の,CPL(会 話 型PL/1)と

JOLDOR(J工PDECOnL・ineDocumentRetrieval)の オ ン ラ.

イン ・テス トを お こなっ た 。 リ モー ト ・バ ッチ に 関す る報 告 は第 工章 に ゆ ず る,
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CPLとJOLDORの 概 要 は

"遠 隔情 報 処 理 シス テムの 研 究 開 発 ・ 昭和43年 度 報 告 書

'・ に記 載 され て い る ので こSで は 省 略 す る が,い つ れ も44年 度 中に バ ッチ 処

理 で テス トで きる と こ ろはす べ て完 了 し,オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムの リ リ

ーズ待 ち とい う状 態 でほs－ 年間待 期 して い た
。 そ して この 三 ケ月 でオ ン ラ イ

ンで の テ ス トを完 了 し,現 在 は,ほX'最 初 の仕 様 通 りTSS端 末 よ り使 用可 能

'
の状 態に な ってい る 。 たS'JOLDORは キ ャ ラク タ デ ィス プ レイ を端末 と し

て使 用 す る シス テ ムでは あ るが,現 在 の オペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ムでは,ま

だ デ ィ ス プ レ イが端 末 と して の機 能 を 持 たず,一 般10と して しか 利 用 で き な

い ので,止 む を得ず,シ ス テ ムの起 動は 併 用 して い る端 末 タ イプ ライ タか ら行

な って い る。

わ ず が 竺 ケ月 間 の テス ト期 間 では あ るが,こ の 間 に経 験 したFACOMTSS

に対す る所 感 とい うよ うな もの を簡 単 に述 べ て み た い。

① デ マン ド,リ モ ー ト,・ 一 カル の3レ ベル の 同 時処 理 が このFACOM

TSSの 大 きな特 長 の 一つで あ る が,ハ ー ド的 ソ フ ト的 な不 安 定さ が 目立 ち,

ま だ 同時 処理 の 効 果 は あ ま り発 揮 され て いな い。 誰 しも限 られ た時 間 内 で機

械 を 使用 せ ねば な らな い ので,お 互 い に 他 の 影 響 で シス テ ム ・ダ ウンに なる

の を 恐れ,極 刀,同 時 処 理 を避 け る 傾 向に あ る か らで あ る。

② この様 な複 雑 な シス テ ムの トラ ブル は原 因 をつ き とめ る ま でが 大変 で ある。

と くに ユ ー ザの 立場 か らは 如何 と もし難 い。 少 な く とも メー カ,あ るい は オ

ペ レ ーテ ィン グ ・シス テ ムを作 成 した立 場 に あ る者 と協 同 して テス トし,ト

ラ ブル の 原 因 を つき と めね ば な らぬ。 そ こで現 在 は オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス

テ ムに 内臓 した ダ イナ ミック な ト レー ス情報 と,ト ラブル 時 の メモ リー ダ ン

プの ス タ テ ィ ック 情報 か ら,原 因 を追 求 して い るが,そ れ で も不充 分 な こ と

も多 く,特 に タ イ ミン グの か らん だ微 妙 な ケ ー スで は 再 現 性が な く原 因 究 明

に 困難 を感 じて いる 。

③ これ らの悪 条件 を克 服 し,一 刻 も早 くシス テ ムを安 定さ せ るには,か な り

の 時 間 を特 別 なテス ト時 間 と して 割 り当 て,計 画 的 にい ろ い ろ な角度 か らテ

ス トをk・こ な う必 要 が あろ う。 このFACOMMON工TORVと 呼 ぶTSS
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ノ

オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ムは,従 来 の 国産 機 の 甲では 最 も規 模 の 大 き な構

想 を持 って い る こ とは 確 かで あ る が,こ れを真 の 実 用性 の あ る もの と して い

くまでの サ ポー ト態 制,あ る い は経 費 の 面 な ど,単 に1メ ー カ,1ユ ー ザ の

問 題 と して で な く,こ の 経 験 を今 後の コン ピ ュー タ分 野 へ反 映 さ せ,再 検 討

の 要 素 と して と らえ るべ きであ ろ う。

FACOMTSS構 成 図

、デ舞 魏。,騒 論 一 ・
6.8pa位200字/秒80欄800枚/分

難 詰　唖 スニr⇒ 固　

磁気テープ装置7台60KC

函
1000/500梛}

136字/分156字/行

英,数,カ ナ記号109字 英,数,カ ナ記号62字

L

カξ与

ヲル

働

」 」

カ㌃与

ヲじ

蟻 タ

廿

究

コ　 し 　ニ

(点 線 は.45年 度増設予定 の もの)
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SYSIN

操 作 指 令

SYSOUT

、

1..INI

システム
入力制御

シ ・フ
スケ ジュー ラ

シsフ ステ7

イニ シエー タ
タスク管 理

ジ.ブ ステ7ブ

タ・一 ミネー タ

ジ・ブ

ター ミネ 一夕

システム
出力制御

カー ドリーダ
入 力部
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入力部

L

　
O
Φ
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大記憶入力部

端末入 力部
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開設部
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入力デーダ
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システム制御

コ マ ン ド

システム
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制 御
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開設部
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ラインプリンタ

出力部

カー ドパ ンチ

出力部
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XYプ ロプタ
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